
第1節地理的概要

図表3－28平松の位置
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第
七
章
平
松

秀

､

、

I

へ＜

北
部
に
裾
野
駅
が
あ
り
、
駅
か
ら
西
へ
の

裾
野
の
顔
平
松

び
る
駅
前
通
り
と
そ
れ
に
交
差
す
る
新
道

は
商
店
街
と
し
て
発
達
し
て
い
る
。
そ
の
南
は
住
宅
地
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
南
部
は
三
菱
ア
ル
ミ
’
一
ウ
ム
富
士
製

作
所
が
広
大
な
敷
地
を
占
め
て
い
る
。
裾
野
の
都
市
化
を
象
徴

ひ
ら
ま
つ

し
て
い
る
の
が
平
松
と
い
え
る
。

と
ゞ
｝
ろ
で
、
一
八
○
五
（
文
化
二
）
年
の
「
御
改
言
上
帳
」
（
平

松
区
『
平
松
の
歴
史
」
第
一
集
）
に
は
、
平
松
と
い
う
村
名
の
由

来
が
記
さ
れ
て
い
る
。
平
ら
な
松
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い

う
、
次
の
よ
う
な
記
載
で
あ
る
。

一
平
松

是
ハ
先
年
九
尺
廻
り
程
之
平
成
松
有
之
候
処
、
七
拾
年
以
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第7章平 松

前
枯
、
只
今
〈
八
幡
宮
之
社
森
計
り
’
一
而
平
松
と
申
伝

の
み
一
一
御
座
候

平
松
は
、
裾
野
市
の
南
部
に
あ
り
、
市
街
地
の
中

位
置

心
部
分
を
占
め
て
い
る
。
東
西
約
五
○
○
脚
、
南

ち
や
ぱ
た
け
む
ぎ
つ
か

北
約
一
存
服
の
広
さ
が
あ
り
、
東
側
は
茶
畑
・
麦
塚
に
、
北
側

さ
の
ふ
た
つ
や

い
ず
し
ま
た

と
西
側
は
佐
野
・
ニ
ッ
屋
に
、
南
側
は
伊
豆
島
田
に
隣
接
し
て

い
る
。地

形
と
土
平
松
で
は
、
ダ
タ
ラ
と
呼
ば
れ
る
岩
盤
が
露
出

地
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
と
く
に
顕
著
な
と

さ
の
は
ら

こ
ろ
は
、
Ｊ
Ｒ
裾
野
駅
南
側
の
佐
野
原
神
社
・
八
幡
宮
を
経
て
、

三
菱
ア
ル
ミ
’
一
ゥ
ム
富
士
製
作
所
、
伊
豆
島
田
ま
で
連
続
す
る

地
域
で
、
凹
凸
が
著
し
く
坂
や
小
崖
を
形
成
し
て
い
る
。
以
前

は
、
こ
の
あ
た
り
一
帯
は
雑
木
林
で
、
通
称
シ
ン
デ
ン
書
ハ
ャ
シ

（
新
田
林
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
近
年
、
宅
地
開
発
が
す
す
ん

ご
て
ん
ぱ

で
い
る
。
ま
た
、
御
殿
場
線
の
線
路
の
東
側
の
茶
畑
境
は
微
妙

に
入
り
組
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
に
は
墓
地
が
大
き
く
広
が
っ
て

み
し
ま

い
る
。
御
殿
場
線
線
路
お
よ
び
県
道
三
島
・
裾
野
線
よ
り
西
側

の
地
域
は
、
砂
礫
質
の
平
坦
地
で
、
一
部
は
水
田
と
な
っ
て
い

る
が
、
〉
三
｝
で
も
急
速
に
宅
地
化
が
す
す
み
つ
つ
あ
る
。

裾
野
市
市
街
地
の
中
心
は
、
裾
野
駅
（
平
松
無
番
地
）
表
口
かぬ

ま

ら
県
道
三
島
・
裾
野
線
に
沿
っ
た
地
域
、
お
よ
び
、
県
道
沼

づ
お
や
ま

津
・
小
山
線
に
面
し
た
佐
野
に
連
続
す
る
地
域
で
あ
り
、
商
店

街
を
形
成
し
て
い
る
。

平
松
に
あ
る
公
共
施
設
と
し
て
、
裾
野
市
立
鈴
木

施
設

図
書
館
、
東
西
公
民
館
（
平
松
四
九
五
）
、
裾
野
駅

が
あ
る
。

１
中
世
以
前

平
松
地
内
か
ら
は
、
縄
文
時
代
・
弥
生
時
代
・
古

中
世

墳
時
代
の
遺
跡
は
未
発
見
で
あ
る
。
一
八
一
六

ひ
ら
ま
つ
し
ん
で
ん

（
文
化
十
三
）
年
の
「
平
松
新
田
書
上
帳
」
（
『
市
史
』
三
‐
五
六
号
）

第
二
節
歴
史
概
要
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２
近
世

平
松
は
、
最
初
、
茶
畑
村
の
中
の
平
松
新

開
発
人
作
衛
門

田
と
し
て
成
立
し
た
。
成
立
の
時
期
は
不

明
確
で
あ
る
が
、
寛
永
年
間
に
は
す
で
に
開
発
が
行
わ
れ
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
佐
野
原
神
社
南
側
の
地
蔵
堂
に
聖
観

さ
く
え
も
ん

音
像
が
あ
り
、
〉
）
れ
に
は
、
「
平
松
新
田
開
発
作
衛
門
塔

に
は
、
「
石
塚
壱
シ
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

是
ハ
建
武
年
中
佐
野
ヶ
原
合
戦
之
節
、
二
条
中
将
為
冬
公

御
討
死
之
場
所
之
由
申
伝
の
み
二
御
座
候
、
其
外
御
家
来

中
御
塚
之
由
十
三
程
所
々
二
御
座
候

「
御
家
来
中
御
塚
之
由
十
三
程
」
に
つ
い
て
は
「
十
三
塚
」

と
考
え
ら
れ
、
古
墳
時
代
の
遺
跡
と
も
推
定
さ
れ
る
が
（
第
六

章
茶
畑
参
照
）
、
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
平
松
地
内
に
あ
る

「
石
塚
」
が
言
い
伝
え
と
し
て
二
条
為
冬
戦
死
の
場
所
に
比
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
伝
承
が
、
や
が
て
明
治
に
入
り
、
佐

野
原
神
社
建
立
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
。

平
松
新
田
が
、
茶
畑
村
か
ら
分
離
し
た
の
は
一
六
九
七
（
元

か
し
わ
ぎ
じ
ん

禄
十
）
年
の
》
｝
と
で
あ
り
、
そ
の
事
情
を
茶
畑
の
『
杣
木
挫
右

え
も
ん

衛
門
覚
書
帳
』
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

元
禄
十
年
丑
ノ

ー
当
暮
方
平
松
新
田
別
村
二
被
仰
付
候
、
是
〈
稲
葉
丹
後
守

様
御
代
二
、
稲
葉
主
水
様
へ
新
田
分
三
千
石
御
取
被
成
候

筈
二
候
所
一
一
御
引
替
、
深
良
村
・
久
根
村
・
桑
木
村
・
新

（
胡
）

柴
村
・
下
古
城
村
・
大
こ
田
村
・
吉
窪
村
・
柳
鴫
村
此
八

ヶ
村
何
れ
も
古
田
村
二
川
御
取
被
成
候
而
、
引
替
二
新
田

共
ヲ
村
数
被
成
帳
面
二
御
仕
立
、
御
公
儀
様
へ
御
上
ヶ
被

成
候
一
一
付
、
其
帳
面
を
以
、
大
久
保
加
賀
守
様
御
請
取
被

遊
候
二
付
、
右
之
通
新
田
共
村
数
一
一
被
仰
付
候
、
則
、
御

物
成
割
付
井
通
も
別
紙
二
成
り
候
事
、
山
手
役
ハ
前
ム
ノ

寛
永
十
九
壬
午
年
四
月
」
と
あ
る
。
平
松
新
田
が
作
衛
門
と
い

う
人
物
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
作
衛
門
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
Ⅱ
か
で
な

、
一

Ｉ

Ｕ
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第7章平 松

通
本
村
へ
為
出
申
筈
一
一
被
仰
付
候

平
松
新
田
の
茶
畑
村
か
ら
の
分
離
は
、
茶
畑
村
お
よ
び
平
松
新

田
側
の
事
情
に
よ
っ
た
の
で
は
な
く
、
領
主
支
配
の
都
合
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
。

近
世
の
検
地
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
村
高
は
、

検
地

『
柏
木
甚
右
衛
門
覚
書
帳
』
に
よ
れ
ば
、
一
六
四

八
（
慶
安
元
）
年
に
一
○
九
石
九
合
、
一
六
七
七
（
延
宝
五
）
年
に

一
九
七
石
六
斗
七
升
七
合
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
正
保
郷
帳
・
元

禄
郷
帳
で
は
六
九
石
余
、
天
保
郷
帳
で
は
一
九
八
石
余
で
あ
る
。

近
世
の
戸
近
世
の
平
松
の
戸
数
は
、
茶
畑
村
か
ら
の
分
村

数
と
社
寺
前
の
ニ
ハ
七
七
（
延
宝
五
）
年
の
「
茶
畑
村
明
細

帳
」
（
『
市
史
」
一
一
〒
四
四
号
）
で
は
七
軒
を
数
え
、
う
ち
一
軒
が

組
頭
と
な
っ
て
い
る
。
一
八
一
六
（
文
化
十
三
）
年
の
「
平
松
新

田
言
上
帳
」
（
「
市
史
』
三
‐
五
六
号
）
で
は
二
一
軒
で
あ
る
。
寺

は
な
い
が
、
八
幡
宮
と
山
神
宮
が
各
一
社
あ
る
。

平
松
新
田
は
、
開
発
以
来
、
そ
の
入
会
山
を
茶
畑

山
論
あ
し
た
か

の
茶
畑
山
で
は
な
く
、
愛
蘆
山
に
持
っ
て
い
た
。

３
近
現
代

明
治
維
新
後
、
大
区
小
区
制
に
よ
っ
て
、
一

行
政
の
変
遷

八
七
四
（
明
治
七
）
年
に
平
松
は
静
岡
県
第
一

大
区
三
小
区
に
属
し
た
。
そ
の
後
、
七
八
（
明
治
十
一
）
年
の
郡

区
町
村
編
制
法
に
よ
っ
て
大
区
小
区
制
が
廃
止
さ
れ
、
郡
町
村

す
ん
と
、
フ

が
行
政
区
画
と
し
て
復
活
す
る
と
、
平
松
は
再
び
駿
東
郡
平
松

村
と
な
っ
た
。
八
四
（
明
治
十
七
）
年
に
官
選
戸
長
制
が
実
施
さ

い
し
わ
き

み
ず
く
ぼ

れ
る
と
、
平
松
は
石
脇
・
佐
野
・
伊
豆
島
田
・
水
窪
・
ニ
ッ

く
ね
く
も
み
よ
う
い
な
り

ふ
か
ら
い
わ
な
み

屋
・
久
根
・
公
文
名
・
稲
荷
・
麦
塚
・
茶
畑
・
深
良
・
岩
波
と

と
も
に
、
同
一
の
戸
長
の
も
と
に
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
市
町
村
制

せ
ぎ
ば
ら
し
ん
で
ん
ふ
た
つ
や
し
ん

こ
れ
は
、
平
松
新
田
だ
け
で
は
な
く
堰
原
新
田
・
ニ
ッ
屋
新

で
ん
に
ほ
ん
ま
つ
し
ん
で
ん

田
・
二
本
松
新
田
も
同
様
で
あ
り
、
こ
れ
ら
四
新
田
と
、
も
と

と
み
ざ
わ
い
し
き
お
お
は
た

も
と
か
ら
愛
朧
山
に
入
会
山
を
持
つ
富
沢
村
・
一
色
村
・
大
畑

村
と
山
論
が
起
ゞ
｝
り
、
一
七
一
三
（
正
徳
三
）
年
に
そ
の
用
益
権

が
確
認
さ
れ
た
（
「
市
史
』
三
‐
三
五
号
）
。
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図表3－30平松の字一覧 図表3－29平松の字

赤石(アカイシ）

雨溜(アマダマリ）

上ノ段(ウエノダン）

上ノ原(ウエノハラ）

大荒句(オオアラク）

柄沢(カラサワ）

供養塚(クヨウヅカ）

下曾根(シモソネ）

下ノ段(シモノダン）

拾三塚(ジュウサンヅカ）

滝ノ窪(タキノクポ）

滝ノ台(タキノダイ）

堤(ツツミ）

中条(ナカジョウ）

中曾根(ナカソネ）

中道(ナカミチ）

八反畑(ハッタンバタケ）

平松(ヒラマツ）

屋敷添(ヤシキゾエ）

横堀(ヨコポリ）

一
尾
ノ
ノ
《
口

上
ノ
原

滝
ノ
窪

八
反
畑

中
条

中

柄
沢 平

松
堤

‐
エ
ー
ノ
皿
唾

F几，

唾

中
曾
根

中
道

、

屋
敷
添

下
曾
根

下
人
段
ノ

供
養
塚

横
堀

大
荒
句

雨
寺且刀
/田
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に
先
立
つ
町
村
合
併
に
よ
っ
て
、
富
沢
・
石
脇
・
佐
野
・
伊
豆

島
田
・
水
窪
・
ニ
ッ
屋
・
久
根
・
公
文
名
・
稲
荷
・
麦
塚
・
茶

こ
い
ず
み

畑
と
と
も
に
、
駿
東
郡
小
泉
村
を
形
成
し
た
。
し
か
し
、
二
年

後
の
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
、
こ
の
小
泉
村
は
二
つ
に
分
か
れ
、

写真3－26佐野原神社

い
ず
み

小
泉
村
と
泉
村
に
な
っ
た
が
、
平
松
は
久
根
・
公
文
名
・
稲

荷
・
麦
塚
・
茶
畑
と
と
も
に
泉
村
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
、
泉
村
は
小
泉
村
と
合
併
し
駿
東

郡
裾
野
町
と
な
り
、
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
裾
野
市
に
な
り
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

裾
野
駅
の
南
側
に
位
置
す
る
佐
野
原
神
社
は
、

佐
野
原
神
社

南
北
朝
期
の
南
朝
方
の
武
士
二
条
為
冬
を
ま

つ
っ
て
い
る
。
近
世
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
た
二
条
為
冬
の
墳
墓

の
土
地
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
八

七
五
（
明
治
八
）
年
に
平
松
の
副
戸
長
服
部
大
八
等
に
よ
っ
て
建

立
が
計
画
さ
れ
、
翌
七
六
（
明
治
九
）
年
に
社
殿
が
落
成
し
た
。

佐
野
原
神
社
建
立
後
、
一
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
に
は
東
海
道

を
上
る
谷
干
城
が
参
拝
も
行
っ
て
い
る
。
↓
）
う
し
た
佐
野
原
神

社
の
存
在
が
あ
る
が
た
め
に
、
平
松
は
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年

頃
に
は
「
佐
野
原
町
」
と
称
し
た
時
期
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

（
『
平
松
の
歴
史
」
第
一
集
）
。
佐
野
原
神
社
の
祭
り
は
、
四
月
三

日
の
大
祭
、
六
月
末
日
の
夏
越
の
祓
と
十
二
月
二
十
九
日
の
大
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祓
で
、
夏
越
の
祓
に
は
、
約
一
五
年
前
か
ら
茅
の
輪
を
作
る
よ

塗
フ
に
な
っ
た
。

佐
野
原
神
社
境
内
に
は
、
一
八
七
七
（
明
治
十
）
年
の
西
南
戦

も
も
ぞ
の

お
お
い
し
て
つ
ぞ
う

争
で
戦
死
し
た
桃
園
出
身
の
大
石
鉄
蔵
の
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ

う
す
き

て
い
る
。
大
石
は
同
年
八
月
に
宮
崎
県
臼
杵
郡
で
戦
死
、
翌
年

七
八
年
に
ゞ
｝
の
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

戸
数
・
人
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調

口
と
生
業
査
」
で
は
家
持
二
五
戸
、
社
一
座
、
人
口
一
○

三
人
（
男
五
二
人
・
女
五
一
人
）
、
職
分
は
全
て
農
で
あ
る
。
ま

た
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
頃
の
「
分
合
見
込
町
村
調
書
（
泉

村
）
」
で
は
戸
数
二
七
、
人
口
一
三
五
で
あ
り
、
田
一
二
町
歩

余
、
畑
二
四
町
余
と
さ
れ
、
著
名
物
産
と
し
て
は
繭
が
挙
が
っ

て
い
る
だ
け
で
あ
る
（
『
市
史
』
四
‐
三
四
八
号
）
。
一
九
一
九

（
大
正
八
）
年
の
「
佐
野
原
町
行
事
記
録
」
に
よ
れ
ば
戸
数
が
一

二
三
、
人
口
が
四
七
五
人
で
あ
っ
た
。

な
お
、
か
つ
て
箱
根
山
な
ど
に
自
生
す
る
ハ
コ
ネ
ダ
ヶ
で
ス

テ
ッ
キ
を
作
り
、
海
外
に
輸
出
し
て
い
た
工
場
が
あ
っ
た
。

戦
後
に
は
宅
地
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
世
帯
数
．
人
口
は
増

加
の
一
途
を
た
ど
り
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
に
は
六
二
七

世
帯
、
二
二
二
人
、
一
九
九
五
年
現
在
で
七
九
○
世
帯
、
二

二
五
八
人
で
あ
る
。

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
学
制
の
頒
布
で
各
地
に

学
校

小
学
校
が
開
設
さ
れ
る
と
、
平
松
村
は
茶
畑
村
、

じ
ゆ
ん
し
ん
か
ん

せ
ん
き
ゅ
う

麦
塚
村
な
ど
と
潤
身
館
を
開
校
し
た
。
潤
身
館
は
や
が
て
洗
旧

し
や

お
ん
ち
か
ん

舎
と
合
併
し
て
温
知
館
と
な
り
、
さ
ら
に
一
八
八
六
（
明
治
十

九
）
年
佐
野
原
小
学
校
へ
発
展
す
る
。
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）

年
佐
野
原
尋
常
小
学
校
と
な
る
。
そ
の
後
、
い
く
度
も
の
制
度

的
変
更
、
名
称
変
更
を
経
て
、
現
在
の
柵
野
市
立
東
小
学
校
と

な
っ
た
（
第
六
章
茶
畑
参
照
）
。

佐
野
駅
か
ら
一
八
八
九
（
明
治
一
千
二
）
年
の
東
海
道
線
の

裾
野
駅
へ
全
通
と
と
も
に
、
平
松
の
地
籍
に
現
在
の
裾

野
駅
の
前
身
で
あ
る
佐
野
駅
が
開
駅
し
た
。
以
後
、
現
在
に
至

る
ま
で
裾
野
市
民
の
交
通
の
要
地
と
な
っ
て
い
る
。
名
称
が
現

在
の
裾
野
駅
に
変
更
さ
れ
た
の
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
七
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月
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
九
月
一
日
の
関

東
大
震
災
の
直
後
の
九
月
六
日
に
裾
野
駅
構
内
で
大
規
模
な
脱

線
転
覆
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
御
殿
場
方
面
か
ら
の
下
り
列

車
が
裾
野
駅
構
内
で
大
事
故
を
起
こ
し
た
も
の
で
あ
り
、
死
者

写真3－27現在の裾野駅

「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
○

生
業
の
変
化

（
昭
和
三
十
五
）
年
総
戸
数
四
二
二
戸
の
う
ち
、

総
農
家
数
三
九
戸
、
う
ち
専
業
が
一
戸
、
第
一
種
兼
業
が
二

戸
、
第
二
種
兼
業
が
二
七
戸
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
三
○
年
後
の

一
九
九
○
年
に
な
る
と
、
総
戸
数
三
四
九
戸
の
う
ち
、
総
農
家

数
一
四
戸
、
う
ち
専
業
が
二
戸
、
第
一
種
兼
業
が
二
戸
、
第
二

種
兼
業
が
一
○
戸
と
、
農
業
を
主
体
に
行
う
家
は
約
半
数
に
減

っ
て
い
る
。

二
名
・
重
軽
傷
者
一
四
名
に
お
よ
ん
だ
（
「
静
岡
新
報
』
一
九

二
三
年
九
月
八
日
夕
刊
）
。

た
ん
な

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
の
丹
那
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
り
、

こ
う
づ

あ
た
み

東
海
道
本
線
の
国
府
津
ｌ
沼
津
間
が
熱
海
・
三
島
経
由
と
な
り
、

そ
れ
ま
で
の
御
殿
場
経
由
の
国
府
津
沼
津
間
は
御
殿
場
線
と

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活
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生
業
の
変
化
も
同
様
で
あ
る
。
一
九
六
○
年
の
作
物
類
別
収

穫
面
積
で
は
、
稲
が
七
・
九
腸
タ
、
麦
類
・
雑
穀
が
一
○
・
七
腸
タ
、

い
も
類
が
五
・
二
吟
夕
で
あ
っ
た
。
ゞ
）
れ
が
一
九
九
○
年
に
な
る

と
、
稲
が
八
・
一
腸
夕
の
ほ
か
は
麦
類
・
雑
穀
、
い
も
類
と
も
に

ま
っ
た
く
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
〉
｝
れ
に
対
し
て
花
き
類
は
○

か
ら
二
七
・
二
鯵
夕
に
な
っ
て
い
る
。

一
九
五
○
（
昭
和
二
十
五
）
年
頃
に
は
、
平

行
政
区
と
組
織

松
と
奥
平
松
を
小
区
と
い
い
、
そ
の
中
を

ほ
ん
そ
ん
か
み

し
も
し
ん
ど
う
か
み

本
村
上
・
中
・
下
、
新
道
上
・
下
、
奥
平
松
と
い
う
よ
う
に
分

け
て
い
た
。
こ
れ
を
平
松
連
合
会
と
も
称
し
て
い
た
。
二
○
○

ひ
が
し

○
年
現
在
の
行
政
区
は
、
新
道
上
・
新
道
中
・
新
道
下
・
東

ち
よ
う
ほ
ん
ど
お
ひ
で
ち
よ
う
ひ
ら
ま
つ
も
と
ち
よ
う

町
・
本
通
り
・
日
の
出
町
・
平
松
元
町
・
本
村
上
中
・
本
村
下

の
九
区
に
分
か
れ
、
全
体
を
平
松
の
区
長
会
長
が
管
轄
し
て
い

る
・

平
松
の
自
治
組
織
の
役
職
は
、
各
区
長
が
役
割
分
担
を
し
て

あ
た
っ
て
い
る
。
区
長
会
長
・
副
区
長
会
長
・
会
計
が
各
一
名
、

総
務
二
名
・
防
犯
灯
担
当
一
名
、
平
松
上
公
民
館
・
佐
野
原
公

民
館
・
本
村
下
公
民
館
担
当
が
一
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
公
民
館
館
長
一
名
、
神
社
総
代
一
九
名
、
老
人
会
長
三
名
、

子
供
会
会
長
な
ど
が
い
る
。

な
お
、
平
松
全
体
で
所
有
す
る
共
有
財
産
は
な
い
。

写真3 28八幡宮の祭り
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平
松
の
氏
神
と
し
て
八
幡
宮
が
あ
る
。
一
九
二

八
幡
宮

（
明
治
四
十
四
）
年
五
月
に
、
裾
野
駅
が
拡
張
さ
れ

る
に
と
も
な
い
、
現
在
の
場
所
に
移
転
し
た
。
も
と
も
と
は
、

現
在
の
裾
野
駅
構
内
に
あ
た
る
場
所
に
あ
っ
た
と
い
う
。
八
幡

宮
の
祭
り
は
旧
八
月
十
五
日
だ
が
、
現
在
は
九
月
半
ば
の
日
曜

日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

平
松
の
十
三
塚
は
、
現
在
で
も
カ
ワ
ム
ヵ
イ
と
い

十
三
塚

う
屋
号
（
オ
オ
マ
ッ
と
も
い
う
）
の
家
が
ま
つ
っ
て

い
る
。
正
月
・
盆
・
彼
岸
な
ど
、
墓
地
掃
除
や
参
拝
を
す
る
際

に
、
十
三
塚
に
対
す
る
祭
祀
も
同
様
に
行
わ
れ
て
い
る
。

平
松
の
地
蔵
堂
に
は
子
育
て
地
蔵
が
ま
つ
ら
れ
て

地
蔵
堂

い
る
。
祭
り
は
七
月
二
十
三
日
（
現
在
は
七
月
末
日

曜
日
）
で
こ
れ
を
オ
オ
マ
ッ
リ
（
大
祭
）
と
い
っ
て
お
り
、
こ
の

と
き
に
は
、
子
ど
も
相
撲
や
カ
ラ
オ
ケ
・
踊
り
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
る
。
ゞ
）
の
祭
り
は
、
本
村
上
・
中
区
と
地
蔵
会
に
よ
っ
て

主
催
さ
れ
る
。

平
松
は
深
良
用
水
の
水
を
利
用
し
て
い
る
。
佐

深
良
用
水

野
堰
か
ら
取
水
す
る
中
郷
に
属
し
て
い
る
が
、

下
流
に
位
置
す
る
た
め
に
水
利
の
便
は
よ
い
ほ
う
で
は
な
く
、

ヒ
ソ
ン
、
識
ハ
（
日
損
場
）
で
あ
っ
た
。
田
楠
な
ど
水
が
必
要
な
時
期

に
は
、
水
争
い
も
多
か
っ
た
と
い
う

佐
野
原
神
社
周
辺
に
平
松
は
範
域
は
狭
い
が
、
石
造
物
が

見
ら
れ
る
石
造
物
多
い
地
域
で
あ
る
。
そ
し
て
、
他
に

例
を
見
な
い
特
殊
な
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
さ
ら
に
、
多
少

の
移
転
は
あ
る
も
の
の
石
造
物
の
建
つ
位
置
で
平
松
の
か
つ
て

の
集
落
の
様
子
が
推
測
で
き
る
。

特
徴
的
な
石
造
物
と
し
て
は
、
刻
経
塔
や
一
石
五
輪
塔
、
大

日
如
来
、
毘
沙
門
天
の
ほ
か
十
三
塚
伝
承
の
あ
る
将
軍
塚
（
佐

野
原
神
社
）
な
ど
の
珍
し
い
供
養
塔
が
あ
げ
ら
れ
る
。
刻
経
塔

は
三
基
で
「
妙
法
蓮
華
経
」
あ
る
い
は
「
妙
法
」
と
書
か
れ
、

一
石
五
輪
塔
も
三
基
あ
る
。
ま
た
大
日
如
来
と
刻
ま
れ
た
石
塔

に
も
「
妙
法
」
と
あ
り
、
あ
る
時
期
に
法
華
宗
系
の
宗
教
者
に

よ
っ
て
こ
の
一
帯
に
建
て
ら
れ
た
供
養
塔
の
可
能
性
が
高
い
。

6()3
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こ
れ
ら
は
、
佐
野
原
に
お
け
る
古
墳
群
と
十
三
塚
伝
承
と
の
関

係
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

石
造
物
は
、
住
宅
地
の
中
に
散
在
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、

多
く
は
何
か
所
か
に
集
中
し
て
建
っ
て
い
る
。
佐
野
と
の
境
付

近
に
は
馬
頭
観
音
や
三
界
万
霊
塔
、
一
石
五
輪
塔
な
ど
七
基
、

ま
た
佐
野
原
神
社
に
隣
接
す
る
地
蔵
堂
内
と
境
内
に
も
地
蔵
や

庚
申
塔
、
順
礼
供
養
塔
、
一
石
五
輪
塔
な
ど
一
二
基
の
石
造
物

が
あ
る
。
ニ
ッ
屋
と
の
境
付
近
に
は
馬
頭
観
音
や
順
礼
供
養
塔
、

大
日
如
来
な
ど
七
基
の
石
造
物
が
建
つ
。
こ
れ
ら
は
旧
道
付
近

に
ま
つ
ら
れ
て
お
り
、
村
境
を
示
す
場
所
で
も
あ
る
。
村
境
と

い
え
ば
道
祖
神
も
あ
げ
ら
れ
る
が
、
平
松
の
場
合
は
佐
野
原
神

社
北
側
と
、
奥
平
松
の
三
菱
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
北
側
の
二
か
所
に

あ
る
が
村
境
で
は
な
い
。

参
考
文
献

「
平
松
の
歴
史
』
（
第
一
集
）
平
松
区
一
九
八
○
年
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第1節地理的概要

図表3－32麦塚の位置
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地
理
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概
要

第
八
章
麦
塚

へ

、
：
、

I 一
／
、

〉
．
．

麦
塚
と
い
近
世
の
地
誌
「
駿
河
記
』
に
は
、
「
こ
の
村
里

う
地
名
古
塚
多
し
、
座
頭
塚
と
云
あ
り
」
と
あ
る
。
現

在
座
頭
塚
に
つ
い
て
の
伝
承
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
幕
末
に
久

ね

や
な
ぎ
さ
わ
ぷ
ん
け
い

根
村
の
手
習
師
匠
柳
澤
文
溪
が
記
し
た
「
村
名
尽
」
（
一
五
六
か

む
垂
ご
つ
か

村
）
の
う
ち
、
裾
野
市
域
の
村
名
の
中
に
、
麦
塚
に
続
い
て

「
坐
頭
塚
」
と
い
う
名
が
見
え
る
。
ま
た
、
麦
塚
の
村
名
の
由

来
と
し
て
は
、
昔
十
三
塚
の
う
ち
の
半
分
の
六
つ
塚
が
あ
っ
た

の
で
「
む
つ
つ
か
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
￥
）
れ
が
な
ま
っ
て

「
む
ぎ
つ
か
」
に
な
っ
た
と
い
う
解
釈
も
あ
る
。
ゞ
）
の
「
六
つ

塚
（
む
つ
か
）
」
に
つ
い
て
は
、
貝
塚
の
よ
う
な
も
の
が
六
つ
あ

っ
た
と
い
う
人
も
い
る
。
塚
は
古
墳
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
麦
塚
の
北
西
部
分
は
土
師
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器
・
須
恵
器
の
散
布
地
と
な
っ
て
い
る
（
『
市
史
』
一
遺
跡
分
布

図
）
・

麦
塚
は
裾
野
市
東
南
部
に
位
置
し
、
広
さ
は
お
よ

位
置

そ
南
北
に
肩
脹
、
東
西
約
六
○
○
脚
で
あ
る
。

さ
か
い
だ
い
ば

み
し
ま
さ
の

ひ
ら

東
は
境
川
（
大
場
川
）
を
隔
て
て
三
島
市
佐
野
と
対
し
、
西
は
平

ま
つ

い
ず
し
ま
た

ち
や
ぱ
た
け

松
、
南
は
伊
豆
島
田
、
北
は
茶
畑
に
接
し
て
い
る
。

地
形
と
土
北
か
ら
西
側
に
か
け
て
、
富
士
山
溶
岩
の
露
出

地
利
用
地
帯
で
、
一
部
は
畑
と
な
っ
て
い
る
が
大
部
分

は
雑
木
林
で
、
見
目
神
社
境
内
に
は
シ
イ
・
カ
シ
・
ク
ス
な
ど

の
常
緑
広
葉
樹
の
老
木
が
残
存
し
て
い
る
。
境
川
に
添
っ
た
内

と
、
フ
こ
う
じ

側
は
低
い
台
状
の
平
坦
地
で
、
東
光
寺
地
先
の
境
川
か
ら
引
水

し
た
用
水
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
水
田
が
展
開
し
て
い
る
。

麦
塚
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
伊
豆
と
駿
河

集
落

の
国
境
に
位
置
し
て
い
た
。
現
在
も
三
島
市
佐
野

（
伊
豆
佐
野
）
に
接
し
、
境
界
の
ム
ラ
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
・
草
分
け
を
表
す
「
七
軒
百
姓
」
の
伝
承
が
あ
り
、
近
年

ま
で
五
○
戸
内
外
を
保
つ
小
さ
な
村
で
あ
り
、
市
域
に
多
く
見

１
中
世
以
前中

世
は
佐
野
郷
に
属
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
佐

国
境
の
村

野
と
い
う
地
名
は
三
島
市
と
裾
野
市
の
両
方
に

見
ら
れ
る
が
、
中
世
に
お
い
て
も
、
伊
豆
と
駿
河
の
国
境
を
ま

た
い
で
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
麦
塚
は
境
川
を
隔
て
て
三

島
市
の
佐
野
（
伊
豆
国
佐
野
）
に
接
し
て
お
り
、
ま
さ
に
そ
の
国

境
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
室
町
時
代
、
伊
豆
国
は
鎌
倉
府
（
関

東
幕
府
）
、
駿
河
国
は
室
町
幕
府
の
管
領
下
に
あ
り
、
戦
国
時

代
に
は
伊
豆
国
は
北
条
氏
、
駿
河
国
は
今
川
氏
の
領
国
で
あ
っ

ら
れ
る
自
立
し
た
モ
ョ
リ
（
最
寄
）
は
成
立
し
な
か
っ
た
。
溶
岩

地
帯
の
東
端
と
水
田
に
接
し
た
道
路
沿
い
に
形
成
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
西
側
の
溶
岩
露
出
地
帯
を
開
発
し
て
宅
地
化
が
著
し

く
進
行
し
て
い
る
。

第
二
節
歴
史
概
要

606



節2節 歴史概要

２
近
世

伊
豆
国
と
接
す
る
駿
河
側
の
国
境
の
村
で
、

支
配
の
変
遷
み
ず
く
ぼ
ひ
ら

そ
の
南
に
は
伊
豆
島
川
・
水
窪
村
、
西
に
平

ま
つ
し
ん
で
ん

松
新
田
（
現
在
の
行
政
区
は
平
松
）
が
あ
り
、
麦
塚
の
東
は
境
川

を
隔
て
て
伊
豆
国
で
あ
っ
た
。
支
配
は
佐
野
村
と
同
じ
く
、
一

六
三
二
（
寛
永
九
）
年
以
降
小
田
原
藩
領
、
一
七
○
八
（
宝
永
五
）

年
以
降
幕
領
と
な
り
、
一
七
一
六
（
享
保
元
）
年
以
降
再
び
小
田

原
藩
領
と
な
っ
て
明
治
維
新
を
迎
え
て
い
る
。

す
ん
と
う

一
六
八
○
（
延
宝
八
）
年
、
裾
野
市
域
を
含
む
駿
東
郡
一
帯
に

は
大
規
模
な
支
配
の
異
動
が
あ
り
、
そ
れ
ま
で
一
三
か
村
だ
っ

た
。

ま
た
、
麦
塚
の
初
め
は
「
七
聯
百
姓
と
武
家
が
一
軒
」
と
い

い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
麦
塚
に
は
、
土
塁
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る

広
大
な
屋
敷
が
あ
り
、
中
世
の
屋
敷
吐
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現

在
一
言
｝
に
住
む
勝
俣
家
に
は
近
世
初
頭
に
駿
東
郡
伏
見
村
（
現

在
の
清
水
町
伏
見
）
か
ら
移
住
し
て
き
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

た
小
田
原
藩
主
稲
葉
氏
の
支
配
は
四
○
か
村
と
な
っ
た
。
こ
の

み
く
り
や

と
き
裾
野
市
域
の
村
は
、
御
厨
領
と
駿
河
領
と
に
分
か
れ
、
麦

ふ
た
つ
や
し
ん
で
ん

塚
は
茶
畑
村
・
平
松
新
田
・
伊
豆
島
田
村
・
ニ
ッ
屋
新
田
・
水

や
は
た
し
み
ず

窪
村
と
と
も
に
、
八
幡
村
（
清
水
町
）
駐
在
の
代
官
が
支
配
す
る

駿
河
領
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
六
八
六
（
貞
享
三
）
年
稲
葉
氏

の
越
後
国
高
田
転
封
に
よ
り
、
佐
野
村
な
ど
一
六
か
村
と
と
も

に
小
田
原
藩
領
と
し
て
稲
葉
氏
か
ら
大
久
保
氏
に
引
き
継
が
れ

た
。

あ
ゆ

な
お
、
江
戸
時
代
の
文
書
に
は
し
ば
し
ば
「
駿
州
駿
東
郡
鮎

ざ
わ沢

庄
御
厨
」
と
い
う
地
名
が
川
て
く
る
が
、
小
田
原
藩
の
う
ち

す
や
ま
し
も
わ
だ

い
ま
ざ
と

御
厨
領
は
、
裾
野
市
域
で
は
須
山
村
・
下
和
田
村
・
今
里
村
の

み
く
り
や
か
み
ご
う

み
く
り
や
し
も
ご
う

御
厨
上
郷
と
、
麦
塚
を
含
め
て
↑
）
れ
以
外
の
御
厨
下
郷
と
に
分

か
れ
て
い
た
。
史
料
上
で
は
、
一
七
四
五
（
延
享
二
）
年
の
「
村

明
細
帳
」
に
「
下
郷
一
五
か
村
」
と
し
て
記
載
さ
れ
た
の
が
最

初
で
あ
る
が
、
一
八
四
一
（
天
保
十
二
）
年
の
麦
塚
の
文
書
に
も

「
御
厨
下
郷
」
の
文
字
が
見
ら
れ
る
。
小
田
原
藩
は
領
内
の

村
々
を
地
域
に
よ
っ
て
東
筋
、
中
筋
な
ど
筋
に
分
類
し
、
「
西
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筋
」
に
属
し
た
幕
末
の
御
厨
地
方
は
、
さ
ら
に
七
つ
の
組
合
村

に
分
か
れ
て
い
た
。
ゞ
｝
の
う
ち
裾
野
市
域
の
村
は
、
原
方
組
合

と
下
郷
組
合
に
分
か
れ
、
麦
塚
村
な
ど
九
か
村
が
下
郷
組
合
と

し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

村
高
は
正
保
郷
帳
一
六
二
石
余
、
元
禄
郷

村
高
と
村
の
姿

帳
一
八
八
石
余
、
天
明
高
帳
二
一
三
石
余
、

天
保
郷
帳
二
一
五
石
余
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
田
方
一
二
町

九
反
余
・
一
六
○
石
余
、
畑
方
八
町
九
反
余
・
五
二
石
余
で
、

畑
勝
ち
の
村
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
山
役
米
五
斗
を

納
め
て
い
た
。

な
お
、
麦
塚
村
に
つ
い
て
は
一
六
四
八
（
慶
安
元
）
年
と
一
六

七
七
（
延
宝
五
）
年
の
水
帳
（
検
地
帳
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

慶
安
元
年
は
、
裾
野
市
域
に
お
け
る
す
べ
て
の
村
が
検
地
を
実

施
し
て
お
り
、
麦
塚
の
反
別
は
、
田
方
が
一
○
町
二
反
九
歩
、

屋
敷
も
含
め
た
畑
方
が
九
町
四
反
三
畝
七
歩
で
あ
っ
た
。
ま
た

ふ
か
ら

延
宝
五
年
の
検
地
は
小
田
原
藩
に
よ
る
総
検
地
で
深
良
用
水
の

開
削
に
よ
る
新
田
畑
開
発
を
把
握
す
る
目
的
で
実
施
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

麦
塚
の
場
合
、
慶
安
元
年
の
田
方
が
一
○
町
余
、
畑
方
が
九

町
余
だ
っ
た
の
に
対
し
、
延
宝
五
年
で
は
田
方
が
一
三
町
弱
、

畑
方
が
九
町
余
と
な
っ
て
い
て
、
深
良
用
水
の
開
削
に
よ
っ
て

わ
ず
か
な
が
ら
水
田
の
増
加
が
み
ら
れ
る
が
、
大
き
な
変
化
は

な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
麦
塚
村
は
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）

年
井
組
を
脱
退
す
る
。

さ
ら
に
、
一
七
○
六
（
宝
永
三
）
年
の
深
良
村
の
訴
状
か
ら
は
、

現
在
三
間
堀
な
ど
と
呼
ば
れ
る
新
堀
に
よ
っ
て
、
麦
塚
や
公
文

名
・
茶
畑
・
平
松
新
田
・
伊
豆
島
田
に
畑
成
田
が
で
き
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
麦
塚
の
集
落
は
北
部
に
か
た
ま
っ
て

お
り
、
近
年
ま
で
ほ
と
ん
ど
住
宅
の
な
か
っ
た
南
部
を
シ
ン
デ

ン
と
呼
ん
で
い
た
。

一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
の
「
麦
塚
村
指
出
帳
」
に
よ
れ
ば
、

家
数
三
四
軒
で
、
内
訳
は
名
主
一
、
組
頭
一
、
本
百
姓
二
四

（
明
き
屋
敷
一
）
、
定
使
一
、
無
田
八
（
明
き
屋
敷
一
）
で
、
人
数

は
一
七
一
人
（
男
九
五
・
女
七
六
）
。
馬
数
一
二
疋
。
村
内
に
は
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図表3－33麦塚の字

山
神
所

山
神
所

長
戸
呂

辻
上
ノ
原 荷

洗
畑

野
添 添

大
瀬
戸

大
瀬
戸

堰
口

上
向寛

噂
寛
噂 石

橋橋宮
脇 元

元

泉 向
田

ユエー

目l」

田

L〃

三
反
田

三
反
田

ビハノ田ハノ

宮
ノ
前

道
添 四

反
田礎|笛

塚田

五
反
田

柿
ノ
木
田

七
反
田

他
出
口

窪
田 雷/夢
／上雨

溜
溝
添

土
尻

川

下
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図表3－34麦塚の字一覧も
も
ぞ
の
じ
よ
う
り
ん
じ

桃
園
村
定
輪
寺
末
寺
の
禅
宗
東
光
寺
が
あ
り
、
そ
の
除
地
は
八

斗
六
升
余
、
見
目
明
神
宮
・
神
明
社
・
山
神
宮
の
三
社
、
除
地

一
石
五
斗
で
あ
っ
た
。

麦
塚
に
は
医
師
は
い
な
か
っ
た
が
、
一
八
四
一
（
天
保
十
二
）

年
の
「
捨
子
病
死
」
に
つ
い
て
の
始
末
書
か
ら
、
当
時
は
佐
野

げ
ん
い

村
の
玄
意
と
い
う
医
師
に
診
て
も
ら
っ
て
い
た
ゞ
）
と
が
わ
か
る
。

雨溜(アマダマリ）

石橋(イシバシ）

入免(イリメン）

上ノ原(ウエノハラ）

上向(ウワムカイ）

大瀬戸(オオセド）

柿ノ木田(カキノキダ）

川下(カワシモ）

寛|噂(カンソン）

窪田(クポタ）

五反田(ゴタンダ）

三反田(サンタンダ）

四反田(シタンダ）

七反田(シチタンダ）

堰口(セギグチ）

滝下(タキシタ）

繩ノ上(タキノウエ）

塚田(ツカダ）

辻(ツジ）

川口(デグチ）

土尻（ドジリ）

長戸呂(ナガトロ）

荷洗畑(ニアライバタ）

野添(ノゾエ）

ピハノH1(ビハノタ）

前田(マエダ）

溝添(ミゾソエ）

道添(ミチゾエ）

宮ノ前(ミヤノマエ）

宮脇(ミヤワキ）

向田(ムカイダ）

元泉(モトイズミ）

山神所(ヤマノカミジョ）

３
近
現
代

近
代
に
入
っ
て
、
明
治
前
半
期
の
地
方
制
度

行
政
の
変
遷

は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
更
さ
れ
た
。
一
八
七
一

（
明
治
四
）
年
の
麦
塚
は
佐
野
、
深
良
な
ど
と
と
も
に
静
岡
県
の

第
五
区
（
一
二
か
村
）
に
属
し
た
が
、
新
た
に
大
区
小
区
制
が
導

入
さ
れ
、
七
四
（
明
治
七
）
年
に
は
第
一
大
区
三
小
区
に
編
入
さ

れ
た
。
さ
ら
に
七
八
（
明
治
十
一
）
年
の
「
郡
区
町
村
編
制
法
」
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に
よ
り
大
区
小
区
制
が
廃
止
さ
れ
て
戸
長
公
選
制
と
な
り
、
行

政
区
画
と
し
て
の
麦
塚
が
復
活
し
た
。
そ
の
後
、
一
八
八
四

（
明
治
十
七
）
年
よ
り
戸
長
は
官
選
化
し
、
戸
長
役
場
管
轄
区
域

の
整
理
統
合
が
な
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
、
裾
野
市
域
は
黄
瀬
川

を
境
に
ほ
ぼ
二
分
さ
れ
、
麦
塚
は
「
佐
野
村
他
十
二
か
村
」
に

組
み
入
れ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
の
市
町
村
制
の
公
布
に

こ
い
ザ
″
み

よ
っ
て
い
っ
た
ん
は
小
泉
村
と
な
っ
た
麦
塚
は
、
九
○
（
明
治

二
十
三
）
年
に
久
根
・
公
文
名
・
稲
荷
・
茶
畑
・
平
松
新
田
と

い
ず
み

と
も
に
泉
村
と
し
て
分
立
、
役
場
を
平
松
に
置
く
。
ゞ
）
の
泉
・

小
泉
両
村
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
再
び
合
併
し
て
一
九
五
二

と
み
お
か

（
昭
和
二
十
七
）
年
に
裾
野
町
と
な
り
、
さ
ら
に
深
良
村
、
富
岡

村
、
須
山
村
が
合
併
し
て
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
に
裾

野
市
と
な
っ
た
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調

戸
数
と
人
口

査
」
に
よ
れ
ば
、
人
口
は
一
九
五
人
（
う
ち

男
一
○
七
人
・
女
八
八
人
）
で
、
家
持
は
三
三
人
、
神
社
三
座
、

寺
一
軒
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
職
分
表
に
は
農
一
一
○
人

（
男
五
五
人
・
女
五
五
人
）
、
僧
一
人
と
あ
る
。
ま
た
、
年
不
詳

だ
が
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
分

合
見
込
町
村
調
書
」
に
は
、
人
口
一
三
五
人
（
う
ち
男
七
四
人
・

女
六
一
人
）
、
戸
数
は
二
七
戸
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
六
○
（
昭
和
三
十
五
）
年
の
「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
で
は
麦

塚
の
戸
数
は
五
○
戸
と
増
え
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
で
、
農
家

数
は
四
○
戸
と
、
ま
だ
明
治
以
降
の
急
激
な
変
化
は
見
ら
れ
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
後
同
じ
く
「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
の
一
九
九

○
年
に
は
、
戸
数
は
一
四
○
戸
と
急
激
な
増
加
を
見
せ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
農
家
数
は
二
三
戸
と
逆
に
減
少
し
て
い
る
。
一

九
六
○
年
代
の
高
度
成
長
期
に
、
麦
塚
が
急
速
に
宅
地
化
し
、

村
の
景
観
を
変
貌
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

人
口
の
変
遷
に
つ
い
て
は
国
勢
調
査
の
統
計
か
ら
、
一
九
七

○
（
昭
和
四
十
五
）
年
が
四
六
七
人
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年

が
五
一
二
人
、
一
四
○
戸
、
一
九
九
五
年
が
六
○
一
人
、
一
七

六
戸
と
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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図表3－35麦塚の集落
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第3節 地域社会と生活

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
「
学
制
」
が
頒
布
さ
れ
、

学
校

麦
塚
は
茶
畑
・
平
松
新
田
と
と
も
に
七
五
（
明
治

じ
ゆ
ん
し
ん
か
ん

八
）
年
に
潤
身
館
を
設
立
、
翌
七
六
（
明
治
九
）
年
に
伊
豆
島

せ
ぎ
ば
ら
し
ん
で
ん

せ
ん
き
ゅ
う
し
や

田
・
水
窪
・
堰
原
新
田
・
ニ
ッ
屋
新
田
が
設
立
し
た
洗
旧
舎
と

お
ん
ち
か
ん

統
合
し
て
温
知
館
と
な
っ
た
。
ゞ
）
う
し
て
は
じ
ま
っ
た
小
学
校

は
、
一
八
七
九
（
明
治
十
二
）
年
以
降
に
な
る
と
、
静
岡
県
各
地

で
そ
れ
ま
で
の
寺
や
民
家
の
仮
校
舎
を
廃
し
て
、
独
立
し
た
擬

洋
風
建
築
の
校
舎
が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
裾
野
で
も
、

い
わ
さ
き
さ
じ
ゆ
う
ろ
う

せ
い
き
ゅ
う
し
や

佐
野
の
岩
崎
佐
十
郎
が
率
先
し
て
誠
求
舎
の
校
舎
を
新
築
。
一

八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
に
県
内
の
学
区
が
大
幅
に
統
合
さ
れ
て
、

か
ん
し
ん
し
や
か
ん
せ
い
し
ゃ

さ
の
は
ら

温
知
館
は
貫
信
舎
・
甘
静
舎
・
誠
求
舎
と
統
合
し
て
佐
野
原
小

学
校
と
な
り
、
さ
ら
に
小
学
校
が
尋
常
と
高
等
に
分
け
ら
れ
、

尋
常
小
学
校
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
佐
野
原
小
学
校

は
、
佐
野
原
尋
常
小
学
校
と
深
良
尋
常
小
学
校
と
に
分
か
れ
た
。

そ
の
後
、
い
く
度
も
の
制
度
的
変
更
、
名
称
変
更
を
経
て
、

現
在
の
裾
野
市
立
東
小
学
校
と
な
っ
た
（
第
六
章
茶
畑
参
照
）
。

近
世
か
ら
近
代
ま
で
、
麦
塚
の
生
業
は
一
貫

生
業
の
変
化

し
て
農
業
が
中
心
で
あ
っ
た
。
一
八
六
八

（
慶
応
四
）
年
の
田
方
一
二
町
余
、
畑
方
八
町
余
は
近
世
を
通
し

て
ほ
ぼ
変
化
は
な
く
、
近
代
に
入
っ
て
も
一
八
八
九
（
明
治
二

十
二
）
年
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
「
分
合
見
込
町
村
調
書
」

に
は
、
田
一
二
町
余
、
畑
九
町
余
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

は
、
物
産
と
し
て
薪
・
繭
・
木
材
が
わ
ず
か
な
が
ら
書
き
上
げ

ら
れ
、
ま
た
菓
子
税
・
烟
草
税
・
売
薬
税
を
納
め
て
い
る
も
の

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
商
い
を
営
む
家
は
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

戦
前
の
様
子
を
麦
塚
の
人
に
聞
く
と
、
田
は
一
反
に
つ
き
七
、

八
俵
の
収
穫
が
あ
り
、
小
作
料
は
四
俵
か
ら
四
俵
半
く
ら
い
だ

っ
た
。
田
の
等
級
は
よ
く
、
茶
畑
は
一
毛
作
田
な
の
に
対
し
て

麦
塚
は
稲
と
麦
の
二
毛
作
田
だ
っ
た
。
確
か
に
慶
応
四
年
の
田

方
一
二
町
の
う
ち
、
上
田
が
七
町
、
中
田
三
町
と
、
近
世
か
ら

第
三
節
地
域
社
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と
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き
わ
め
て
良
質
の
耕
地
で
あ
っ
た
。
戦
前
の
現
金
収
入
は
、
余

剰
の
麦
と
サ
ッ
マ
で
、
当
時
は
養
蚕
も
行
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
麦
塚
村
内
の
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
の
は
高

度
成
長
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
六
○
（
昭
和
三
十
五
）
年
の

「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
で
は
、
農
家
戸
数
は
四
一
戸
と
大
き
く
変

わ
っ
て
は
い
な
い
が
、
専
業
は
一
二
Ｐ
、
第
一
種
兼
業
は
一
六

戸
、
第
二
種
兼
業
が
一
四
戸
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
段

階
で
は
作
物
類
別
収
穫
面
積
で
稲
は
一
五
鯵
夕
（
一
肪
夕
は
ほ
ぼ
一

町
）
で
近
世
近
代
と
変
わ
ら
な
い
が
、
麦
・
雑
穀
は
二
三
腸
夕
、

い
も
類
一
○
腸
タ
な
ど
、
畑
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

さ
ら
に
一
九
九
○
年
の
「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
に
よ
る
と
、
村

内
の
農
業
構
造
に
は
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
総
戸

数
に
占
め
る
農
家
の
割
合
は
大
き
く
減
少
し
、
戸
数
一
四
○
戸

の
う
ち
農
家
は
二
三
戸
と
二
割
に
満
た
な
い
数
と
な
る
。
ち
な

み
に
六
○
年
段
階
で
も
八
割
を
超
え
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
農

家
の
内
訳
を
見
る
と
、
専
業
は
わ
ず
か
一
戸
と
な
り
残
り
二
二

戸
は
す
ゞ
へ
て
第
二
種
兼
業
と
な
っ
た
。
一
方
、
収
穫
面
積
で
は

稲
は
大
幅
に
増
加
し
て
六
七
珍
夕
と
な
っ
た
の
に
対
し
て
、

麦
・
雑
穀
、
い
も
類
は
わ
ず
か
八
腸
夕
ほ
ど
に
減
少
し
た
。
た

だ
し
、
都
市
化
が
進
ん
だ
裾
野
市
域
へ
の
出
荷
が
増
え
た
た
め

で
あ
ろ
う
、
野
菜
類
が
六
○
年
の
二
倍
の
一
五
肪
夕
、
六
○
年

ま
で
は
な
か
っ
た
花
き
類
の
生
産
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
六

○
年
ま
で
は
牛
・
豚
・
鶏
な
ど
の
家
畜
を
飼
っ
て
い
る
農
家
が

延
べ
六
七
戸
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
九
○
年
に
は
乳
牛
を
飼
っ

て
い
る
農
家
が
一
戸
残
っ
て
い
る
だ
け
に
な
っ
た
。

昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
そ
れ
ま
で
純
農
村
だ
っ
た
麦
塚
は
、

裾
野
市
政
の
工
場
誘
致
条
例
の
第
一
号
と
し
て
、
三
菱
レ
イ
ノ

ル
ズ
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
（
の
ち
三
菱
ア
ル
ミ
’
一
ウ
ム
）
を
誘
致
し
、

景
観
を
一
変
さ
せ
た
。
江
戸
時
代
か
ら
の
三
五
戸
の
共
同
墓
地

も
新
墓
地
へ
と
集
団
移
転
し
た
。

第
二
次
大
戦
前
の
戸
数
は
五
○
戸
、
さ
ら
に
さ

村
内
区
分

か
の
ぼ
る
と
三
五
戸
だ
っ
た
と
い
う
麦
塚
の
内

部
は
、
と
な
り
の
茶
畑
の
よ
う
な
独
立
し
た
最
寄
は
な
い
。
村

内
区
分
と
し
て
は
大
き
く
カ
ミ
（
上
）
と
シ
モ
（
下
）
と
に
分
か
れ
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て
い
る
が
、
こ
れ
は
新
田
に
家
が
増
え
た
た
め
で
、
か
つ
て
新

田
に
は
家
は
二
、
三
軒
し
か
な
く
、
そ
の
こ
ろ
は
本
村
部
分
の

下
組
に
含
ま
れ
て
い
た
。
下
に
は
新
田
部
分
と
本
村
部
分
の
イ

リ
ガ
タ
（
入
方
）
、
上
は
北
か
ら
オ
オ
カ
ミ
（
大
上
）
・
カ
ミ

陶鱗

W ・蟹

§畠

；随

1
写真3－29見目神社での夏祭り

麦
塚
は
全
体
で
一
つ
の
区
と
な
っ
て
い
て
、
区

自
治
組
織

長
・
副
区
長
以
下
各
種
の
役
員
が
い
る
。
一
方
、

な
が
と
ろ
せ
ぎ

麦
塚
独
自
の
役
員
と
し
て
は
長
戸
呂
堰
担
当
・
台
の
田
水
引
担

（
上
）
・
ナ
カ
ム
ラ
ガ
タ
（
中
村
方
）
が
あ
っ
て
、
も
と
は
ゞ
）
の
五

つ
の
組
か
ら
成
っ
て
い
た
。
カ
ミ
に
は
エ
ー
ナ
（
屋
号
）
を
カ
ミ

と
い
う
家
が
あ
り
、
ナ
カ
ム
ラ
ガ
タ
に
は
タ
カ
ナ
シ
オ
ー
ャ
と

呼
ば
れ
る
本
家
筋
の
家
が
あ
っ
て
、
か
つ
て
の
村
の
中
心
が
カ

ミ
と
ナ
カ
ム
ラ
ガ
タ
で
あ
っ
た
こ
と
が
塾
う
か
が
え
る
。

現
在
は
、
村
内
が
一
四
組
に
分
か
れ
て
い
て
、
一
’
六
組
と

一
三
・
一
四
組
が
上
、
七
’
一
二
組
が
下
に
属
し
て
い
る
。

鎮
守
は
シ
モ
に
あ
る
見
目
神
社
で
、
氏
神
さ
ん
の
祭
り
も
、

テ
ン
ノ
ウ
サ
ン
の
祭
り
も
、
夏
祭
り
も
、
天
神
も
、
山
の
神
も
、

す
べ
て
麦
塚
中
で
行
っ
て
い
る
。
サ
イ
ノ
カ
ミ
は
見
目
神
社
の

前
に
あ
り
、
ド
ン
ド
ャ
キ
も
見
目
神
社
境
内
の
一
か
所
で
行
わ

れ
る
。
三
月
末
の
日
曜
日
に
は
初
集
会
が
開
か
れ
麦
塚
中
が
集

ま
る
。
組
ご
と
の
集
会
は
な
く
、
公
民
館
も
麦
塚
と
し
て
一
か

所
で
あ
る
。
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当
・
水
門
担
当
な
ど
が
特
徴
的
で
あ
る
。
氏
子
総
代
は
五
名
。

子
ど
も
会
、
老
人
会
の
ほ
か
麦
青
会
と
い
う
青
年
会
が
で
き
て

い
る
。

麦
塚
の
初
め
は
七
軒
百
姓
と
武
家
一
軒
だ
っ
た

七
軒
百
姓

と
い
わ
れ
る
。
七
軒
百
姓
は
カ
ワ
、
識
ハ
タ
石
（
ダ

タ
ラ
）
の
あ
る
家
と
い
い
、
カ
ミ
・
ナ
カ
ム
ラ
・
イ
リ
ガ
タ
・

ウ
ワ
ム
カ
イ
・
ワ
タ
ャ
な
ど
の
エ
ー
ナ
の
家
が
こ
れ
に
あ
た
る

と
い
、
フ
。

氏
神
の
見
目
神
社
は
創
立
は
不
詳
だ
が
、
一
六
七

神
社

七
（
延
宝
五
）
年
五
月
の
再
建
と
伝
え
ら
れ
る
。
神

社
に
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
延
宝
五
年
と
書
か
れ
た
棟
札
が
残
っ
て
い
る
。
棟
札
は

こ
の
ほ
か
、
一
七
四
三
（
寛
保
三
）
年
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
、

一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
、
一

九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年
の
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
ゞ
）
の
う
ち

明
治
三
十
年
の
も
の
は
十
月
、
十
一
月
と
二
枚
あ
り
、
屋
根
を

瓦
葺
に
替
え
、
社
を
新
築
し
て
い
る
。
十
月
の
棟
札
に
は
「
世

話
人
壱
弐
名
」
と
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
三
十
一
年
、
四
十
二
年

に
も
、
本
殿
の
改
修
や
拝
殿
の
修
復
を
行
っ
て
い
る
。

麦
塚
の
見
目
神
社
は
、
伊
豆
佐
野
の
見
目
神
社
と
兄
弟
だ
と

い
う
。
両
社
は
境
川
を
挟
ん
で
東
西
に
鎮
座
し
て
い
る
。

見
目
神
社
の
祭
礼
は
か
つ
て
十
二
月
一
日
だ
っ
た
が
、
茶
畑

や
伊
豆
島
田
に
倣
っ
て
戦
争
前
に
は
十
月
十
五
日
に
な
っ
て
い

た
と
い
う
。
祭
り
が
終
わ
る
と
す
ぐ
に
正
月
が
き
て
し
ま
う
十

二
月
に
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
の
は
、
か
っ
て
麦
塚
が
二
毛
作

を
し
て
い
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
夏
物
の
稲
を

刈
る
の
は
十
一
月
半
ば
ま
で
か
か
っ
て
い
た
の
で
稲
刈
り
の
後

に
祭
礼
を
行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
は
稲
刈
り
の
時

期
が
早
く
な
っ
た
の
で
稲
を
刈
っ
て
か
ら
祭
礼
を
行
え
る
が
、

以
前
は
祭
礼
の
後
に
稲
刈
り
を
始
め
た
と
い
う
。

神
社
の
境
内
に
は
神
明
社
・
祇
園
社
・
北
野
社
・
吉
田
社
と

新
武
社
が
あ
り
、
祇
園
は
テ
ン
ノ
ウ
サ
ン
と
い
っ
て
祭
り
は
以

前
七
月
十
六
日
だ
っ
た
が
、
現
在
は
七
月
中
旬
頃
の
日
曜
日
に

区
民
全
員
が
参
加
し
て
、
境
内
の
草
苅
・
掃
除
を
し
て
祭
礼
を
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行
っ
て
い
る
。
祭
典
当
番
は
上
・
下
で
交
替
で
担
当
す
る
。
ま

す
が
わ
ら
み
ち
ざ
ね

た
北
野
社
は
菅
原
道
真
を
祭
神
と
し
て
い
て
、
か
つ
て
は
子
ど

も
た
ち
に
よ
っ
て
天
神
識
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
明
治
期
の
も

の
と
思
わ
れ
る
「
神
社
明
細
帳
」
に
は
、
境
内
末
社
と
し
て
ゞ
｝

の
ほ
か
耳
石
社
・
八
幡
社
・
愛
宕
社
・
姥
神
社
が
書
き
上
げ
ら

れ
て
い
て
、
八
幡
社
・
愛
宕
社
は
現
在
『
舎
護
社
と
と
も
に
、

ま
た
耳
石
社
・
姥
神
社
は
風
神
社
と
と
も
に
ひ
と
つ
の
祠
に
納

め
ら
れ
て
い
る
。

吉
川
さ
ん
は
、
全
国
的
に
天
災
や
飢
鯉
が
あ
っ
た
文
化
・
文

政
の
ゞ
）
ろ
、
厄
払
い
の
た
め
京
都
の
吉
田
神
社
の
「
み
た
ま
」

を
二
つ
の
輿
に
移
し
勧
請
し
た
。
し
か
し
、
》
）
の
輿
を
安
置
す

る
麦
｝
と
で
村
之
に
争
い
が
起
こ
っ
た
た
め
、
村
ご
と
に
毎
年
の

持
ち
回
り
と
な
っ
た
。
五
○
戸
内
外
の
麦
塚
で
は
他
の
村
の
よ

う
に
盛
大
な
祭
り
を
す
る
の
は
大
変
で
、
十
数
年
前
ま
で
一
○

年
間
の
「
吉
田
さ
ん
貯
金
」
を
し
て
ゞ
）
れ
に
備
え
て
い
た
と
い

こ
う
や
ま
い
し
わ
き

う
。
吉
田
さ
ん
が
回
る
順
序
は
公
文
名
↓
久
根
↓
神
山
↓
石
脇

↓
佐
野
↓
茶
畑
↓
伊
豆
佐
野
↓
麦
塚
↓
ニ
ッ
屋
↓
平
松
と
な
っ

て
い
て
、
一
○
年
に
一
度
当
番
が
回
っ
て
く
る
。

見
目
神
社
の
前
に
は
サ
イ
ノ
カ
ミ
（
道
祖
神
）
が
あ
り
、
一
月

十
四
日
に
は
ド
ン
ド
ャ
キ
が
行
わ
れ
た
。
昔
は
子
ど
も
た
ち
が

小
屋
を
作
り
、
の
ぼ
り
（
オ
ン
ベ
）
を
立
て
た
も
の
だ
っ
た
。
現

在
は
ド
ン
ド
ャ
キ
は
神
社
の
境
内
で
行
う
。

ま
た
、
神
社
境
内
に
は
社
務
所
を
兼
ね
た
公
民
館
が
あ
り
、

区
の
寄
り
合
い
が
開
か
れ
る
。
こ
の
公
民
館
が
で
き
る
前
に
は

く
ら
ぶ

イ
リ
ガ
タ
入
口
に
倶
楽
部
が
あ
り
、
寄
り
合
い
は
一
三
）
で
開
か写真3－30麦塚のﾄﾞンドヤキ
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第8章麦 塚

れ
た
。
倶
楽
部
は
昭
和
の
初
め
頃
に
建
て
ら
れ
た
と
い
い
、
戦

前
ま
で
は
若
い
衆
が
寝
泊
り
し
て
い
た
。

さ
ん
し
ん

村
の
も
っ
と
も
カ
ミ
（
北
側
）
の
大
上
組
に
は
山
神

寺
院
し
や社

が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
見
目
神
社
と
同
じ
く
創

立
年
代
は
不
詳
と
し
な
が
ら
一
六
七
九
（
延
宝
七
）
年
の
再
建
と

伝
え
る
。

上
組
の
境
川
（
大
場
川
）
沿
い
に
東
光
寺
が
あ
る
。
曹
洞
宗
定

輪
寺
の
末
寺
で
一
六
五
二
（
承
応
元
）
年
、
定
輪
寺
の
第
一
五
世

し
ん
あ
ん
』
う
ん
て
つ

僧
心
庵
運
銭
の
開
創
と
伝
え
ら
れ
る
。
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
座

像
で
、
本
堂
内
に
は
弘
法
大
師
像
も
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
し
ば

ら
く
住
職
は
い
な
か
っ
た
が
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
に
沼

津
か
ら
本
堂
を
移
築
し
て
現
在
の
住
職
が
入
り
、
再
興
し
た
と

い
蚤
フ
。

東
光
寺
で
は
一
九
九
九
年
頃
ま
で
毎
月
十
日
に
観
音
さ
ん
、

二
十
一
日
に
は
弘
法
さ
ん
、
二
十
八
日
に
は
不
動
さ
ん
の
念
仏

が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
三
月
二
十
一
日
に
は
、
だ
ん
ご
を

作
っ
て
弘
法
大
師
に
供
え
念
仏
を
唱
え
て
い
た
が
、
そ
の
昔
は

甘
茶
を
振
る
舞
い
、
露
天
も
出
て
相
撲
大
会
な
ど
も
行
っ
て
、

村
外
か
ら
も
参
詣
者
が
あ
っ
て
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
ほ

か
旧
暦
六
月
八
日
に
は
太
陽
の
恵
み
に
感
謝
す
る
日
念
仏
が
行

わ
れ
た
。
日
の
出
か
ら
日
の
入
り
ま
で
念
仏
を
唱
え
、
食
事
も

交
替
で
し
て
、
鉦
の
音
を
絶
や
さ
な
い
で
行
っ
た
と
い
う
。

ま
た
麦
塚
で
は
、
旧
戸
の
う
ち
二
○
戸
が
、
同
じ
く
定
輪
寺

こ
う
げ
つ
じ

の
イ
ン
キ
ョ
デ
ラ
（
隠
居
寺
）
と
さ
れ
る
耕
月
寺
（
三
島
市
）
の
檀

家
と
な
っ
て
い
る
。

倶
楽
部
が
で
き
る
前
は
、
若
い
衆
は
尋
常
小
学
校
を
卒
業
す

る
と
、
十
二
月
か
ら
三
月
ま
で
の
農
閑
期
に
お
寺
で
夜
学
を
し

た
り
、
夏
に
な
る
と
お
寺
の
本
堂
に
泊
ま
っ
た
り
し
て
い
た
。

ま
た
集
落
の
西
側
に
共
同
墓
地
が
あ
る
が
、
墓
地
は
こ
の
ほ

ぬ
ま
づ
お
か
い
つ
し
き
こ
う
ち
ょ
う
じ

か
、
飯
塚
七
軒
の
墓
地
が
沼
津
市
岡
一
色
の
光
長
寺
西
院
の
檀

家
の
墓
地
で
あ
る
ホ
ッ
ケ
ヅ
カ
（
ホ
ト
ヶ
ヅ
カ
・
法
華
塚
）
に
あ

り
、
こ
こ
に
は
オ
ソ
ッ
サ
ン
（
祖
師
堂
）
が
あ
る
。
ま
た
、
オ
オ

ャ
と
呼
ば
れ
る
高
梨
家
の
古
い
墓
は
東
光
寺
に
あ
る
が
、
東
光

寺
の
開
山
よ
り
古
い
と
い
う
。
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東
光
寺
に
多
麦
塚
に
残
る
石
造
物
で
年
代
の
分
か
る
最
も

い
石
造
物
古
い
も
の
は
東
光
寺
境
内
の
地
蔵
で
ニ
ハ
七

四
（
延
宝
二
）
年
、
勝
又
五
郎
左
衛
門
外
一
名
の
名
前
が
刻
ま
れ

て
い
る
。
東
光
寺
境
内
に
は
石
造
物
が
も
っ
と
も
集
中
し
て
お

写真3-31東光寺境内石造物群

り
、
年
代
の
わ
か
る
古
い
も
の
で
は
一
七
二
（
正
徳
元
）
年
の

横
堂
順
礼
供
養
塔
や
一
七
一
五
（
正
徳
五
）
年
の
万
霊
塔
、
一
七

六
三
（
宝
暦
十
三
）
年
の
地
蔵
、
一
七
九
九
（
寛
政
十
一
）
年
の
廻

国
塔
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
見
目
神
社
で
は
一
六
八
五
（
貞
享
二
）

年
の
石
灯
籠
が
最
も
古
い
・

東
光
寺
境
内
に
は
、
寺
の
山
門
を
過
ぎ
る
と
地
蔵
が
並
ん
で

い
て
、
七
月
二
十
三
日
は
、
そ
の
地
蔵
の
前
に
莚
を
敷
き
念
仏

を
唱
え
る
。
ま
た
ご
馳
走
を
作
っ
て
地
蔵
さ
ん
に
あ
げ
、
会
食

を
す
る
と
い
う
。

ゞ
）
の
ほ
か
、
集
落
の
外
側
を
囲
む
よ
う
に
、
西
に
共
同
墓
地
、

南
に
馬
頭
観
音
や
大
日
如
来
、
順
礼
供
養
塔
、
地
神
な
ど
が
村

か
ら
外
へ
出
る
道
の
傍
な
ど
に
点
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
あ
る
場

所
は
村
境
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

長
戸
呂
堰
は
土
嚢
と
芝
で
作
っ
た
。
堰
は
土
嚢

堰
と
共
有

を
並
べ
て
、
士
蘂
の
積
め
な
い
所
に
石
を
使
い
、

そ
の
間
に
芝
を
埋
め
る
。
こ
れ
を
セ
ギ
シ
寺
ハ
（
堰
芝
）
と
い
い
、

三
○
修
崎
四
方
く
ら
い
に
鍬
で
切
り
、
石
の
前
に
並
べ
る
。
芝
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第8草麦 塚

は
富
士
山
に
生
え
て
い
る
芝
（
野
芝
）
を
使
っ
た
。
ゞ
｝
の
共
同
作

業
は
、
苗
代
後
、
田
植
え
前
の
五
月
下
旬
に
区
総
出
で
行
っ
た
。

各
戸
は
一
俵
ず
つ
俵
を
持
参
し
、
余
っ
た
俵
は
東
光
寺
の
縁
の

下
に
保
管
し
て
予
備
と
し
た
。
長
戸
呂
堰
は
、
今
は
近
代
的
な

自
動
堰
に
な
っ
た
が
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
頃
ま
で
は
士

嚢
と
石
の
堰
で
、
そ
の
当
時
は
下
流
の
農
民
と
の
争
い
が
し
ば

し
ば
お
こ
っ
た
。
水
中
で
の
取
っ
組
み
合
い
や
投
石
が
あ
り
け

が
人
も
出
る
ほ
ど
で
、
警
察
日
誌
に
は
警
官
も
出
動
し
た
こ
と

6

写真3 32長戸呂堰

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
共
同
作
業
で
川
の
清
掃
と
泥

上
げ
作
業
、
自
動
堰
の
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

芝
を
使
っ
て
い
た
こ
ろ
に
は
、
長
戸
呂
堰
の
土
蕊
の
間
に
埋

め
る
芝
を
用
意
す
る
た
め
の
共
有
の
芝
原
も
一
反
近
く
あ
っ
た
。

共
有
地
と
し
て
は
こ
の
ほ
か
、
一
九
四
○
（
昭
和
十
五
）
年
頃
、

二
○
戸
ほ
ど
の
共
有
の
炭
焼
き
小
屋
が
あ
り
、
順
に
炭
を
焼
い

た
。

用
水
の
不
足
が
人
々
を
悩
ま
せ
た
昭
和
初
期
頃
ま

雨
乞
い

で
は
、
日
照
が
続
く
と
雨
乞
い
の
行
事
を
行
っ
た
。

一
軒
に
つ
き
一
束
の
麦
わ
ら
を
持
ち
寄
り
、
見
目
神
社
境
内
で

一
五
牌
く
ら
い
の
竜
（
大
蛇
）
を
つ
く
り
、
長
戸
呂
堰
近
く
の
杉

の
木
に
吊
し
て
、
竜
の
口
に
水
を
呑
ま
せ
て
雨
乞
い
を
し
た
。

雨
乞
い
が
終
わ
っ
て
竜
を
水
に
泳
が
せ
る
と
、
夕
暮
れ
の
西

の
空
に
暗
雲
が
垂
れ
、
恵
み
の
雨
が
降
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
塾
フ
。
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第1節地理的概要

図表3 36石脇の位置

第
一
節
地
理
的
概
要

、

、
、
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、
１
０
，
０
１
１
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、
、
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、
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、
、
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、
、
、
Ｄ
Ｄ
０
Ｕ
Ⅵ
１
８
，
１
１
１
０
．
１
１
１

．
、

ー

第
九
章
石
脇

ノ

、 一一・・／､､）
1

、 一 、

石脇
1

、

|へ一
、

い
し
わ
き

石
脇
と
い
う
地
名
は
、
大
石
が
多
い
村
で

大
石
の
あ
る
村

あ
る
こ
と
か
ら
き
た
と
い
わ
れ
る
。
地
区

き
せ

の
西
側
に
は
黄
瀬
川
が
流
れ
、
そ
の
河
床
は
富
士
溶
岩
が
露
出

さ
の
せ
ぎ

ふ
か
ら

し
て
い
る
。
》
｝
こ
に
は
、
佐
野
堰
と
い
う
深
良
用
水
に
お
い
て

重
要
な
堰
も
あ
る
。
佐
野
堰
は
、
黄
瀬
川
に
丸
太
や
石
で
堰
を

作
っ
て
水
位
を
上
げ
、
大
量
の
水
を
取
水
口
に
導
く
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
人
工
的
な
ダ
ム
を
造
る
際
に
、
河
床
に
あ

る
自
然
の
大
石
を
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
取
水
口
近
く
に
あ
る

お
お
が
ら
ざ
わ
こ
が
ら
ざ
わ

大
石
は
、
大
柄
沢
と
小
柄
沢
と
の
分
水
の
役
割
も
し
て
い
る
。

石
脇
は
水
害
も
多
い
。
黄
瀬
川
が
蛇
行
し
て
い
る
た
め
ば
か

せ
ん
ぷ
く
せ
ぎ

り
で
は
な
く
、
佐
野
堰
や
千
福
堰
と
い
っ
た
大
き
な
堰
は
時
と

し
て
大
き
な
障
害
物
と
な
る
場
所
だ
か
ら
で
あ
る
。
ガ
ラ
ン
沢

や
大
柄
沢
、
小
柄
沢
と
い
う
沢
は
、
水
路
で
あ
る
と
同
時
に
自

然
河
川
で
も
あ
り
、
大
雨
が
降
っ
た
と
き
に
大
量
の
水
が
流
れ

る
川
で
も
あ
る
。
ガ
ラ
ン
と
い
う
音
は
、
大
石
が
そ
の
大
量
の
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水
に
よ
っ
て
流
さ
れ
る
様
子
を
言
い
表
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

川
に
取
り
囲
ま
れ
た
石
脇
は
、
水
害
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

大
石
が
残
る
士
地
柄
で
も
あ
る
。

写真3－33大石と佐野堰

石
脇
は
裾
野
市
中
央
部
北
の
黄
瀬
川
東
岸
に
位
置

位
置

し
、
南
北
約
二
・
三
陪
哩
東
西
の
最
大
幅
約
三

○
○
脳
の
細
長
い
地
区
で
あ
る
。
東
と
北
お
よ
び
南
は
黄
瀬
川

く
ね

の
分
流
で
あ
る
大
柄
沢
を
境
と
し
て
、
深
良
・
久
根
・
佐
野
と

み
し
ゆ
く

接
し
、
西
は
黄
瀬
川
を
隔
て
て
御
宿
・
千
福
と
対
し
て
い
る
。

地
形
と
土
全
域
が
黄
瀬
川
の
氾
濫
原
で
、
南
北
に
黄
瀬
川

地
利
用
の
堆
積
し
た
縞
状
の
微
高
地
と
、
そ
の
間
の
旧

河
川
跡
の
凹
地
が
連
続
し
、
微
高
地
は
畑
地
、
雑
木
林
、
草
地

と
な
っ
て
お
り
、
凹
地
は
お
お
む
ね
水
田
と
な
っ
て
い
る
。
全

域
の
基
盤
は
富
士
山
の
溶
岩
で
、
黄
瀬
川
の
河
床
を
形
成
し
、

ど
う
や
ま
ち
よ
う
づ
か
は
ら

東
岸
沿
い
の
堂
山
・
長
塚
原
地
区
に
一
部
露
出
し
て
い
る
。

み
し
ま

石
脇
の
集
落
は
、
三
嶋
神
社
に
向
か
う
道
沿
い
と
、

集
落

堂
山
と
呼
ば
れ
る
石
脇
公
民
館
の
周
辺
、
そ
し
て

す
や
ま

ふ
じ

須
山
街
道
（
県
道
富
士
・
裾
野
線
）
沿
線
に
広
が
っ
て
い
る
。
北

端
は
佐
野
堰
の
取
り
入
れ
口
お
よ
び
三
嶋
神
社
で
あ
り
、
南
端

ど
ぱ

｝
」

は
土
場
の
子
育
地
蔵
と
呼
ば
れ
る
地
蔵
で
あ
る
。
現
在
は
、
五

り
ゅ
う
た
き

竜
の
滝
上
付
近
に
も
住
宅
が
増
え
て
い
る
が
、
集
落
の
中
心
は
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公
民
館
辺
り
で
あ
る
。
ま
た
近
年
は
、
集
落
の
周
辺
に
公
共
施

設
も
多
く
建
て
ら
れ
て
い
る
。
裾
野
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
市

立
鈴
木
図
書
館
文
化
セ
ン
タ
ー
分
室
が
あ
る
）
、
裾
野
市
消
防
署

お
よ
び
消
防
団
本
部
、
裾
野
市
立
水
泳
場
、
せ
せ
ら
ぎ
児
童
公

園
、
裾
野
市
福
祉
保
健
会
館
（
社
会
福
祉
協
議
会
・
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
兼
ね
る
）
、
裾
野
市
上
水
道
石
脇
配
水
場
な
ど
が
、
お

も
に
、
三
嶋
神
社
周
辺
と
そ
の
北
側
に
あ
る
。

や
な
ぎ
ば
た
の
ぞ
え
さ
か
え

石
脇
は
橋
も
多
い
・
黄
瀬
川
に
は
柳
端
橋
・
野
添
橋
・
栄
橋な

が

な
ど
が
架
か
り
、
大
柄
沢
に
は
さ
い
か
ち
橋
・
大
柄
沢
橘
・
長

橋
な
ど
が
架
か
る
。
こ
れ
ら
の
橋
は
近
世
の
絵
図
に
も
い
く
つ

や
ま

か
見
ら
れ
る
が
、
名
前
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
山
橋
と
つ
な

ぎ
橋
で
あ
る
。
現
在
、
山
橋
も
つ
な
ぎ
橋
も
な
い
が
、
つ
な
ぎ

橋
は
栄
橋
の
や
や
南
に
架
か
っ
て
い
た
橋
で
あ
る
。
橋
の
一
端

を
固
定
し
、
も
う
一
端
を
つ
な
い
で
大
水
の
際
に
浮
き
上
が
る

よ
こ
み
ち

構
造
だ
っ
た
と
い
う
。
佐
野
と
千
福
を
つ
な
ぐ
横
道
に
架
か
っ

て
い
た
街
道
の
橋
で
も
あ
る
。

な
お
、
千
福
に
あ
る
中
央
公
園
に
は
石
脇
の
植
松
本
家
の
主

屋
が
移
築
保
存
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
に

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
で
、
正
徳
年
間
（
一
七
二

’
一
五
年
）
頃
に
改
築
さ
れ
た
平
地
農
家
の
建
物
で
あ
る
。

１
近
世
以
前

五
竜
の
滝
二
○
年
余
り
前
に
、
五
竜
の
滝
北
の
大
柄
沢
と

上
遺
跡
黄
瀬
川
と
の
間
に
狭
ま
れ
た
台
状
地
形
の
と
こ

ろ
で
、
七
世
紀
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
土
師
器
片
が
採
集
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
頃
、
小
さ
な
集
落
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
実
態
は
明
ら
か
で
な
い
。
以
後
、
中
世
ま
で
は
資
料
が
な

い
の
で
不
明
で
あ
る
。

近
世
の
支
近
世
の
石
脇
村
の
支
配
は
、
ニ
ハ
一
三
一
（
寛
永

配
と
村
高
九
）
年
以
降
小
田
原
藩
領
で
あ
っ
た
が
、
富
士

山
噴
火
に
よ
り
一
七
○
八
（
宝
永
五
）
年
以
降
幕
領
と
さ
れ
、
関

第
二
節
歴
史
概
要
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写真3－34石脇の村絵図(1820年）

い
な
は
ん
ざ
え
も
ん

東
郡
代
伊
奈
半
左
衛
門
に
よ
っ
て
復
興
が
計
ら
れ
た
。
一
七
一

六
（
享
保
元
）
年
以
降
再
び
小
田
原
藩
領
と
な
っ
て
明
治
維
新
を

迎
え
て
い
る
。

あ
ゆ
ざ
わ

一
六
七
七
（
延
宝
五
）
年
三
月
の
「
駿
河
国
駿
河
郡
鮎
沢
庄
石

脇
村
田
畑
検
地
帳
」
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
村
高
は
、
正

保
郷
帳
と
同
じ
く
一
○
九
石
余
で
あ
る
。
元
禄
郷
帳
で
は
一
三

三
石
余
、
天
明
高
帳
で
は
一
五
七
石
余
、
天
保
郷
帳
で
は
一
五

九
石
余
で
あ
る
。
田
方
一
○
町
七
反
余
で
一
二
七
石
余
、
畑
方

四
町
九
反
余
で
三
○
石
余
で
田
に
恵
ま
れ
た
村
で
あ
る
。

絵
図
に
み
一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
の
「
駿
州
駿
東
郡
石
脇

る
石
脇
村
村
差
出
帳
」
に
よ
れ
ば
、
家
数
一
二
七
軒
（
組
頭

三
・
本
百
姓
一
九
・
無
田
一
五
）
、
人
数
一
八
二
人
（
男
九
六
人
・

女
八
六
人
）
、
馬
七
疋
。
明
神
・
神
明
・
山
之
神
の
三
社
が
あ

る
。
ま
た
橋
が
六
か
所
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
木
橋
四
、
石
橋
二

お
お
の

で
あ
る
。
薪
は
深
良
村
の
山
で
、
萱
・
刈
敷
は
大
野
山
で
採
取

し
て
お
り
、
山
役
米
は
一
斗
納
め
る
（
「
市
史
』
三
‐
五
九
号
）
。

ま
た
一
八
五
一
（
嘉
永
四
）
年
の
「
小
田
原
藩
領
駿
河
国
駿
東
郡
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み
く
り
や

御
厨
石
脇
村
切
支
丹
宗
門
御
改
御
帳
」
に
よ
れ
ば
、
家
数
三
五

軒
の
ほ
か
に
陰
陽
師
が
二
軒
あ
る
。
こ
の
ほ
か
『
駿
河
志
料
』

に
よ
れ
ば
、
長
者
屋
敷
と
伝
え
る
石
塔
婆
や
小
石
を
積
ん
だ
場

所
が
あ
る
と
い
う
。

石
脇
の
区
有
文
書
に
は
、
八
点
の
村
絵
図
が
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
三
点
は
一
七
○
八
（
宝
永
五
）
年
．
一
七
四
四
（
延
享

元
）
年
。
一
八
二
○
（
文
政
三
）
年
の
記
年
銘
が
あ
る
が
、
ほ
か

は
年
未
詳
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
絵
図
か
ら
は
、
戸
数
や
寺
社
や

堂
な
ど
の
ほ
か
、
道
や
水
路
、
堰
な
ど
が
読
み
と
れ
る
。
と
くあ

し

に
一
八
二
○
年
の
絵
図
に
は
、
佐
野
堰
の
構
造
や
湖
水
田
（
芦

の
こノ

湖
水
掛
か
り
の
水
田
）
の
位
置
、
五
竜
の
滝
の
大
滝
と
小
滝
な

ど
が
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
戸
数
は
三
五
戸
、

明
神
・
神
明
・
川
神
の
三
社
、
そ
し
て
地
蔵
と
塚
な
ど
が
あ
る
。

黄
瀬
川
の
佐
野
堰
に
は
大
石
が
あ
り
、
黄
瀬
川
を
渡
る
橋
に
は

つ
な
ぎ
橋
と
山
橋
と
が
見
え
る
（
写
真
３
‐
斜
）
。

２
近
現
代

石
脇
も
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
の
町
村

行
政
の
変
遷

制
施
行
ま
で
に
は
、
市
域
の
他
の
村
々
と
同

様
、
そ
の
所
属
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
き
た
。

ま
ず
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
十
一
月
に
編
制
さ
れ
た
戸
籍

区
で
は
第
五
区
に
所
属
し
、
翌
七
二
（
明
治
五
）
年
に
は
大
区
小

区
制
の
導
入
に
よ
っ
て
第
一
大
区
三
の
小
区
へ
と
編
入
さ
れ
る
。

や
が
て
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
の
大
区
小
区
制
の
再
編
に
よ

み
ず
く
ぼ

り
、
市
域
の
水
窪
以
外
の
村
々
と
と
も
に
第
一
大
区
三
小
区
に

編
入
さ
れ
る
ゞ
｝
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
大
区
小
区
制
も
、
一

八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
っ
て
廃
止
さ

れ
、
再
び
近
世
以
来
の
石
脇
村
に
民
選
の
戸
長
が
置
か
れ
る
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
に
は
戸
長
公

選
制
を
廃
さ
れ
、
戸
長
の
官
選
と
戸
長
役
場
管
轄
区
域
の
改
定

が
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
黄
瀬
川
を
境
に
市
域
は
東
西
に
二

分
さ
れ
、
石
脇
は
「
佐
野
村
ほ
か
一
二
か
村
」
の
区
域
に
組
み
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入
れ
ら
れ
た
。
「
佐
野
村
ほ
か
一
二
か
村
」
は
、
石
脇
・
佐

い
ず
し
ま
た

ふ
た
つ
や
し
ん
で
ん

く
も
み
よ
う
い
な

野
・
伊
豆
島
田
・
水
窪
・
ニ
ッ
屋
新
田
・
久
根
・
公
文
名
・
稲

り
ち
や
ぱ
た
け
む
ぎ
つ
か
ひ
ら
ま
つ

い
わ
な
み

荷
・
茶
畑
・
麦
塚
・
平
松
新
田
・
深
良
・
岩
波
の
一
三
か
村
で
『

戸
長
役
場
は
佐
野
村
に
置
か
れ
た
。

と
み
お
か
ふ
か
な
み

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
、
須
山
村
・
富
岡
村
・
深
浪

こ
い
ず
み

村
・
小
泉
村
と
い
う
四
つ
の
行
政
村
が
誕
生
し
た
。
佐
野
村
ほ

か
一
二
か
村
で
は
、
深
良
・
岩
波
の
二
村
で
深
浪
村
、
ほ
か
一

と
み
ざ
わ

一
か
村
に
富
沢
村
を
加
え
た
一
二
か
村
で
小
泉
村
と
な
っ
た
。

図表3‐38石脇の字一覧

上ノ屋敷(ウエノヤシキ）

大内田(オオウチダ）

大久保(オオクポ）

久保田（クボタ）

窪畑(クポバタ）

坂下(サカシタ）

里道(サト ミチ）

佐野堰(サノセギ）

下柄沢(シモカラサワ）

滝ノ上(タキノウエ）

棚(タナ）

長塚原(チョウヅカハラ）

堂ILI(ドウヤマ）

土腐田（ドフ，タ）

中島(ナカジマ）

西原(ニシハラ）

仁田田(ニッタダ）

野添(ノゾエ）

二俣(フタマタ）

水出（ミズイデ）

雌雄滝(メオトダキ）

森下(モリシタ）

横道下(ヨコミチシタ）

一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
に
は
深
良
村
が
、
一
九
五
七
（
昭
和

三
十
二
）
年
に
は
須
山
村
と
富
岡
村
が
裾
野
町
に
合
併
し
、
一

九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
、
現
在
の
裾
野

市
と
な
る
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調

戸
数
と
人
口

査
」
に
よ
れ
ば
、
家
持
三
八
戸
、
社
一
座
、

人
口
一
九
五
人
（
男
一
○
一
人
・
女
九
四
人
）
と
な
っ
て
い
る
。

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
頃
の
「
分
合
見
込
町
村
調
書
」
で

し
か
し
、
行
政
村
内
部
の
旧
村
間
の
確
執
は
容
易
に

解
消
せ
ず
、
小
泉
村
で
は
町
村
制
施
行
後
初
め
て
の

村
会
で
、
茶
畑
・
久
根
・
公
文
名
・
麦
塚
・
平
松
・

稲
荷
の
六
大
字
の
分
離
が
決
議
さ
れ
、
一
八
九
一

い
ず
み

（
肌
治
二
十
四
）
年
十
月
に
県
の
認
可
を
得
て
泉
村
が

分
立
す
る
。
こ
の
後
、
石
脇
は
小
泉
村
の
一
大
字
と

な
る
。戦

後
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
小
泉
村
と

泉
村
が
合
併
し
て
裾
野
町
が
誕
生
す
る
。
さ
ら
に
、
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は
、
四
三
戸
、
二
二
一
人
（
男
二
六
人
・
女
一
○
五
人
）
で
あ

る
（
『
市
史
』
四
‐
三
四
七
号
）
。
ま
た
「
小
泉
村
の
人
口
動
向
」

に
よ
れ
ば
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
は
三
五
一
人
、
一
九
二

三
（
大
正
十
二
）
年
に
は
三
五
八
人
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
三
六

（
昭
和
十
一
）
年
に
は
戸
数
四
五
戸
、
人
口
三
二
八
人
と
な
っ
て

い
る
。

戦
後
一
九
七
○
（
昭
和
四
十
五
）
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

人
口
は
六
九
五
人
と
な
り
、
さ
ら
に
五
年
後
の
七
五
年
に
は
三

○
九
世
帯
、
一
一
七
○
人
（
男
五
八
一
人
・
女
五
八
九
人
）
と
な

っ
た
。
こ
れ
は
、
一
八
七
五
年
の
人
口
に
比
、
、
へ
る
と
六
倍
の
増

加
で
あ
る
。
ま
た
一
九
九
五
年
に
は
、
四
二
二
世
帯
、
一
三
五

九
人
（
男
六
八
五
人
・
女
六
七
四
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
二
○
年

前
に
比
↑
へ
る
と
世
帯
数
で
は
約
一
・
四
倍
、
人
口
で
は
約
一
・

二
倍
の
増
で
あ
る
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調
査
」

生
業

の
職
分
表
で
は
、
農
二
一
人
と
な
っ
て
お
り
、

男
女
と
も
ほ
と
ん
ど
が
農
業
に
従
事
し
て
い
た
。
ま
た
同
年
の

「
明
治
八
年
物
産
取
調
書
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
生
産
物
と
し

あ
わ

て
穀
類
に
は
米
の
ほ
か
大
麦
・
小
麦
・
大
豆
・
小
豆
・
粟
・

ひ
え
き
び
も
ろ
こ
し
そ
ば
え
ん
そ
す
ず
し
ろ

稗
・
黍
・
蜀
黍
・
蕎
麦
な
ど
が
あ
る
。
園
蔬
類
で
は
薙
葡
（
大

こ
ら
ふ

ご
ぼ
う

な
す
き
ゆ

根
）
・
胡
羅
萄
（
に
ん
じ
ん
）
・
牛
秀
・
里
芋
・
薩
摩
芋
・
茄
・
胡

う
り
ね
ぎ
ば
ん
し
よ
う

瓜
・
葱
・
蕃
椒
（
と
う
が
ら
し
）
、
種
子
類
で
は
菜
子
・
胡
麻
、

き
ん
じ
ゅ
う

く
つ
わ

柑
類
で
は
柿
生
・
栗
・
梅
子
、
禽
獣
類
で
は
馬
轡
・
鶏
・
鶏

あ
ひ
る

む
し
ろ

卵
・
家
鴨
・
同
卵
、
そ
の
ほ
か
大
葉
茶
・
葉
煙
草
・
綿
・
莚
・

竹
大
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
『
市
史
』
四
‐
六
二
号
）
。

さ
ら
に
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
こ
ろ
の
「
分
合
見
込
町

村
調
書
（
小
泉
村
）
」
に
よ
れ
ば
、
耕
宅
地
二
九
町
三
反
、
山
林

原
野
雑
種
地
七
町
五
反
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
田
一

五
町
五
反
七
畝
三
歩
、
畑
一
○
町
六
反
一
畝
一
八
歩
、
宅
地
三

町
七
畝
四
歩
、
山
林
六
町
七
反
五
畝
一
七
歩
、
原
野
六
反
五
畝

二
二
歩
、
雑
種
地
一
反
二
畝
二
三
歩
で
あ
る
（
『
市
史
』
四
‐
三

四
七
号
）
。
こ
の
よ
う
に
、
や
や
田
が
勝
っ
て
い
る
地
域
で
あ

っ
た
。
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一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
学
制
が
頒
布
さ
れ
、
石

学
校
せ
い

脇
は
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
佐
野
と
と
も
に
誠

き
ゆ
、
う
し
や

ほ
う
う
ん
じ

求
舎
を
創
立
す
る
。
誠
求
舎
は
佐
野
の
法
雲
寺
を
借
り
て
授
業

を
行
っ
て
い
た
が
、
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
に
石
脇
に
校
舎

を
新
築
し
て
石
脇
学
校
（
通
称
弁
天
さ
ん
学
校
）
と
す
る
。
一
八

八
六
（
明
治
十
九
）
年
、
県
の
布
達
を
受
け
て
県
内
の
学
区
が
大

か
ん
し
ん
し
や

幅
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
誠
求
舎
は
貫
信
舎
（
岩
波
・

か
ん
せ
い
し
ゃ

お
ん
ち
か
ん

深
良
・
久
根
）
、
甘
静
舎
（
公
文
名
）
、
温
知
館
（
茶
畑
・
麦
塚
・
平

せ
ぎ
ば
ら

松
新
田
・
伊
豆
島
田
・
水
窪
・
堰
原
新
田
・
ニ
ッ
屋
新
田
）
と
統
合

さ
の
は
ら

し
て
佐
野
原
小
学
校
と
な
る
。
そ
の
後
、
い
く
度
も
の
制
度
的

変
更
、
名
称
変
更
を
経
て
、
現
在
の
裾
野
市
立
西
小
学
校
と
な

る
（
第
一
○
章
佐
野
参
照
）
。

農
業
の
変
戦
後
の
石
脇
の
農
業
は
、
「
農
業
セ
ン
サ
ス
」

化
と
諸
職
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
九
六

第
三
節
地
域
社
会
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生
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○
（
昭
和
三
十
五
）
年
の
総
戸
数
は
五
○
戸
、
そ
の
う
ち
農
家
戸

数
は
三
九
戸
で
あ
る
。
専
業
は
一
戸
で
あ
る
が
、
第
一
種
兼
業

が
二
戸
、
第
二
種
兼
業
は
二
七
戸
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が

三
○
年
後
の
一
九
九
○
年
に
な
る
と
、
総
戸
数
は
三
五
○
戸
と

七
倍
の
増
加
で
あ
る
が
、
農
家
戸
数
は
二
五
戸
に
減
っ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
専
業
は
ま
っ
た
く
な
く
、
第
一
種
兼
業
も
一
戸
と
な

り
、
第
二
種
兼
業
が
二
四
戸
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
作
物
類
別

収
穫
面
積
は
、
稲
が
一
一
・
七
か
ら
二
四
・
○
嶮
夕
に
、
麦
類
・

雑
穀
が
一
三
・
二
か
ら
○
・
五
腸
夕
に
、
い
も
類
が
四
・
八
か
ら

一
・
二
〃
夕
に
、
野
菜
類
が
一
・
二
か
ら
九
・
九
鯵
タ
に
と
変
化
し

て
い
る
．
ゞ
）
の
ほ
か
大
き
な
変
化
と
し
て
は
、
牛
・
豚
・
に
わ

と
り
を
飼
う
農
家
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
と
い
う
〉
｝
と
で
あ

る
。

石
脇
に
は
、
職
人
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
期

に
建
築
関
係
の
請
負
師
が
二
代
に
わ
た
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

職
人
は
、
大
工
・
石
屋
・
左
官
・
屋
根
葺
き
・
畳
屋
・
建
具
屋

な
ど
で
あ
る
。
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
の
職
業
を
み
る
と
、
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総
戸
数
一
六
四
の
う
ち
、
畳
屋
二
・
大
工
三
・
左
官
五
・
建
具

屋
一
・
酒
屋
一
・
雑
貨
一
・
魚
屋
一
・
床
屋
一
・
製
造
業
一
・

印
刷
業
一
・
鉄
工
一
・
サ
ッ
、
ン
販
売
一
・
た
ば
こ
屋
一
・
自
動

車
修
理
一
・
養
豚
一
・
養
鶏
一
な
ど
と
な
っ
て
い
る
（
植
松
春

雄
「
よ
ろ
ず
雑
記
」
一
九
九
四
年
）
。

村
内
区
分
と
一
八
八
九
（
明
治
一
千
二
）
年
以
降
、
小
泉
村

区
の
役
職
と
い
う
行
政
村
の
一
大
字
で
あ
っ
た
石
脇
は
、

戦
後
の
町
村
合
併
で
裾
野
町
と
な
っ
た
後
も
大
字
と
し
て
現
在

ま
で
存
続
し
て
い
る
。
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
に
は
、
役

場
事
務
の
円
滑
な
運
営
を
目
的
と
し
て
、
町
の
業
務
の
一
部
を

執
行
す
る
た
め
に
区
が
設
置
さ
れ
石
脇
区
と
な
る
。
現
在
、
石

か
ん
む
き

脇
区
は
一
五
班
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
班
は
神
向
（
二

な
か

く
ぼ
む
き
さ
か
し
た

班
）
・
中
組
（
三
班
）
・
窪
向
・
坂
下
・
堂
山
（
二
班
）
・
横
道
（
二

た
き
だ
い

た
き
、
う
え

班
）
・
滝
の
台
（
二
班
）
・
滝
の
上
（
二
班
）
の
各
班
で
あ
る
。
戸
数

の
増
加
に
よ
っ
て
班
も
増
え
て
い
っ
た
わ
け
だ
が
、
も
と
は
モ

か
ん
む
き

ヨ
リ
（
最
寄
）
と
呼
ば
れ
る
家
々
の
集
ま
り
が
あ
っ
た
。
上
向
最

し
た

寄
・
窪
向
最
寄
・
堂
山
最
寄
・
下
最
寄
の
四
最
寄
で
あ
る
。
ゞ
）

れ
ら
は
、
日
常
生
活
の
中
で
助
け
合
う
間
柄
で
あ
り
、
葬
式
組

な
ど
の
互
助
組
織
と
し
て
強
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
。
し
か
し

こ
の
最
寄
は
、
明
治
期
以
降
大
正
期
ま
で
、
行
政
区
分
の
中
で

う
わ

し
た

上
組
・
中
組
・
下
組
と
い
う
三
組
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
も

戸
数
が
増
え
た
ゞ
）
と
で
さ
ら
に
組
数
を
増
や
し
、
上
向
（
神

向
）
・
中
・
窪
向
・
堂
山
・
下
の
各
組
へ
と
し
だ
い
に
分
か
れ

て
い
き
、
現
在
の
班
に
至
る
。

区
の
役
職
は
、
三
役
が
区
長
一
名
・
副
区
長
二
名
・
会
計
一

名
で
、
ゞ
｝
の
ほ
か
相
談
役
一
名
、
会
計
監
査
委
員
四
名
が
い
る
。

協
議
員
は
各
班
一
名
ず
つ
計
一
五
名
、
班
長
・
宮
世
話
人
・
体

育
委
員
も
各
班
一
名
ず
つ
い
る
。
》
）
の
ほ
か
、
氏
子
総
代
・
衛

生
委
員
・
子
供
会
世
話
人
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
婦
人
会
・
部
農

会
・
秋
葉
山
世
話
人
・
芦
ノ
湖
水
利
組
合
委
員
な
ど
の
役
職
が

あ
る
。石

脇
区
独
自
の
役
職
と
し
て
、
公
民
館
運
営
員
、
石
脇
区
自

主
防
災
会
、
墓
地
管
理
委
員
な
ど
が
あ
る
。
公
民
館
運
営
員
は

区
長
が
委
員
長
に
、
そ
の
ほ
か
の
委
員
に
は
副
区
長
・
会
計
。

/､d1T
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第9章石 脇

相
談
役
・
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
・
婦
人
会
支
部
長
・
子
供
会
会
長

が
あ
た
る
。
自
主
防
災
会
に
は
会
長
・
副
会
長
・
会
計
・
幹

事
・
相
談
役
な
ど
の
役
職
が
あ
り
、
三
役
な
ど
の
役
員
が
兼
務

す
る
。
墓
地
管
理
委
員
に
は
、
委
員
長
と
会
計
が
各
一
名
の
ほ

か
委
員
が
七
名
い
る
。

現
在
、
区
が
使
用
し
て
い
る
公
民
館
や
共
同
墓

共
有
財
産

地
、
土
場
の
地
蔵
の
土
地
は
、
区
か
ら
市
に
寄

付
を
し
た
市
有
地
と
な
っ
て
い
る
。
共
同
墓
地
は
、
一
九
八
四

（
昭
和
五
十
九
）
年
に
墓
地
管
理
委
員
会
を
組
織
し
て
管
理
す
る

よ
塗
フ
に
な
っ
た
。

五
組
に
分
か
れ
た
頃
の
下
組
で
は
、
下
組
講
と
い
っ
て
共
同

の
膳
椀
を
持
っ
て
講
膳
会
が
管
理
し
て
い
た
。
机
も
二
○
脚
あ

り
、
こ
れ
ら
は
共
同
小
屋
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
規
約
に
は
賃

貸
料
が
定
め
ら
れ
、
講
員
と
講
員
外
の
人
達
に
貸
し
出
さ
れ
、

戦
後
も
何
年
か
利
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
利
用
さ

れ
な
か
っ
た
た
め
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
に
下
組
講
を

解
散
し
、
一
九
九
一
年
に
机
や
膳
椀
を
区
に
寄
付
し
た
。
現
在
、

こ
れ
ら
は
三
嶋
神
社
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
共

同
井
戸
が
あ
り
、
上
水
道
が
完
備
す
る
ま
で
は
水
に
苦
労
し
た

石
脇
の
飲
料
水
を
ま
か
な
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

集
落
の
北
に
は
三
嶋
神
社
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

神
社
と
堂

こ
の
神
社
を
、
通
称
お
天
王
さ
ん
と
呼
ぶ
。
区

有
の
近
世
か
ら
の
絵
図
に
は
、
同
地
が
明
神
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
神
明
宮
と
山
神
社
と
が
あ
る
が
、
「
神
社
明
細
帳
」

に
よ
れ
ば
大
正
期
に
合
祀
さ
れ
た
と
あ
る
。
同
書
に
は
、
三
嶋

す
さ
の
お
の
み
こ
と
こ
と
し
ろ
ぬ
し
の
み
こ
と

神
社
の
祭
神
は
素
美
鳴
尊
と
事
代
主
命
で
あ
り
、
創
立
年
月

は
不
詳
だ
が
一
七
三
二
（
享
保
十
七
）
年
に
再
建
さ
れ
、
一
八
八
五

（
明
治
十
八
）
年
に
村
社
に
列
せ
ら
れ
た
と
す
る
。
祭
神
を
見
る

限
り
で
は
牛
頭
天
王
と
三
嶋
明
神
を
ま
つ
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
が
、
絵
図
お
よ
び
「
神
社
明
細
帳
」
に
は
「
土
俗
明
神
社
卜

称
ス
」
と
し
、
『
駿
河
記
』
に
は
「
牛
頭
天
王
社
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
牛
頭
天
王
は
植
松
本
家
が
津
島
の
天
王
社
を
ま
つ
っ

て
い
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
祭
日
は
六
月
十
五
日
、
後
に
一

月
遅
れ
の
七
月
十
五
日
に
し
た
と
す
る
。
こ
の
祭
日
を
一
般
的
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に
オ
テ
ン
ノ
ウ
サ
ン
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
神
社
名
と
混

同
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
嶋
神
社
の
祭
り
は
七
月
十
五
日
で
あ
る
が
、
現
在
は
そ
れ

に
近
い
日
曜
日
に
行
う
。
か
つ
て
は
お
天
王
さ
ん
の
奉
納
相
撲

写真3 35三lllg*I|'社の祭り（お天王さん）

と
い
え
ば
四
本
柱
が
立
つ
格
の
高
い
相
撲
と
し
て
有
名
で
、
近

郷
近
在
か
ら
力
自
慢
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。
現
在
は
、
子
ど
も

相
撲
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
九
月
一
日
に
風
祭
、
十
二

月
一
日
に
酉
の
マ
チ
（
待
ち
）
が
行
わ
れ
る
。

神
明
宮
は
黄
瀬
川
沿
い
に
、
山
神
社
は
三
嶋
神
社
脇
の
小
山

に
そ
れ
ぞ
れ
ま
つ
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
合
祀
さ
れ
跡
地
は

公
園
や
市
立
水
泳
場
に
な
っ
て
い
る
。

石
脇
に
は
、
お
堂
が
公
民
館
横
の
小
山
に
あ
る
。
『
駿
河
記
』

れ
ん
こ
う
じ

に
よ
れ
ば
庚
申
堂
が
あ
り
、
時
宗
佐
野
蓮
光
寺
末
で
、
開
基
は

行
阿
徳
山
法
師
と
な
っ
て
い
る
（
堂
前
に
造
立
さ
れ
た
開
山
記
念

碑
に
は
「
堂
山
中
興
開
山
行
阿
徳
山
法
子
」
と
あ
る
）
。
も
と
は
公

民
館
の
と
一
）
ろ
に
あ
っ
た
と
い
う
。
人
々
は
こ
れ
を
「
堂
」
と

呼
び
、
堂
内
に
は
不
動
や
庚
申
な
ど
が
ま
つ
ら
れ
て
い
た
。
一

九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
に
堂
の
北
側
に
不
動
堂
を
建
て
、
そ

の
中
に
仏
像
を
安
置
し
た
。
現
在
の
不
動
堂
内
に
は
、
成
田
不

動
の
ほ
か
、
庚
申
・
弘
法
大
師
・
薬
師
・
観
音
な
ど
も
ま
つ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
お
堂
の
周
辺
に
は
、
各
所
か
ら
集
め
ら
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れ
た
多
く
の
石
造
物
が
造
立
さ
れ
て
い
る
。
公
民
館
は
一
九
七

六
（
昭
和
五
十
一
）
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
以
前
は

公
民
館
前
広
場
に
倶
楽
部
が
あ
り
、
村
の
集
会
所
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
た
。

そ
の
ほ
か
の
三
嶋
神
社
境
内
に
は
、
吉
田
さ
ん
を
納
め
て

祭
り
と
講
お
く
社
殿
が
あ
る
。
吉
田
さ
ん
は
神
輿
を
複

数
の
地
区
で
順
送
り
し
て
ま
つ
る
神
で
、
幕
末
に
伝
染
病
の
コ

ロ
リ
が
大
流
行
し
た
と
き
に
、
京
都
の
吉
田
神
社
か
ら
勧
請
さ

れ
た
。
市
域
に
三
つ
あ
る
吉
田
さ
ん
の
う
ち
、
石
脇
の
場
合
は

し
も

「
下
十
ヵ
郷
」
で
ま
つ
る
吉
田
さ
ん
で
あ
る
。
石
脇
に
は
、
二

こ
う
や
ま

○
○
○
年
に
神
山
（
御
殿
場
市
）
・
岩
波
地
区
か
ら
吉
田
さ
ん
が

送
ら
れ
て
き
て
、
そ
の
祭
り
が
四
月
九
日
に
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

一
○
年
に
一
度
巡
っ
て
く
る
た
め
、
神
輿
を
納
め
る
社
殿
は
あ

ら
た
に
改
築
さ
れ
た
。
翌
○
一
年
に
佐
野
に
送
る
ま
で
、
吉
田

さ
ん
は
こ
の
新
し
い
社
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
区
主
催
の
納
涼
祭
が
八
月
十
三
’
十
六
日
の
盆

せ
き
せ
い
か
い

中
に
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
祭
り
の
余
興
な
ど
は
、
石
冑
会
と

呼
ば
れ
る
青
壮
年
の
有
志
が
主
体
的
に
行
っ
て
い
る
。

石
脇
に
は
、
三
か
所
に
地
蔵
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は

三
嶋
神
社
脇
の
お
蔵
場
の
地
蔵
、
一
つ
は
不
動
堂
の
六
地
蔵
、

今
一
つ
は
土
場
の
子
育
地
蔵
で
あ
る
。
お
蔵
場
と
い
う
の
は
、

１１
１
１

，
ｊ
ｒ

将;§） 翻鋤＄
⑭ t01
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近
世
に
小
田
原
藩
に
納
め
る
年
貢
米
を
貯
蔵
す
る
蔵
が
あ
っ
た

場
所
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
地
蔵
は
個
人
で
ま
つ

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
蔵
の
祭
り
は
、
お
蔵
場

の
地
蔵
が
七
月
二
十
三
日
、
土
場
の
地
蔵
が
八
月
二
十
三
日
、

不
動
堂
の
地
蔵
が
九
月
二
十
三
日
で
あ
る
。

講
に
は
、
不
動
講
・
大
山
講
・
大
師
講
・
太
子
講
な
ど
が
あ

る
。
不
動
講
は
、
毎
月
二
十
八
日
に
不
動
堂
で
行
い
、
三
月
と

九
月
は
大
祭
と
な
る
。
ま
た
正
・
五
・
九
月
の
十
七
日
に
も
念

仏
講
（
大
山
講
か
）
が
あ
る
。
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
大

師
講
は
四
月
中
旬
に
花
見
を
兼
ね
て
盛
大
に
行
っ
て
い
た
。
太

子
誌
は
、
職
人
た
ち
が
聖
徳
太
子
を
ま
つ
っ
て
行
っ
て
い
た
。

大
水
と
ま
つ
前
述
し
た
よ
う
に
、
石
脇
は
そ
の
名
の
通
り

ら
れ
る
神
仏
大
石
が
多
い
地
区
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
黄
瀬

川
と
い
う
川
が
も
た
ら
す
水
害
の
名
残
で
あ
る
。
言
い
伝
え
で

す
が
ま

は
、
一
七
○
五
（
宝
永
二
）
年
の
大
水
で
深
良
の
須
釜
の
堤
防
が

決
壊
し
た
と
き
に
窪
向
に
被
害
が
あ
っ
た
と
い
う
。
記
憶
に
新

し
い
の
は
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
の
水
害
で
、
黄
瀬
川
の

千
福
堰
か
ら
ガ
ラ
ン
沢
に
か
け
て
鉄
砲
水
が
出
て
、
川
端
の
家

が
浸
水
し
母
子
が
流
さ
れ
危
う
ぐ
命
を
落
と
す
と
こ
ろ
だ
っ
た

と
い
う
。
こ
の
ガ
ラ
ン
沢
と
い
う
沢
は
普
段
は
小
さ
な
水
路
で

あ
る
が
、
大
水
が
出
る
と
大
石
を
も
流
す
ほ
ど
の
流
れ
と
な
る
。

地
区
内
の
畑
に
は
、
い
く
ら
か
掘
る
と
現
在
で
も
大
石
が
出
て

く
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
く
い
止
め
る
た
め
に
ま
つ
ら
れ
た
と
思

わ
れ
る
水
神
が
、
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
三
嶋
神
社
境
内
の
北

へ
さ
き

端
に
は
堰
が
あ
り
、
境
内
地
が
船
の
舳
先
の
よ
う
な
形
と
な
っ

て
分
水
を
促
し
、
水
流
を
弱
め
る
椛
造
に
な
っ
て
い
る
。
祭
神

で
あ
る
牛
頭
天
王
や
三
嶋
明
神
は
水
に
関
わ
り
の
深
い
神
で
も

あ
る
。
ま
た
、
や
や
下
る
と
弁
天
二
基
と
順
礼
供
養
塔
一
基
が

ま
つ
ら
れ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。
弁
天
は
水
の
神
で
あ
り
、
う

ち
一
基
に
は
ひ
げ
題
目
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
下
る
と
、

み
ず
い
で

水
神
と
稲
荷
が
ま
つ
ら
れ
た
小
さ
な
丘
が
あ
る
。
ゞ
言
）
は
水
出

と
い
う
場
所
で
、
年
に
一
回
は
水
害
で
崩
れ
た
と
い
う
。
こ
れ

ら
三
か
所
の
神
仏
を
つ
な
ぐ
の
は
一
本
の
旧
道
で
あ
る
が
、
こ
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第9章石 脇

れ
が
黄
瀬
川
沿
い
の
道
で
あ
り
、
出
水
し
た
際
の
水
の
通
り
道

と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

堂
山
周
辺
に
地
区
内
の
石
造
物
は
、
三
嶋
神
社
と
そ
の
周

多
い
石
造
物
辺
、
堂
山
と
呼
ば
れ
る
石
脇
公
民
館
周
辺
、

写真3－37不動堂とその周辺の石造物

土
場
の
子
育
地
蔵
に
集
中
し
て
い
る
。

ま
ず
三
嶋
神
社
の
脇
、
福
祉
保
健
会
館
駐
車
場
に
は
馬
頭
観

音
と
石
灯
籠
、
石
瞳
の
三
基
が
あ
る
。
石
灯
籠
に
は
「
奉
献
御

仏
前
」
と
あ
り
、
お
蔵
場
の
地
蔵
と
呼
ば
れ
て
い
る
六
角
形
の

石
橦
に
は
、
各
面
に
六
地
蔵
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。

堂
山
に
は
、
佐
野
の
蓮
光
寺
末
の
庚
申
堂
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、

そ
の
周
辺
に
ま
つ
ら
れ
て
い
た
も
の
が
現
在
の
不
動
堂
に
集
め

ら
れ
て
い
る
。
順
礼
供
養
塔
三
基
、
馬
頭
観
音
三
基
、
六
地
蔵
、

閻
魔
大
王
、
庚
申
塔
二
基
（
境
内
と
堂
内
）
な
ど
の
ほ
か
、
堂
山

開
山
記
念
碑
、
力
石
三
個
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
順
礼
供
養

塔
二
基
と
馬
頭
観
音
一
基
は
、
横
道
と
呼
ば
れ
る
佐
野
へ
の
旧

道
沿
い
、
長
者
屋
敷
の
角
に
ま
つ
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
道
路

拡
幅
の
た
め
に
現
在
地
に
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
。
佐
野
蓮
光

寺
は
御
厨
横
道
三
十
三
か
所
の
三
一
番
の
札
所
と
な
っ
て
お
り
、

て
ん
せ
ん
じ

三
○
番
の
札
所
で
あ
る
千
福
の
天
泉
寺
（
廃
寺
）
と
を
つ
な
ぐ
観

よ
こ
ど
う

音
順
礼
道
と
し
て
、
石
脇
の
横
道
が
使
わ
れ
て
い
た
と
推
察
さ

れ
る
。
力
石
は
青
年
が
力
競
べ
を
す
る
石
で
あ
る
が
、
市
域
で
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第3節地域社会と生活

き
り
く
ほ

は
ゞ
盲
｝
と
深
良
の
切
久
保
に
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

も
く
じ
き
か
ん
し
よ
う

公
民
館
前
の
道
路
脇
に
は
道
祖
神
と
木
食
観
正
の
名
号
碑
な
ど

が
あ
る
。
木
食
観
正
と
い
う
の
は
、
木
食
行
を
し
な
が
ら
布
教

活
動
を
す
る
遊
行
僧
の
こ
と
で
、
庚
申
堂
に
滞
在
し
た
痕
跡
で

土
場
の
子
育
地
蔵
と
い
う
の
は
、
土
場
と
い
う
場
所
に
ま
つ

ら
れ
て
い
る
地
蔵
で
あ
る
。
ゞ
｝
こ
に
は
四
体
の
地
蔵
が
ま
つ
ら

れ
て
い
る
が
、
年
号
の
記
銘
が
あ
る
の
は
一
七
二
六
（
享
保
十

一
）
年
の
も
の
の
み
で
あ
る
。
子
育
て
祈
願
を
す
る
地
蔵
と
し

て
、
現
在
も
八
月
二
十
三
日
に
祭
り
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
や
親

あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

写真3－38木食観正名号碑

子
連
れ
の
参
拝
が
あ
る
。
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第1節地理的概要

図表3－4O佐野の位置

{、
qC 垂、

I ．､
' 1

I I
I 、

ー、

、
ノ ，.．

、 、 一一'．．′）
、 、、 ．－ 、
、
、

第
一
節
地
理
的
概
要

第
一
○
章
佐
野

、

、

I

~＜了

佐

さ
の

佐
野
は
市
域
の
な
か
で
唯
一
商
店
が
早
く

裾
野
の
中
心
地

か
ら
並
ん
で
い
た
地
域
で
あ
る
。
今
も
そ

ご
て
ん
ぱ

の
面
影
を
残
し
て
い
る
。
東
海
道
線
（
現
在
の
御
殿
場
線
）
が
開

通
し
、
中
心
地
は
そ
の
駅
周
辺
に
移
っ
た
が
、
駅
名
が
は
じ
め

佐
野
と
い
っ
た
よ
う
に
、
駅
近
く
も
佐
野
の
範
域
で
あ
っ
た
。

第
二
次
大
戦
後
、
行
政
道
路
が
で
き
『
国
道
二
四
六
号
（
現
在

ぬ
ま
づ
お
や
ま

の
県
道
沼
津
・
小
山
線
）
と
な
っ
て
、
再
び
道
に
沿
っ
て
多
く
の

施
設
が
で
き
、
活
況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
市
役
所
は
じ

め
裾
野
の
公
共
施
設
が
集
中
し
て
い
る
。
佐
野
は
裾
野
市
の
中

心
と
し
て
絶
え
ず
存
在
し
て
き
た
と
い
え
る
。

佐
野
は
裾
野
市
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
南
北

位
置

約
二
・
一
壱
服
、
東
西
の
最
大
幅
約
○
・
八
時
暇
あ
り
、

く
れ
い
な
り
ち
や
ば
た
け

南
北
に
細
長
い
地
域
で
あ
る
。
東
は
久
根
・
稲
荷
・
茶
畑
と
接

き
せ

お
お
は
た
も
も
ぞ
の

し
、
西
は
黄
瀬
川
を
隔
て
て
大
畑
・
桃
園
と
対
し
、
北
は
久
根

の
だ
か
ご
だ
お
お
が
ら
ざ
わ
い
し
わ
き

の
野
田
・
籠
田
・
大
柄
沢
を
境
と
し
て
石
脇
、
東
は
平
松
、
南
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第10章仏 野

ふ
た
つ
や

は
ニ
ッ
屋
と
接
し
て
い
る
。

基
盤
は
富
士
山
の
溶
岩
流
で
あ
る
が
、
地
区
の
大
部
分
は
黄

こ
が
ら
ざ
わ

瀬
川
の
分
流
で
あ
る
大
柄
沢
と
小
柄
沢
に
挟
ま
れ
た
台
状
の
平

あ
け
み

坦
地
で
あ
る
。
佐
野
上
ヶ
見
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
る
と
、
こ

の
あ
た
り
は
黄
瀬
川
の
形
成
し
た
河
岸
段
丘
で
、
表
土
下
五
層

ま
で
は
古
墳
時
代
以
後
の
土
居
で
六
層
は
旧
表
土
の
黒
色
有
機

質
腐
植
士
層
、
深
さ
五
○
修
蹴
で
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
堆
積

し
た
砂
層
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ゞ
｝
の
地
区
は
ほ
と
ん
ど
が
水
田

地
帯
で
あ
っ
た
。

ご
り
ゆ
草
フ

こ
の
河
岸
段
丘
上
の
台
状
地
形
に
対
し
て
、
黄
瀬
川
の
五
竜

た
き

の
滝
よ
り
下
流
の
東
岸
に
は
、
段
丘
面
と
の
比
高
が
七
、
八
腕

に
及
ぶ
顕
著
な
浸
食
崖
が
あ
り
、
黄
瀬
川
と
の
間
に
最
大
幅
五

○
○
腕
の
氾
濫
原
が
形
成
さ
れ
、
南
北
に
縦
縞
状
の
微
高
地
と
、

か
っ
て
の
流
路
を
示
す
窪
地
が
ニ
ッ
屋
地
先
ま
で
連
続
し
て
い

る
。
こ
の
微
高
地
は
畑
、
窪
地
は
水
田
と
な
っ
て
い
て
、
ア
ラ

ク
（
荒
句
）
と
い
う
新
開
発
地
を
意
味
す
る
地
名
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
。
ゞ
盲
｝
も
近
年
、
急
速
に
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る
。

佐
野
は
大
き
く
佐
野
（
以
下
で
は
便
宜
的
に
佐
野
本

集
落

村
と
記
す
）
と
二
本
松
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
集
落
を
別
に
し
て
い
る
。

佐
野
本
村
は
範
域
の
北
部
を
占
め
、
御
殿
場
街
道
と
か
甲
州

街
道
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
街
道
（
現
在
の
県
道
沼
津
・
小
山

す
や
ま

ふ

線
）
お
よ
び
そ
こ
か
ら
分
岐
す
る
須
山
街
道
（
現
在
の
県
道
富

じ

士
・
裾
野
線
）
沿
い
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
現
在
で
は

住
宅
や
事
業
所
が
立
ち
並
び
、
全
体
と
し
て
市
街
地
と
し
て
の

印
象
を
与
え
る
。

に
ほ
ん
ま
つ

他
方
、
範
域
の
南
部
を
占
め
る
二
本
松
は
河
岸
段
丘
下
に
古

く
か
ら
の
集
落
が
あ
っ
た
。
集
落
の
周
辺
は
水
田
と
畑
が
広
が

り
、
台
地
上
に
も
畑
が
あ
っ
た
。
東
海
道
線
の
佐
野
駅
が
開
設

さ
れ
、
駅
前
か
ら
西
に
向
か
う
道
路
（
駅
前
通
り
）
に
次
第
に
商

店
が
で
き
る
と
と
も
に
、
段
丘
上
に
は
醤
油
工
場
や
新
し
い

家
々
が
で
き
、
郵
便
局
は
じ
め
各
種
公
共
施
設
も
で
き
、
大
き

な
集
落
と
な
っ
た
。
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第2節 歴史概要

１
中
世
以
前一

九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
頃
、
二
本
松
の
黄
瀬

弥
生
文
化

川
東
岸
の
畑
地
で
、
櫛
歯
状
施
文
具
で
押
引
し

た
条
痕
文
系
土
器
片
が
発
見
さ
れ
た
（
「
市
史
』
一
‐
四
九
号
）
。

こ
の
土
器
は
紀
元
前
二
世
紀
頃
の
弥
生
時
代
中
期
は
じ
め
の
土

く
も
み
よ
う
ま
る
や
ま

器
で
、
公
文
名
丸
山
Ｉ
遺
跡
出
土
の
条
痕
文
系
土
器
と
共
に
、

こ
の
地
方
へ
の
水
稲
農
耕
の
伝
播
を
示
す
資
料
と
し
て
重
要
視

さ
れ
て
い
る
が
、
ま
た
佐
野
の
開
発
が
古
い
こ
と
を
教
え
て
く

れ
る
。北

方
文
化
一
九
四
九
（
昭
和
一
千
四
）
年
、
小
柄
沢
東
の
低

や
な
ぎ
ぱ
た

の
南
限
台
地
の
字
柳
畑
で
、
当
時
、
工
場
用
地
造
成
中
、

地
表
下
九
○
修
噴
の
と
こ
ろ
か
ら
「
わ
ら
び
手
刀
」
と
茶
色
の

土
器
が
発
見
さ
れ
た
（
『
市
史
』
一
‐
五
三
号
）
。
手
に
持
つ
柄
の

第
二
節
歴
史
概
要

頭
部
が
わ
ら
び
の
芽
の
よ
う
に
渦
巻
き
状
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

「
わ
ら
び
手
刀
」
と
い
う
名
称
が
つ
け
ら
れ
た
。
こ
の
刀
は
七

世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
作
ら
れ
、
東
北
地
方
か
ら
中
部
地

方
に
わ
た
っ
て
広
く
分
布
し
、
北
方
文
化
の
要
素
が
強
く
、
大

陸
系
の
鍛
冶
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
小
規

模
な
古
墳
や
住
居
趾
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
裾
野
市
で
は
い
ま

た
き
の
さ
わ

一
振
り
、
須
山
の
滝
ノ
沢
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
発
見
さ
れ
て
お

り
、
現
在
、
裾
野
市
は
こ
の
刀
の
南
限
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
ゞ
）
の
時
期
に
日
本
列
島
の
北
方
文
化
と
の
交
流

が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
九
九
七
年
、
佐
野
上
ヶ
見
で
宿
舎
建
設
の
た
め
の
事
前
調

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
の
も
の
と
判
断

で
き
る
、
側
壁
に
粘
土
で
築
い
た
か
ま
ど
の
あ
る
方
形
竪
穴
住

居
趾
七
、
竪
穴
一
、
柱
穴
群
二
か
所
、
土
坑
な
ど
が
検
出
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
遺
構
に
伴
っ
て
須
恵
器
・
土
師
器
片
が
出
土
し
、
土

師
器
破
片
に
墨
で
「
田
○
」
と
書
い
た
墨
書
土
器
と
、
へ
ラ
状

器
具
で
十
あ
る
い
は
一
と
刻
し
た
須
恵
器
片
が
あ
っ
た
（
「
裾
野
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第10章佐 野

市
佐
野
上
ヶ
見
遺
跡
Ｂ
地
区
調
査
報
告
』
裾
野
市
教
育
委
員
会
一

九
九
七
年
）
。
「
田
○
」
は
逆
に
読
め
ば
「
わ
だ
」
と
読
め
る
。

一
二
五
二
（
建
長
四
）
年
、
『
宗
尊
親
王
鎌
倉
御

宿
駅
佐
野

下
向
記
』
に
よ
る
と
（
『
市
史
」
二
‐
一
五
八
号
）
、

は
ら
の
な
か
あ
の
う

駿
河
の
原
中
、
阿
野
、
黄
瀬
川
、
佐
野
で
は
佐
野
の
地
頭
が
親

王
の
た
め
に
宿
泊
や
食
事
の
世
話
を
し
た
と
あ
り
、
佐
野
の
宿

駅
的
な
性
格
は
明
確
と
な
っ
て
く
る
。

佐
野
は
中
世
の
佐
野
荘
あ
る
い
は
佐
野
郷

佐
野
と
佐
野
郷

の
も
と
に
な
っ
た
と
こ
ろ
と
い
う
が
、
荘
、

卿
と
も
に
現
在
の
佐
野
よ
り
も
広
い
範
囲
を
指
し
、
二
八
○

み
な
も
と
の
よ
り
と
も
い
ず
さ
ん
み
し
ま

（
治
承
四
）
年
、
源
頼
朝
が
伊
豆
山
、
三
島
、
箱
根
の
三
所

神
社
の
祭
祀
地
と
し
た
な
か
に
豆
州
佐
野
郷
が
あ
っ
て
（
『
市

い
ず
さ
の

史
』
二
‐
七
七
号
）
、
三
島
市
伊
豆
佐
野
ま
で
郷
の
う
ち
に
含
ま

れ
て
い
た
。
『
駿
河
記
』
や
『
駿
国
雑
志
』
で
は
、
久
根
・
稲

む
ぎ
つ
か
い
ず

荷
・
公
文
名
・
茶
畑
・
佐
野
・
平
松
・
二
つ
屋
・
麦
塚
・
伊
豆

し
ま
た
み
ず
く
ぼ

島
田
・
水
窪
を
含
め
て
佐
野
郷
と
し
て
い
る
。
佐
野
郷
が
初
め

か
ら
、
こ
れ
ら
の
地
区
全
体
を
含
ん
で
い
た
の
か
、
あ
る
い
は

佐
野
が
拡
大
さ
れ
て
、
久
根
以
南
の
地
域
ま
で
含
ま
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

支
配
の
有
二
一
三
三
一
（
元
弘
三
）
年
、
足
利
尊
氏
、
同
直
義

為
転
変
所
領
目
録
に
よ
る
と
（
『
市
史
』
一
Ｔ
二
○
三
号
）
、

駿
河
国
佐
野
庄
は
鎌
倉
時
代
に
は
幕
府
執
権
北
条
氏
一
族
の
大

仏
貞
直
の
所
領
で
あ
っ
た
が
、
没
収
さ
れ
て
尊
氏
の
所
領
と
な

っ
て
い
る
。
一
三
三
五
（
建
武
二
）
年
、
こ
の
辺
り
は
足
利
・
新

田
両
軍
の
戦
場
と
な
っ
て
い
る
。
一
三
七
五
（
永
和
元
・
天
授

え
ん
か
く
じ

元
）
年
、
幕
府
は
佐
野
郷
を
鎌
倉
円
覚
寺
へ
寄
進
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
一
五
世
紀
後
半
に
は
大
森
氏
の
支
配
と
な
る
が
、
や

が
て
葛
山
氏
の
支
配
領
域
と
な
り
、
一
六
世
紀
末
、
葛
山
氏
退

去
の
あ
と
後
北
条
氏
の
支
配
と
な
り
、
さ
ら
に
徳
川
氏
に
移
っ

て
近
世
を
む
か
え
る
。近

隣
の
村
と
同
様
に
、
駿
府
徳
川
藩
を
経
て

支
配
と
村
高

一
六
三
二
（
寛
永
九
）
年
か
ら
小
田
原
藩
領
と

２
近
世
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な
り
、
富
士
山
の
噴
火
に
伴
う
幕
府
直
轄
領
化
に
よ
っ
て
、
一

七
○
八
（
宝
永
五
）
年
以
降
幕
府
領
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
七

一
六
（
享
保
元
）
年
か
ら
再
び
小
田
原
藩
領
に
戻
り
、
幕
末
に
至

っ
た
。
佐
野
村
は
す
で
に
中
世
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
が
、
近
世
に
入
っ
て
か
ら
の
検
地
帳
は
一
六
四
八

（
農
安
元
）
年
の
も
の
が
最
も
古
く
、
次
い
で
一
六
七
七
（
延
宝

五
）
年
の
検
地
帳
が
あ
る
。
慶
安
の
検
地
帳
に
は
す
で
に
二
本

松
新
田
が
畑
五
町
二
反
三
畝
五
歩
、
屋
敷
一
反
四
畝
一
歩
が
登

録
さ
れ
て
お
り
、
一
七
世
紀
中
期
に
は
二
本
松
が
存
在
し
た
こ

と
が
判
明
す
る
。
村
高
は
、
正
保
郷
帳
で
二
九
九
石
七
斗
余
り
、

元
禄
郷
帳
で
は
四
四
二
石
余
り
、
そ
し
て
天
保
郷
帳
で
は
五
七

三
石
余
と
な
っ
て
い
る
。

一
七
六
○
（
宝
暦
十
）
年
に
駿
東
の
村
々
三
二
か
村
が
沼
津
宿

の
「
当
分
増
助
郷
」
に
指
定
さ
れ
、
沼
津
へ
人
馬
を
出
す
こ
と

を
義
務
づ
け
ら
れ
た
が
、
佐
野
村
も
そ
の
な
か
に
入
っ
て
い
た
。

後
に
こ
れ
は
「
加
助
郷
」
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一

か
ん
ば
ら

八
五
○
（
嘉
永
三
）
年
に
は
沼
津
よ
り
も
は
る
か
に
遠
い
蒲
原
宿

の
助
郷
に
編
入
さ
れ
た
。一

六
八
六
（
貞
享
三
）
年
四
月
の
「
佐
野

村
明
細
帳
か
ら

村
・
二
本
松
新
田
差
出
帳
」
（
「
市
史
』
三

‐
四
六
号
）
で
は
、
高
を
五
六
三
石
二
斗
五
升
二
合
と
し
、
そ

の
反
別
を
六
四
町
四
反
七
畝
二
五
歩
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

下
田
一
町
九
反
四
畝
余
と
下
々
田
五
反
五
畝
余
は
二
本
松
新
田

の
耕
地
と
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
二
本
松
の
下
畑
二
町
六

反
六
畝
一
二
歩
、
下
々
畑
一
町
二
反
一
畝
六
歩
の
計
三
町
八
反

七
畝
一
八
歩
が
「
箱
根
水
懸
り
」
で
水
田
に
な
っ
た
と
記
載
し

て
い
る
。
二
本
松
を
除
い
た
佐
野
で
は
、
畑
が
水
田
に
な
っ
たふ

か

の
は
わ
ず
か
に
六
反
八
畝
二
○
歩
で
あ
り
、
二
本
松
新
田
が
深

ｂ
ら

良
用
水
の
開
削
の
恩
恵
を
大
き
く
受
け
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

家
数
は
佐
野
村
全
体
で
七
二
軒
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
、
名

主
二
軒
、
組
頭
四
軒
、
本
百
姓
三
四
軒
、
村
足
軽
一
軒
、
隠
居

六
軒
、
無
田
二
八
軒
、
医
者
一
軒
、
鍛
冶
三
軒
、
紺
屋
一
軒
、

塗
師
一
軒
、
酒
屋
一
軒
、
定
使
一
軒
で
あ
っ
た
。
す
で
に
鍛
冶

屋
、
紺
屋
、
塗
師
、
酒
屋
な
ど
職
人
や
商
人
が
少
な
か
ら
ず
存
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在
し
た
ゞ
）
と
は
、
佐
野
が
街
道
沿
い
の
村
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
な
お
、
当
時
の
二
本
松
の
戸
数
は
一
二
軒
で
、
組
頭

一
軒
、
百
姓
七
軒
、
無
田
三
軒
で
あ
っ
た
。
神
社
は
、
佐
野
村

（
本
村
）
の
神
と
し
て
正
八
幡
、
二
本
松
新
田
の
神
と
し
て
浅
間

社
が
あ
る
ゞ
）
と
を
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
寺
院
に
つ
い
て
は
、

.， ．…を蝉.録 瀞寵 鋪

写真3－39法雲寺

ほ
う
う
ん
じ

れ
ん
こ
う
じ

一
向
宗
（
浄
土
真
宗
）
の
法
雲
寺
、
時
宗
の
蓮
光
寺
が
あ
る
。

３
近
現
代

明
治
以
降
明
治
維
新
後
の
行
政
制
度
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変

の
行
政
化
し
た
が
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
の
戸
籍
区

た
が
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
の
戸
籍
区

の
編
成
に
よ
っ
て
、
佐
野
村
は
茶

畑
村
、
深
良
村
等
と
と
も
に
静
岡

県
の
第
五
区
に
属
し
、
翌
年
に
は

大
区
小
区
制
に
よ
っ
て
佐
野
村
は

浩
第
一
大
区
五
の
小
区
に
属
す
る
こ

蓮

と
に
な
り
、
七
四
年
に
は
第
一
大

０４

区
三
小
区
に
な
っ
た
。
七
八
年
に

３雲
な
る
と
大
区
小
区
制
が
廃
止
さ
れ
、

郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
っ
て
佐
野

村
が
再
び
末
端
の
行
政
組
織
と
な

っ
た
。
八
四
年
に
官
撰
戸
長
が
制

度
化
さ
れ
、
そ
の
管
轄
区
域
が
広
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域
に
な
っ
た
が
、
佐
野
村
は
石
脇
、
伊
豆
島
田
、
水
窪
、
久
根
、

公
文
名
、
茶
畑
、
深
良
な
ど
他
の
一
二
の
村
と
と
も
に
一
つ
の

単
位
と
な
り
、
戸
長
が
置
か
れ
た
。
そ
の
戸
長
役
場
は
佐
野
村

に
置
か
れ
た
。
明
治
町
村
制
に
先
立
つ
大
幅
な
町
村
合
併
で
、

こ
い
ず
み

八
九
年
に
小
泉
村
が
成
立
し
た
。
小
泉
村
は
佐
野
村
ほ
か
一
二

か
村
が
合
併
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ゞ
｝
の
結
果
、
旧
来
の
村
は

制
度
上
で
は
姿
を
消
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
佐
野
村
は
大
字
佐
野

と
な
っ
て
、
地
名
表
示
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小

泉
村
で
は
成
立
後
す
ぐ
に
茶
畑
、
久
根
、
公
文
名
、
麦
塚
、
平

い
ず
み

松
、
稲
荷
が
分
離
す
る
こ
と
に
な
り
、
九
一
年
に
別
に
泉
村
が

成
立
し
た
。
残
っ
た
佐
野
、
石
脇
、
ニ
ッ
屋
、
伊
豆
島
田
、
水

と
み
ざ
わ

窪
、
富
沢
が
小
泉
村
と
し
て
存
続
し
、
裾
野
町
の
成
立
ま
で
続

く
こ
と
と
な
っ
た
。
村
役
場
は
佐
野
の
本
村
と
二
本
松
の
境
に

あ
た
る
と
こ
ろ
に
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
場
所
は
裾
野
町
に
な
っ

て
も
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
現
在
の
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
の
所
に
新
築
移
転
し
た
。

明
治
の
町
村
制
は
行
政
上
の
便
宜
の
た
め
下
位
の
組
織
と
し

て
区
を
設
け
、
区
長
・
区
長
代
理
を
置
く
こ
と
を
認
め
て
い
た

が
、
小
泉
村
で
は
旧
来
の
村
お
よ
び
そ
の
内
部
に
存
在
し
た
村

落
を
単
位
に
区
を
設
定
し
た
。
大
字
佐
野
は
佐
野
区
と
二
本
松

区
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。
二
本
松
区
は
後
に
佐
野
二
区
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
現
在
の
佐
野
二
区
と
は
異
な
る
）
。
し
か
し
、

大
字
佐
野
全
体
を
単
位
と
し
て
別
に
人
民
総
代
が
置
か
れ
た
。

経
済
的
発
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
に
提
出
さ
れ
た
「
宿
屋

展
と
変
化
営
業
願
」
（
『
市
史
』
四
‐
七
二
号
）
に
は
佐
野
村

の
八
名
が
名
前
を
連
ね
て
い
る
。
宿
場
と
し
て
の
性
格
を
明
治

に
な
っ
て
も
維
持
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一
八
七
七

（
明
治
十
）
年
に
は
「
産
婆
免
許
鑑
札
請
書
」
が
佐
野
村
に
寄
留

す
る
鈴
木
く
ま
か
ら
出
さ
れ
（
『
市
史
』
四
八
一
号
）
、
七
七
年

に
は
「
人
力
車
稼
営
業
願
」
が
同
じ
く
佐
野
村
土
屋
熊
吉
か
ら

出
さ
れ
て
い
る
（
「
市
史
』
四
八
三
号
）
。
ま
た
、
毎
年
五
月
九

日
に
馬
市
が
開
か
れ
、
多
く
の
博
労
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。

’
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調
査
」
で
は
、
家

持
一
二
一
戸
、
士
族
家
持
三
戸
、
社
二
座
、
寺
二
軒
と
あ
り
、
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人
口
は
六
三
八
人
（
男
三
一
九
人
・
女
三
一
九
人
）
、
職
分
と
し

て
は
農
三
七
七
、
雑
業
二
、
医
術
一
、
官
員
一
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。一

八
八
○
（
明
治
十
三
）
年
の
「
収
穫
表
」
に
よ
れ
ば
（
『
市
史
』

四
当
二
九
号
）
、
佐
野
村
の
田
方
面
積
は
四
九
町
六
反
四
畝
一

八
歩
、
畑
方
は
三
六
町
五
反
二
八
歩
、
宅
地
は
七
町
四
反
四
歩

で
あ
っ
た
。
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
の
泉
村
の
分
村
に
際

し
て
作
成
さ
れ
た
「
分
合
見
込
町
村
調
書
」
（
『
市
史
』
四
‐
三
四

七
号
）
に
よ
れ
ば
、
大
字
佐
野
は
戸
数
が
一
二
四
、
人
口
は
男

四
二
三
人
、
女
三
八
四
人
、
計
八
○
七
人
で
あ
る
。

こ
う
づ

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
に
国
府
津
・
静
岡
間
の
鉄
道
が

開
通
し
、
佐
野
駅
が
設
け
ら
れ
た
。
明
治
末
頃
か
ら
次
第
に
駅

前
か
ら
現
在
の
御
殿
場
に
い
た
る
道
路
沿
い
に
商
店
が
で
き
、

二
本
松
は
大
き
く
変
化
し
た
。
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
に

植
松
平
吉
座
繰
製
糸
場
が
で
き
た
が
、
こ
れ
は
ま
だ
小
規
模
な

も
の
で
あ
っ
た
。
本
格
的
な
工
場
と
し
て
は
九
五
（
明
治
二
十

か
み
じ
ゆ
く

八
）
年
に
上
宿
で
操
業
を
開
始
し
た
佐
野
製
糸
場
が
最
初
で
あ

る
。
そ
れ
が
消
え
る
時
期
と
相
前
後
す
る
一
九
二
二
（
大
正
十

一
）
年
に
は
「
入
サ
製
糸
場
」
が
二
本
松
に
工
場
を
造
り
操
業

す
わ

を
開
始
し
た
。
〉
｝
の
工
場
は
長
野
県
諏
訪
の
入
一
組
製
糸
所
が

こ
こ
へ
進
出
し
て
き
た
も
の
で
、
従
業
員
は
三
○
○
名
を
越
え

写真3 －41二本松の大型ショッヒ°ングセンター付近
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る
大
き
な
工
場
で
あ
っ
た
（
な
お
、
入
サ
製
糸
場
は
一
九
三
四
年

に
閉
鎖
）
。
ま
た
、
二
三
（
大
正
十
二
）
年
に
は
二
本
松
に
酒
井
実

の
経
営
に
よ
る
蚕
種
製
造
所
が
で
き
た
。
こ
の
製
造
所
は
一
九

三
三
（
昭
和
八
）
年
に
鐘
紡
が
買
収
し
、
昭
和
産
業
静
岡
蚕
種
製

造
所
と
な
り
、
後
に
カ
ネ
ポ
ウ
シ
ル
ク
と
な
っ
た
。
現
在
の
ベ

ル
シ
テ
ィ
ー
裾
野
の
所
が
そ
の
工
場
跡
地
で
あ
る
。
地
籍
上
は

平
松
に
な
る
、
現
在
の
Ｊ
Ａ
泉
支
所
の
所
に
繭
取
引
所
が
あ
り
、

こ
の
一
帯
が
駿
東
の
養
蚕
・
製
糸
の
中
心
地
と
な
っ
た
。

ま
た
二
本
松
の
駅
前
通
り
が
甲
州
街
道
に
突
き
当
た
る
地
点

の
南
北
に
は
、
「
上
の
醤
油
屋
」
、
「
中
の
醤
油
屋
」
が
で
き
、

ニ
ッ
屋
の
「
下
の
醤
油
屋
」
と
合
わ
せ
て
三
軒
の
醤
油
醸
造
店

が
で
き
た
。
い
ず
れ
も
佐
野
駅
（
裾
野
駅
）
に
近
い
こ
と
が
立
地

を
促
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

に
し
は
ら

一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
九
月
に
佐
野
の
西
原
に
開
局
し
た
佐

野
郵
便
取
扱
所
は
翌
年
に
は
郵
便
局
と
な
っ
た
が
、
そ
の
郵
便

局
が
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
二
本
松
へ
移
転
し
た
。
二
本
松

に
中
心
が
移
っ
て
き
た
こ
と
を
象
徴
す
る
と
言
え
る
。

一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
の
戸
数
、
人
口
は
大
字
佐
野
全
体

で
三
八
八
戸
、
二
四
二
六
人
で
あ
っ
た
（
「
市
史
」
五
‐
七
九
六

号
）
。
そ
の
内
訳
は
、
佐
野
本
村
（
佐
野
一
区
）
が
一
七
○
戸
、
一

○
五
三
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
二
本
松
（
佐
野
二
区
）
が
二
一
八

戸
、
一
三
七
三
人
と
な
っ
て
お
り
、
二
本
松
の
発
展
が
著
し
い

こ
と
が
分
か
る
。

黄
瀬
川
に
佐
野
川
が
合
流
す
る
地
点
の
少
し
上

五
竜
の
滝
ご
り
ゆ
う

流
部
に
五
竜
の
滝
が
あ
る
。
滝
の
所
在
は
厳
密

に
は
石
脇
で
あ
る
が
、
そ
こ
を
訪
れ
る
道
は
佐
野
の
中
を
通
っ

て
お
り
、
滝
を
見
る
場
所
は
佐
野
に
な
る
。
し
か
も
最
寄
り
駅

の
佐
野
駅
か
ら
近
い
ゞ
）
と
も
あ
っ
て
、
佐
野
の
滝
と
も
呼
ば
れ

た
。
五
竜
の
滝
は
景
勝
の
地
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た

が
、
一
八
九
○
（
明
治
二
十
三
）
年
に
、
佐
野
駅
の
開
設
に
呼
応

ゆ
や
ま
や
な
お

し
て
湯
山
柳
雄
に
よ
っ
て
五
龍
館
ホ
テ
ル
が
作
ら
れ
た
。
そ
こ

に
来
る
客
を
は
じ
め
、
五
竜
の
滝
に
多
く
の
見
物
客
が
来
る
よ

う
に
な
り
、
こ
の
地
方
の
代
表
的
な
観
光
地
と
な
っ
た
。
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一r辰
L

写真3－42五龍館ホテル

（湯山芳健氏所蔵）

写真3－43旅行ガイト．ブック

（1893年湯山芳健氏所蔵）

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
学
制
以
降
、
佐
野
で
は

学
校
せ
い
書
ゆ
う
し
や

石
脇
と
共
に
誠
求
舎
を
設
立
し
た
。
七
四
（
明
治

七
）
年
に
石
脇
村
副
戸
長
と
佐
野
村
副
戸
長
が
開
業
願
を
提
出

し
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
誠
求
舎
は
佐
野
の
法
雲
寺
に
設
置
し
、

茶
畑
の
勝
又
量
平
が
教
員
と
し
て
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

町
村
制
に
よ
っ
て
、
小
泉
村
の
小
泉
尋
常
小
学
校
が
で
き
、
泉

さ
の
は
ら

村
分
立
後
は
泉
村
・
小
泉
村
組
合
立
佐
野
原
尋
常
小
学
校
と
な

っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
○
五
（
明
治
三
十
八
）
年
に
小
学
校
令
に

よ
る
佐
野
原
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
っ
た
が
、
○
七
年
に
は
組

合
を
解
消
し
、
小
泉
尋
常
小
学
校
を
独
自
に
設
立
し
た
。
そ
の

場
所
は
後
の
カ
ネ
ボ
ウ
の
敷
地
の
所
で
あ
っ
た
。
後
に
現
在
の

市
役
所
の
場
所
に
移
転
し
、
さ
ら
に
現
在
地
に
移
り
西
小
学
校

と
な
っ
た
。

中
学
校
は
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
小
泉
村
立
小
泉
中
学

校
が
設
立
さ
れ
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
泉
村
・
小
泉

村
合
併
に
よ
る
裾
野
町
制
施
行
の
た
め
裾
野
町
立
西
中
学
校
と

な
り
、
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
の
市
制
施
行
後
は
裾
野
市
立
西
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中
学
校
と
な
っ
て
現
在
に
至
る
。
場
所
は
現
在
地
と
同
じ
で
あ

る
。

ま
た
一
九
○
三
（
明
治
三
十
六
）
年
に
泉
・
小
泉
・
富
岡
・
深

良
四
か
村
組
合
立
佐
野
農
業
補
習
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
ゞ
）
の

学
校
は
一
九
一
二
（
大
正
十
）
年
に
は
佐
野
実
業
学
校
と
な
っ
た
。

県
立
裾
野
高
校
の
前
身
で
あ
る
。

一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
に
裾
野

農
村
か
ら
市
街
地
へ

市
は
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
用
途
指

定
を
行
っ
た
が
、
佐
野
の
地
域
は
市
街
化
区
域
に
指
定
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
そ
れ
以
前
か
ら
続
い
て
い
た
変
化
が
加
速
さ
れ
、

農
地
が
減
少
し
、
農
村
と
し
て
の
景
観
も
、
ま
た
農
業
生
産
も

急
速
に
弱
ま
っ
た
。

五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
の
結
果
に
よ

っ
て
農
業
の
推
移
を
み
る
と
、
急
激
な
脱
農
村
化
の
様
相
が
分

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活

か
る
・
「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
は
統
計
単
位
と
し
て
農
業
集
落
を

認
定
し
て
い
る
が
、
大
字
佐
野
の
範
域
に
は
佐
野
一
、
佐
野
二
、

二
本
松
一
、
二
本
松
二
の
四
つ
の
農
業
集
落
が
あ
る
と
し
て
い

る
Ｏ

一
九
六
○
（
昭
和
三
十
五
）
年
「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
の
結
果
に

よ
れ
ば
、
各
農
業
集
落
の
総
戸
数
は
、
佐
野
一
が
九
九
戸
、
佐

野
二
が
一
二
九
戸
、
二
本
松
一
が
二
五
二
戸
、
二
本
松
二
が
七

四
戸
で
、
全
体
で
五
五
四
戸
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
農

家
戸
数
は
佐
野
一
が
五
五
戸
、
佐
野
二
が
三
五
戸
、
二
本
松
一

が
一
九
戸
、
二
本
松
二
が
三
二
戸
と
な
っ
て
い
て
、
佐
野
全
体

で
は
一
四
一
戸
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
農
家
の
率
は
佐
野

全
体
で
は
二
五
灯
セ
に
過
ぎ
ず
、
す
で
に
農
村
の
様
相
が
大
き

く
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
と
く
に
、
二
本
松

一
は
農
家
が
一
九
粁
セ
で
あ
り
、
二
割
を
割
っ
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
佐
野
一
は
五
六
瀞
セ
、
二
本
松
二
は
四
三
瀞
セ
と
な

っ
て
い
た
。
佐
野
二
は
二
七
軒
セ
で
あ
っ
た
。
佐
野
の
中
で
も

大
き
な
地
域
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
当
時
二
本
松
一
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は
す
で
に
農
村
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
一
○
年
後
の
一
九
七
○
年
「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
で

は
、
佐
野
一
の
総
戸
数
一
八
七
に
対
し
て
農
家
は
五
四
戸
で
、

二
九
軒
セ
ま
で
落
ち
て
い
る
。
同
様
に
、
佐
野
二
は
全
戸
数
一

九
三
に
対
し
て
農
家
数
は
二
八
戸
で
、
一
五
群
セ
と
な
り
、
二

本
松
一
は
総
戸
数
三
一
八
に
対
し
て
農
家
は
わ
ず
か
一
三
戸
で

あ
り
、
四
灯
セ
に
す
ぎ
な
い
。
二
本
松
二
は
総
戸
数
二
三
八
で

農
家
数
は
二
六
戸
で
、
三
軒
セ
で
あ
っ
た
。
一
○
年
の
間
に
、

二
本
松
一
は
完
全
に
農
業
か
ら
離
れ
、
残
り
の
三
集
落
も
急
速

に
農
業
か
ら
離
れ
つ
つ
あ
る
》
｝
と
を
示
し
て
い
る
。

一
九
九
○
年
「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
に
よ
れ
ば
、
全
戸
数
に
対

し
農
家
の
占
め
る
率
が
、
佐
野
全
体
で
は
七
軒
セ
で
、
佐
野
一

報
で
は
一
気
Ｈ
セ
、
佐
野
二
が
六
郡
Ｈ
セ
、
二
本
松
一
が
一
禿
Ｈ
セ
、
二

と会
本
松
二
が
一
三
粁
セ
で
あ
っ
た
。
旧
来
か
ら
の
農
業
集
落
で
あ

社鰄
っ
て
も
、
も
は
や
農
村
と
は
い
え
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
が
明

刈節
白
に
な
っ
た
数
字
と
い
え
る
。

３第

大
字
佐
野
は
近
世
の
佐
野
村
の
範
囲
を
継

佐
野
と
二
本
松

承
し
て
い
る
が
、
社
会
的
に
は
佐
野
と
二

本
松
の
二
つ
に
分
か
れ
る
。
こ
の
二
区
分
は
近
世
前
期
か
ら
の

も
の
で
あ
る
。
二
本
松
は
近
世
に
は
二
本
松
新
田
と
呼
ば
れ
て

お
り
、
佐
野
村
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
佐
野
村
が
親
村
で
あ
る

と
一
七
一
三
（
正
徳
三
）
年
の
江
戸
幕
府
の
裁
許
状
で
も
認
定
さ

れ
て
い
る
（
「
市
史
』
三
‐
二
五
号
）
。
佐
野
本
村
と
二
本
松
が

別
の
地
域
社
会
を
形
成
し
て
き
た
ゞ
）
と
は
氏
神
祭
祀
に
示
さ
れ

て
い
る
。
佐
野
本
村
の
氏
神
は
八
幡
宮
で
あ
る
が
、
二
本
松
の

氏
神
は
浅
間
神
社
で
あ
る
。

佐
野
一
と
佐
野
本
村
は
現
在
大
き
く
二
つ
の
区
に
分
か
れ

佐
野
二
て
い
る
。
佐
野
一
区
と
佐
野
二
区
で
あ
る
が
、

地
域
の
人
々
は
佐
野
一
区
を
サ
ノ
イ
チ
（
佐
野
一
）
、
二
区
の
〉
）

と
を
サ
ノ
’
一
（
佐
野
二
）
と
呼
ん
で
い
る
。
佐
野
一
は
一
般
に
シ

ュ
ク
ド
オ
リ
（
宿
通
り
）
と
呼
ば
れ
る
地
域
を
中
心
に
し
て
い
る
。

旧
国
道
二
四
六
号
（
県
道
沼
津
・
小
山
線
）
に
沿
っ
た
地
域
が
中

心
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
佐
野
二
は
サ
ノ
ッ
パ
ラ
（
佐
野
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図表3－42佐野の内部区分 原
）
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
あ
る
。
主
と
し
て
須
山
街
道
（
県
道
富

士
・
裾
野
線
）
沿
い
の
地
域
と
い
え
よ
う
。
佐
野
一
と
佐
野
二

に
分
か
れ
た
の
は
第
二
次
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

佐
野
一
は
そ
の
後
の
家
の
増
加
に
対
応
を
迫
ら
れ
、
一
九
九

七
年
に
、
佐
野
一
区
を
大
区
と
し
て
維
持
し
つ
つ
、
下
部
に
佐

ほ
ん
じ
ゆ
く
わ
か
さ

野
上
宿
、
佐
野
本
宿
、
佐
野
若
狭
の
三
つ
の
区
を
分
割
成
立
さ

せ
た
。
な
お
、
本
宿
区
に
あ
ら
た
に
建
て
ら
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン

は
二
○
○
○
年
七
月
に
ア
ー
バ
ン
ハ
イ
ッ
区
と
し
て
独
立
し
た
。

最 寄 大区 区 班
ニーニ

佐野上宿 上梢 】

中

佐
下

馬場 l

佐野本宿向

野 大塚

ソシャ

キャノ ン

若狭

佐野若狭若狭

大庭

桁 l

佐

佐野本宿

野

佐野若狭

上宿 ～3

宿

宿

場1．2

田

塚 H

本宿

若狭

／
西原

下原

可
１
－
５

１
画
１

－
）

●
一
夕
一
旬
乙

、
１
Ｊ
一
１
上

鈑
１
１
］

１
１
］
●

画
○
八
》

●
一
》

（

９
－
１

佐 野 二

〆
元
一
緑
一
上
一
ア

町

町

町

１
－
１
－
１

一
本
松

スフ 一一子

一／、ン イツ '一

そ
れ
に
対
し
、
世
帯
増
加
が
比
較
的
少
な
い
佐
野
二
は
現
在

の
と
こ
ろ
そ
の
ま
ま
一
つ
の
区
を
維
持
し
て
い
る
。

佐
野
一
大
区
は
従
来
の
佐
野
一
を
継
承
し
た

佐
野
一
大
区

組
織
で
あ
り
、
下
部
に
佐
野
上
宿
区
、
佐
野

本
宿
区
、
佐
野
若
狭
区
が
あ
る
。
役
職
と
し
て
各
区
に
は
区
長
、

副
区
長
が
い
る
。
各
区
の
下
部
は
班
に
編
成
さ
れ
て
い
る
。
佐

野
上
宿
区
は
上
宿
一
、
上
宿
二
、
上
宿
三
の
三
班
に
、
佐
野
本

な
か
じ
ゆ
く
し
も
じ
ゆ
く
ぱ
ば

む
か
い
だ

宿
区
は
中
宿
、
下
宿
、
馬
場
一
、
馬
場
二
、
可
召
そ
れ
に
大
家

中
宿
、
下
宿
、
馬
場
一
、
馬
場
二
、
向
田
そ
れ
に
大
塚

と
な
｛
》
て
い
る
が
、
大
塚
ハ
ウ
ス
以
下
の
集
合
住
宅
は

役
職
な
ど
の
就
任
に
お
い
て
別
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。

佐
野
若
狭
区
は
若
狭
上
、
若
狭
下
、
大
庭
ハ
ウ
ス
の
三

班
と
な
っ
て
い
る
。
各
班
に
は
班
長
が
い
る
。
各
区
に

は
区
長
、
副
区
長
の
他
、
納
税
委
員
な
ど
多
く
の
委
員

が
い
る
。

佐
野
一
大
区
の
区
長
は
三
人
の
区
長
が
順
番
に
担
当

し
て
お
り
、
ま
た
佐
野
一
大
区
副
区
長
は
大
区
区
長
を

ハ
ウ
ス
、
ソ
シ
ャ
ハ
ウ
ス
、
キ
ャ
ノ
ン
ハ
ウ
ス
の
八
班

と
な
っ
て
い
る
が
、
大
塚
ハ
ウ
ス
以
下
の
集
合
住
宅
は
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出
さ
な
い
残
り
の
区
の
区
長
二
人
が
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
大
区
独
自
の
役
職
と
し
て
は
集
会
所
事
務
局
長
一
人
が

あ
る
。
大
区
協
議
委
員
が
二
四
名
い
る
が
、
そ
れ
は
各
区
の
区

長
、
副
区
長
、
集
会
所
事
務
局
長
お
よ
び
各
班
の
班
長
が
兼
ね

る
。
ゞ
）
れ
ら
の
役
職
は
任
期
が
一
年
で
あ
る
。

シ
ュ
ク
ド
オ
リ
は
佐
野
の
中
心
部
で
あ
っ
た
。
甲

宿
通
り

州
街
道
と
呼
ば
れ
る
こ
と
の
あ
る
沼
津
か
ら
御
殿

場
、
そ
し
て
甲
州
の
郡
内
地
方
へ
抜
け
る
重
要
な
道
路
に
沿
っ

て
展
開
し
て
お
り
、
す
で
に
江
戸
時
代
か
ら
商
業
が
行
わ
れ
て

い
た
。
近
在
の
各
村
落
か
ら
買
い
物
に
出
か
け
て
く
る
所
で
も

あ
っ
た
。
宿
通
り
と
い
う
呼
称
は
そ
の
商
業
地
域
と
し
て
の
特

徴
か
ら
付
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
第
二
次
大
戦

前
に
は
道
路
の
両
側
に
は
か
つ
て
の
店
構
え
の
家
々
が
並
び
、

宿
場
の
よ
う
な
雰
囲
気
は
あ
っ
た
と
い
う
。
と
く
に
上
宿
に
は

宿
屋
、
質
屋
、
酒
屋
、
菓
子
屋
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
家
は

現
在
は
営
業
し
て
い
な
い
が
、
か
っ
て
の
商
売
を
屋
号
と
し
て

使
用
し
て
お
り
、
町
と
し
て
の
宿
通
り
を
伝
え
て
い
る
。
宿
通

り
は
上
宿
、
中
宿
、
下
宿
と
馬
場
に
分
か
れ
る
。

佐
野
二
の
地
域
は
古
く
か
ら
の
呼
称
で
は
サ
ノ
ッ

佐
野
原
バ
ラ
と
呼
ば
れ
、
ニ
シ
ッ
パ
ラ
（
西
原
）
、
シ
モ
ッ

パ
ラ
（
下
原
）
、
オ
オ
ア
ラ
ク
（
大
荒
句
）
の
三
つ
の
地
域
か
ら
形

成
さ
れ
て
い
る
。
原
と
い
う
地
名
や
ア
ラ
ク
と
い
う
地
名
は
、

声
ご
）
が
古
く
は
人
家
の
な
い
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
一
般
的
に
ア
ラ
ク
は
新
し
い
開
墾
地
を
表
わ
す
地
名
で
あ

る
。

二
本
松
は
近
世
以
来
佐
野
村
に
含
ま
れ
る
が
、
独

二
本
松

立
し
た
一
つ
の
村
落
と
し
て
存
在
し
て
き
た
。
明

治
中
期
ま
で
は
佐
野
本
村
に
比
較
す
る
と
戸
数
・
人
口
と
も
は

る
か
に
少
な
か
っ
た
。
と
ゞ
）
ろ
が
、
一
八
八
九
（
肌
治
二
十
二
）

年
東
海
道
線
の
佐
野
駅
（
一
九
一
五
年
裾
野
駅
と
改
称
）
が
開
設

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
近
い
二
本
松
に
家
が
増
え
、

佐
野
本
村
よ
り
も
多
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
二
本
松
の
内
部

も
い
く
つ
か
の
地
域
に
編
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

東
海
道
線
佐
野
駅
の
開
設
に
伴
い
、
そ
の
駅
前
か
ら
現
在
の
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壼
不
ケ
空
一

壼
不
ケ
空
一

壼
不
ケ
空
一

図表3 43佐野の字

上
ヶ
見

上
ヶ
見

梶
田卜

市
醒
口

卜
市
醒
口

堀
屋

篭
田田 西

ノ
窪
ノ
窪

宮
ノ
窪

宮

グ〃仙隆向
田

雌 本
宿

本

ﾆｰ

ﾉ宅ﾉ

車
場

山
神
上

山
橋
場
上

ゲ
ン
ヅ
ウ

ゲ
ン東

山
道

I山
伏
木

山道上 馬場先
橋
場
下 下

山
神

下
出
口
出
口

ハ神
市
／
々
／

ウ
タ

リ』

西
原
西
原

Ｆ
」
ｗ
／
々
／
Ⅱ
ノ

若
狭
森ビ

ワ
コ
ロ
バ
シ

（
、

ン

中
畑
中
畑
中
畑

追
分
追
分

大
荒
句 句大

石
畑

大
石
畑
石
畑柳

畑
柳
畑
柳
畑

柳

柳

畑下追分～ﾉ' l川下追分

二
本
松

西
逵
西
逵

荒
句

木村

東

山
伏
塚
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図表3－44佐野の字一覧

ｊ

ｊ

ｊ
タ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ヶ
ｊ
ｊ
ｊ

ｊ

ポ
ク
・
ハ
チ
ボ
ウ
ラ
ワ
チ
ポ
ッ

、
』
ク
、
ｊ
、
ｊ
ラ
シ
、
ｊ
グ
、
ｊ
ク
、
ｊ
ゾ
ハ
イ
グ
、
ｊ
ク
、
Ｊ
マ

ミ
、
ｊ
ガ
リ
ケ
ア
イ
ラ
、
ｊ
、
ｊ
デ
ポ
ガ
ー
ハ
ン
ド
オ
デ
タ
ノ
ラ
ン

ゲ
ク
ジ
タ
ワ
オ
オ
ポ
ダ
タ
ミ
ク
リ
マ
ゲ
ン
モ
モ
ハ
シ
ハ
ホ

恥
犀
錘
咋
酎
鮴
岬
幟
悔
い
咋
岬
鉾
酔
珂
蹄
詐
咋
榊
鋒
悸
咋

ヶ
句
ケ
タ
分
荒
石
洞
田
田
川
窪
ヶ
場
ン
度
追
出
畑
ノ
原
本

上
荒
氏
ウ
追
大
大
大
籠
梶
上
川
栗
車
ゲ
三
下
下
中
西
西
二

橘場上(ハシバウエ）

橋場下(ハシバシタ）

馬場先(ババサキ）

東山道(ヒガシヤマミチ）

ピツタリ（ピツタリ）

ピヮコロガシ（ビヮコロガシ）

堀屋(ホリヤ）

本宿(ホンシュク）

マナイタヒラ（マナイタヒラ）

宮ノ窪（ミヤノクポ）

向田(ムカイダ）

村東(ムラヒガシ）

雌滝(メダキ）

柳畑(ヤナギバタ）

山神(ヤマガミ）

山ﾈ''1上(ヤマガミウエ）

山伏木(ヤマブシギ）

lll伏塚(ヤマブシヅカ）

l I l道(ヤマミチ）

山道上(ヤマミチウエ）

若狭森(ワカサモリ）

御
殿
場
街
道
へ
接
続
さ
せ
る
た
め
の
道
路
が
設
け
ら
れ

た
。
ゞ
｝
の
駅
前
通
り
が
突
き
当
た
る
所
ま
で
の
道
の
両

側
と
現
在
の
御
殿
場
街
道
に
出
た
所
に
は
早
く
か
ら
商

店
が
登
場
し
た
。
駅
前
通
り
は
、
駅
寄
り
が
大
字
平
松
、

西
側
が
地
籍
上
は
大
字
佐
野
に
な
り
、
地
域
と
し
て
は

二
本
松
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
本
松
に
入
る
駅
前
通
り
沿

み
ど
り
ち
よ
、
う

い
の
家
々
は
緑
町
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最

初
か
ら
商
店
が
連
続
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
駅
前

通
り
が
完
全
に
商
店
街
に
な
っ
た
の
は
第
二
次
大
戦
後

の
》
｝
と
で
あ
る
。
行
政
道
路
が
で
き
交
通
量
が
大
き
く

な
っ
た
こ
と
も
商
店
街
の
形
成
に
影
響
し
た
。
一
九
七

七
（
昭
和
五
十
二
）
年
に
現
在
の
市
役
所
庁
舎
が
完
成
し

て
、
移
っ
て
き
た
こ
と
も
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。

か
み
ち
よ
う

も
と

か
つ
て
の
二
本
松
は
現
在
で
は
上
町
、
緑
町
、
元

ち
よ
う

町
の
三
つ
の
区
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
を
統
合
す
る
機
構

と
し
て
二
本
松
大
区
が
あ
る
。
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二
本
松
は
大
区
と
し
て
二
本
松
全
体
を
統
括

二
本
松
大
区

し
、
そ
の
下
部
に
元
町
区
、
緑
町
区
、
上
町

区
の
三
つ
の
区
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
三
つ
の
区
に
は
そ
れ
ぞ

れ
区
長
一
人
、
副
区
長
二
人
の
役
職
者
が
い
る
。
副
区
長
は
一

人
が
庶
務
担
当
で
、
他
の
一
人
が
会
計
で
あ
る
。

二
本
松
大
区
の
役
職
は
大
区
長
、
副
区
長
、
庶
務
会
計
、
そ

れ
に
四
五
名
の
協
議
委
員
で
あ
る
。
大
区
長
は
元
町
区
、
緑
町

区
、
上
町
区
の
区
長
の
中
の
一
人
が
就
任
し
、
残
り
の
二
人
の

区
長
が
副
区
長
と
な
る
。
ま
た
協
議
委
員
四
五
名
は
各
区
一
五

人
ず
つ
で
あ
る
。

大
字
・
大
佐
野
の
地
域
組
織
は
大
字
、
大
区
、
区
と
い
う

区
・
区
三
つ
の
組
織
が
重
層
し
て
存
在
し
、
地
域
生
活

の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
古
く
か
ら
の
重
要
な

組
織
は
現
在
は
大
区
と
呼
ば
れ
る
組
織
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
戦

前
に
は
佐
野
本
村
と
二
本
松
の
二
つ
と
し
て
存
在
し
た
。
一
九

三
六
（
昭
和
十
一
）
年
以
降
、
佐
野
本
村
が
佐
野
一
区
、
二
本
松

が
佐
野
二
区
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
二
区
分
は
現
在
で
は
前

者
が
佐
野
一
大
区
と
佐
野
二
と
な
り
、
後
者
は
二
本
松
大
区
と

な
っ
て
い
る
。

佐
野
一
大
区
と
佐
野
二
は
佐
野
本
村
を
形
成
し
て
き
た
。
そ

れ
を
今
に
示
す
の
が
氏
神
八
幡
宮
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
佐

野
一
大
区
と
佐
野
二
か
ら
選
出
さ
れ
た
氏
子
総
代
に
よ
っ
て
維

持
さ
れ
、
祭
礼
が
執
行
さ
れ
て
い
る
。
氏
子
総
代
は
佐
野
一
大

区
と
佐
野
二
そ
れ
ぞ
れ
一
○
名
ず
つ
で
あ
る
。

現
在
の
区
は
、
近
年
の
世
帯
数
の
急
増
に
対
応
し
て
設
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
基
礎
に
は
江
戸
時
代
以
来
の
地
域

組
織
や
戦
前
の
住
宅
地
や
商
店
街
の
地
域
が
あ
っ
た
。
区
が
現

在
で
は
基
本
的
な
地
域
編
成
単
位
と
な
っ
て
お
り
、
佐
野
大
区

や
二
本
松
大
区
は
区
の
連
合
の
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
大
区
の

区
長
は
じ
め
各
種
の
役
職
は
区
の
持
ち
回
り
で
あ
っ
た
り
、
区

を
単
位
に
人
数
が
割
り
振
ら
れ
て
い
る
。

大
字
佐
野
は
近
世
の
佐
野
村
を
継
承
し
た
単
位
で
あ
る
が
、

村
落
と
し
て
は
佐
野
本
村
と
二
本
松
に
分
か
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
大
字
は
全
く
の
地
籍
上
の
表
記
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
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一
定
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
明
治
時
代
に
は
常
設
委
員
が
大

字
佐
野
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
人
民
総
代
と
い

う
名
称
が
使
用
さ
れ
、
一
九
六
○
年
代
ま
で
用
い
ら
れ
た
。
現

在
は
、
大
字
佐
野
の
共
通
事
項
を
協
議
す
る
た
め
に
協
議
員
が

置
か
れ
て
い
る
。
協
議
員
は
佐
野
一
大
区
、
佐
野
二
区
、
二
本

松
大
区
各
七
名
の
計
二
一
名
で
、
そ
の
な
か
か
ら
総
代
と
副
総

代
を
決
め
て
い
る
。
総
代
は
佐
野
一
大
区
の
区
長
、
副
総
代
は

二
本
松
大
区
の
区
長
が
就
任
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
大
字
佐

野
の
運
営
経
費
は
各
区
が
戸
数
比
率
に
よ
っ
て
負
担
し
、
拠
出

写真3－44八|啼宮の神輿巡行

し
て
い
る
。
大
字
佐
野
が
顕
在
化
す
る
の
は
吉
田
神
社
の
祭
礼

で
あ
る
。

佐
野
本
村
の
氏
神
は
八
幡
宮
で
あ
る
。
由
緒
は
、

氏
神

創
立
年
代
を
不
明
と
し
、
一
六
五
六
（
明
暦
二
）
年

に
再
建
さ
れ
た
と
伝
え
る
。
境
内
に
は
八
坂
神
社
、
床
浦
神
社
、

写真3－45二本松のシャギリ
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稲
荷
神
社
が
あ
り
、
ま
た
明
治
末
の
神
社
合
祀
で
山
神
社
と
神

明
宮
を
合
併
し
、
さ
ら
に
大
正
年
間
に
瀧
上
神
社
（
水
天
宮
）
を

合
併
し
た
。
八
幡
宮
は
佐
野
一
大
区
と
佐
野
二
が
一
つ
に
な
っ

て
ま
つ
っ
て
い
る
。
八
幡
宮
を
世
話
す
る
宮
世
話
人
は
佐
野
一

大
区
は
一
七
人
で
あ
る
が
、
各
班
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
る
。
上

宿
区
の
各
班
は
各
二
人
ず
つ
、
本
宿
区
は
中
宿
、
下
宿
が
各
二

人
、
馬
場
一
、
馬
場
二
、
向
田
が
各
二
人
と
な
っ
て
い
る
。
若

狭
区
は
上
、
下
各
二
人
で
あ
る
。
ま
た
、
宮
世
話
人
と
は
別
に
、

氏
子
総
代
が
一
○
人
い
る
。
同
様
に
、
佐
野
二
に
も
宮
世
話
人

と
氏
子
総
代
が
い
る
。
宮
世
話
人
は
一
五
人
で
、
各
班
か
ら
一

人
ず
つ
選
出
さ
れ
て
い
る
。
氏
子
総
代
は
佐
野
一
大
区
と
同
数

の
一
○
人
で
あ
る
。

二
本
松
の
氏
神
は
浅
間
神
社
で
あ
る
。
由
緒
と
し
て
、
創
立

年
を
不
明
と
し
、
一
七
九
一
（
寛
政
三
）
年
に
再
建
さ
れ
た
と
伝

え
る
。
古
く
は
茶
畑
の
宮
内
に
鎮
座
し
て
い
た
と
い
う
。
祭
礼

は
十
月
十
五
日
で
あ
っ
た
が
、
近
年
十
月
二
十
日
前
の
日
曜
日

に
行
っ
て
い
る
。
祭
礼
は
三
つ
の
区
が
一
年
交
代
で
祭
典
当
番

町
と
な
り
、
責
任
を
も
っ
て
執
行
し
て
い
る
。
市
内
で
は
数
少

な
く
な
っ
た
、
ン
ヤ
ギ
リ
が
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ

て
い
る
。
神
社
総
代
は
六
名
で
、
元
町
、
緑
町
、
上
町
か
ら
各

二
名
ず
つ
で
あ
る
。

佐
野
に
は
二
か
寺
あ
る
。
一
つ
は
浄
土
真
宗
大
谷

寺
院

派
の
法
雲
寺
で
あ
る
。
宿
通
り
に
あ
り
、
由
緒
と

し
て
一
六
○
四
（
慶
長
九
）
年
の
創
立
を
伝
え
て
い
る
。
も
う
一

つ
の
寺
院
は
時
宗
蓮
光
寺
で
、
や
は
り
宿
通
り
に
あ
る
。
元
は

真
言
宗
の
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
一
二
八
二
（
弘
安
五
）
年
に
当
時

い
つ
ぺ
ん

の
住
職
善
栄
が
一
遍
に
出
会
い
、
時
宗
に
な
っ
た
と
い
う
。
地

元
の
人
は
区
別
し
て
蓮
光
寺
を
カ
ミ
ン
テ
ラ
（
上
寺
）
と
法
雲
寺

を
シ
タ
ン
テ
ラ
（
下
寺
）
と
呼
ん
だ
。

吉
田
神
社
は
固
定
し
た
社
殿
を
も
た
な
い
神
社

吉
田
神
社

で
あ
り
、
し
か
も
広
域
的
に
多
く
の
地
区
が
持

ち
回
り
で
ま
つ
っ
て
い
る
神
社
で
あ
る
。
駿
東
に
は
い
く
つ
も

の
吉
田
神
社
が
あ
る
が
、
大
字
佐
野
と
し
て
関
係
し
て
い
る
吉

田
神
社
は
下
十
力
郷
の
吉
田
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
。
御
殿
場
市
の
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こ
う
や
ま

神
山
、
裾
野
市
の
岩
波
、
石
脇
、
佐
野
、
茶
畑
、
伊
豆
佐
野

（
三
島
市
）
、
麦
塚
、
ニ
ッ
屋
、
平
松
、
公
文
名
・
稲
荷
、
久
根

の
各
大
字
が
順
番
に
吉
田
さ
ん
を
引
き
継
ぎ
、
当
番
に
な
っ
た

年
に
は
責
任
を
も
っ
て
祭
礼
を
執
行
す
る
。
毎
年
四
月
四
日
が

祭
礼
で
あ
る
が
、
当
番
地
区
に
な
ら
な
け
れ
ば
特
別
な
行
事
は

な
い
。
一
○
年
に
一
回
の
祭
り
で
あ
る
。
吉
田
神
社
は
疫
病
を

防
ぐ
た
め
に
京
都
の
吉
田
神
社
を
勧
請
し
て
き
た
こ
と
に
始
ま

る
。
す
で
に
一
八
三
○
（
文
政
十
三
）
年
に
は
村
々
で
祭
礼
当
番

が
引
き
継
が
れ
て
行
わ
れ
て
い
た
（
「
市
史
」
三
上
一
六
五
号
）
。

勧
請
が
支
配
制
度
と
し
て
の
村
々
の
連
合
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
、

明
治
町
村
制
以
降
も
大
字
佐
野
に
よ
っ
て
祭
祀
が
維
持
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

活

西
原
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
元
は
西
原
だ
け
で
ま

姓
水
天
宮

会
つ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
佐
野
二
区
全
体
の
神
様

社独
の
よ
う
に
な
っ
た
。
四
月
第
一
日
曜
日
に
佐
野
二
区
の
区
長
が

節
中
心
に
な
っ
て
例
祭
を
執
行
し
て
い
る
。
今
で
は
佐
野
二
区
の

３

む
し
ろ

第
コ
ミ
セ
ン
で
直
会
を
す
る
が
、
か
っ
て
は
境
内
に
莚
を
敷
い
て
、

そ
こ
で
飲
み
食
い
を
し
た
。
ち
ょ
う
ど
桜
の
季
節
で
あ
っ
た
の

で
、
花
見
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
戦
前
は
浜
の
方

の
漁
師
が
魚
を
奉
納
し
た
と
い
う
が
、
今
で
は
見
ら
れ
な
い
。

ま
た
奉
納
さ
れ
た
錨
も
あ
る
。
こ
の
錨
で
滝
に
落
ち
た
物
が
あ

る
と
き
こ
の
錨
で
か
き
回
す
と
引
っ
掛
か
っ
て
取
り
出
す
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
。
人
左
は
参
拝
す
る
時
に
小
さ
い
錨
を
奉
納

し
た
。秋

葉
神
社
駅
前
通
り
の
小
泉
橋
を
西
に
越
え
て
十
数
脚
の

と
秋
葉
講
と
こ
ろ
の
歩
道
に
石
の
祠
が
あ
る
。
秋
葉
さ
ん

で
あ
る
。
ゞ
）
れ
は
緑
町
の
人
た
ち
が
秋
葉
講
を
組
織
し
て
信
仰

し
て
い
る
。
緑
町
は
全
部
で
五
班
あ
る
の
で
、
毎
年
そ
の
五
班

が
交
代
で
清
水
の
秋
葉
さ
ん
に
代
参
し
て
い
る
。
清
水
の
秋
葉

さ
ん
の
祭
日
で
あ
る
十
二
月
の
十
五
・
十
六
日
に
代
参
し
て
い

る
。
そ
し
て
そ
の
次
の
週
の
適
当
な
日
に
秋
葉
講
を
開
催
す
る
。

祠
の
前
に
区
長
、
組
長
が
集
ま
り
、
祭
典
を
行
い
、
お
札
を
配

る
。

ま
た
、
元
町
の
秋
葉
さ
ん
は
県
道
沼
津
・
小
山
線
沿
い
、
中
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第10章佐 野

西
家
の
屋
敷
の
東
南
隅
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
秋
葉
講

の
講
員
は
七
○
戸
で
、
十
二
月
十
五
日
に
清
水
の
秋
葉
さ
ん
へ

代
参
に
行
く
。

さ
の
せ
ぎ

佐
野
堰
は
石
脇
に
存
在
す
る
。
そ
こ
か
ら

佐
野
堰
と
中
郷

取
り
入
れ
ら
れ
た
水
は
南
に
流
れ
、
さ
い

か
ち
橋
の
地
点
で
古
川
と
合
流
し
て
一
つ
の
水
路
と
な
っ
て
深

ゆ
る
ぎ
ぱ
し

良
の
震
橋
に
い
た
る
。
こ
こ
か
ら
の
用
水
路
は
本
来
は
昔
の
深

良
川
の
流
れ
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
震
橋
の
所
で
大
き
く
二 写真3 －46佐野堰

っ
の
水
路
に
分
か
れ
て
佐
野
を
南
下
す
る
。
大
柄
沢
と
小
柄
沢

で
あ
る
。
大
柄
沢
は
佐
野
の
黄
瀬
川
沿
い
の
水
田
を
灌
概
す
る
。

他
方
、
小
柄
沢
は
東
側
の
や
や
高
い
地
点
を
南
下
し
、
随
所
で

用
水
路
を
分
岐
さ
せ
、
佐
野
の
水
田
を
灌
概
し
、
市
街
地
を
下

る
。
こ
れ
ら
の
用
水
路
は
新
た
に
掘
ら
れ
た
完
全
な
人
工
の
施

設
と
い
う
よ
り
も
、
黄
瀬
川
や
深
良
川
の
形
成
し
た
浸
食
地
形

を
利
用
し
、
流
路
を
固
定
し
た
用
水
路
と
言
え
る
。

な
か
ご
う

こ
の
佐
野
堰
で
灌
概
す
る
地
域
を
中
郷
と
い
う
。
そ
の
関
係

地
域
は
石
脇
、
深
良
、
久
根
、
公
文
名
、
茶
畑
、
ニ
ッ
屋
、
平

松
、
佐
野
で
あ
る
が
、
こ
の
範
囲
の
区
が
連
合
し
て
中
郷
水
利

組
合
協
議
会
を
組
織
し
て
い
る
。
ゞ
｝
の
協
議
貝
は
関
係
の
八
大

字
の
区
長
に
佐
野
一
大
区
長
、
二
本
松
大
区
長
が
加
わ
っ
て
、

そ
の
会
長
に
は
佐
野
一
大
区
長
、
副
会
長
に
は
二
本
松
大
区
長

が
就
任
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。

蓮
光
寺
の
順
佐
野
に
は
多
く
の
石
造
物
が
あ
る
。
こ
の
地

礼
供
養
塔
域
は
近
代
に
な
っ
て
か
ら
の
変
化
が
著
し
く
、

と
く
に
道
路
の
新
設
、
拡
幅
な
ど
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
お
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第3節地域社会と生活

り
、
現
在
あ
る
地
点
が
当
初
建
立
さ
れ
た
地
点
の
ま
ま
と
は
言

え
な
い
も
の
が
少
な
く
な
い
・
道
路
な
ど
の
改
修
に
伴
っ
て
特

定
の
場
所
に
集
合
さ
せ
ら
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
・
集
中
的
に

石
塔
物
が
あ
る
場
所
は
、
県
道
沼
津
・
小
山
線
沿
い
の
石
脇
境

写真3 47区民ふれあい広場横の石造物群

（
庚
申
塚
）
、
蓮
光
寺
門
前
お
よ
び
境
内
、
八
幡
宮
境
内
、
佐
野

三
叉
路
の
区
民
ふ
れ
あ
い
広
場
横
、
二
本
松
浅
間
神
社
境
内
、

二
本
松
公
民
館
内
で
あ
る
。
ま
た
古
く
か
ら
の
集
落
の
境
に
は

道
祖
神
が
あ
る
。

佐
野
の
石
塔
物
で
目
に
付
く
の
は
、
順
礼
供
養
塔
で
あ
ろ
う
。

横
道
順
礼
供
養
塔
は
当
然
な
が
ら
多
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
蓮

光
寺
に
は
西
国
・
四
国
・
坂
東
・
秩
父
と
か
西
国
・
坂
東
・
横

道
・
秩
父
の
順
礼
供
養
塔
が
七
基
も
建
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か

で
最
も
古
い
の
は
一
七
○
三
（
元
禄
十
六
）
年
建
立
の
「
奉
供
養

西
国
・
坂
東
・
秩
父
百
ヶ
所
観
世
音
菩
薩
」
と
い
う
銘
が
あ
る

塔
で
あ
る
。
順
礼
供
養
塔
は
一
八
世
紀
前
半
に
集
中
し
て
お
り
、

流
行
現
象
と
見
る
一
）
と
も
出
来
る
が
、
建
立
さ
れ
て
い
る
場
所

が
蓮
光
寺
が
時
宗
の
寺
院
で
あ
る
こ
と
も
な
に
か
関
係
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
佐
野
の
も
う
一
つ
の
寺
で
あ
る

浄
土
真
宗
法
雲
寺
に
は
ほ
と
ん
ど
石
塔
類
が
な
い
》
）
と
も
注
目

さ
れ
る
。
や
は
り
「
門
徒
も
の
知
ら
ず
」
を
表
し
て
い
る
の
で

あ
る
詞
フ
か
。
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第10章佐 野

区
民
ふ
れ
あ
い
広
場
に
あ
る
が
、
当
初
は
佐
野
三
叉
路
正
面

に
建
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
一
七
五
九
（
宝
暦
九
）
年
の
馬
頭

観
音
は
道
標
を
兼
ね
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
右
ハ
あ
し
が
ら

こ
へ
す
ば
し
り
道
左
ハ
す
や
ま
道
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
ゞ
）
が
交
通
上
の
重
要
な
分
岐
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
今
に
教
え

て
く
れ
る
。

会
一
九
九
七
年

参
考
文
献

「
裾
野
市
上
ヶ
見
遣
跡
Ｂ
地
区
調
査
報
告
』
裾
野
市
教
育
委
員
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第1節地理的概要

図表3 45ニツ屋の位置
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第
一
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地
理
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要

第
一
二
早
二
ッ
屋

へ

、

、

I

ふ
た
つ
や

二
軒
で
拓
ニ
ッ
屋
と
い
う
地
名
は
、
開
発
先
祖
が
二
軒
で

い
た
村
あ
っ
た
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

す
が
い
ま
し
ろ
う
ざ
え
も
ん
す
や
ま

伝
承
に
よ
れ
ば
、
開
祖
菅
沼
四
郎
左
衛
門
は
須
山
か
ら
出
て
き

ち
よ
う
ざ
え
も
ん

て
弟
長
左
衛
門
と
と
も
に
家
を
構
え
て
こ
の
地
を
開
発
し
た
の

だ
と
い
う
。
か
つ
て
十
数
軒
の
村
で
あ
っ
た
ニ
ッ
屋
も
、
現
在

は
宅
地
化
が
進
み
行
政
上
も
二
区
に
分
か
れ
る
ほ
ど
の
戸
数
と

な
っ
て
い
る
。

さ
の

ニ
ッ
屋
は
佐
野
の
南
に
位
置
し
、
南
北
約
七
三
○

位
置

脳
、
東
西
最
大
幅
約
二
三
○
燭
の
狭
い
範
域
を
持

ひ
ら
ま
つ

い
ず
し
ま
た
せ
ぎ
ば
ら

つ
地
区
で
あ
る
。
東
は
平
松
、
南
は
伊
豆
島
田
の
堰
原
区
に
接

き
せ

と
み
ざ
わ

し
、
西
は
黄
瀬
川
を
隔
て
て
富
沢
と
対
し
て
い
る
。

ぬ
ま
づ
お
や
ま

地
形
と
土
県
道
沼
津
・
小
山
線
の
東
側
は
台
状
地
形
を
し

地
利
用
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
西
側
は
比
高
七
、
八
脚

の
黄
瀬
川
浸
食
崖
と
な
っ
て
い
る
。
宕
三
に
は
黄
瀬
川
に
ょ
っ

に
ほ
ん
ま
っ

て
氾
濫
原
が
形
成
さ
れ
、
佐
野
二
本
松
下
よ
り
ニ
ッ
屋
ま
で
続
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第11章ニツ屋

旧
戸
と
呼
ば
れ
る
家
々
は
一
二
戸
ほ
ど
あ
り
、
県

集
落

道
沼
津
・
小
山
線
と
小
柄
沢
に
挟
ま
れ
た
旧
道
に

面
し
て
並
ん
で
い
る
ほ
か
、
小
柄
沢
の
右
岸
に
も
数
軒
あ
っ
た
。

し
か
し
宅
地
化
が
進
み
、
旧
戸
で
も
地
区
内
の
別
の
屋
敷
に
移

転
し
て
い
る
。
庵
跡
（
旧
共
同
墓
地
）
に
は
道
祖
神
や
庚
申
塔
、

秋
葉
山
な
ど
の
石
造
物
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
も
と
は
旧
道
沿

こ
う
し
ん
づ
か

い
の
平
松
境
に
庚
申
塚
が
あ
り
、
そ
れ
よ
り
や
や
北
に
道
祖
神

が
ま
つ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
集
落
の
北
端
に
新
共
同
墓
地
、
黄

瀬
川
の
東
側
に
は
浅
間
神
社
が
ま
つ
ら
れ
、
集
落
の
南
端
、
黄

ゆ
い
れ
ん

瀬
川
沿
い
に
は
ウ
マ
ス
テ
バ
が
あ
り
、
唯
念
名
号
碑
が
ま
つ
ら

こ
が
ら
ざ
わ

い
て
い
る
。
北
東
か
ら
は
小
柄
沢
が
流
れ
込
み
、
ニ
ッ
屋
南
端

で
黄
瀬
川
に
合
流
し
て
い
る
。

）
）
の
氾
濫
原
は
、
南
北
に
縞
状
の
微
高
地
と
旧
流
路
を
示
す

凹
地
が
連
続
し
て
い
る
。
凹
地
は
水
田
、
微
高
地
は
畑
と
雑
木

林
と
な
っ
て
い
る
。
県
道
沿
い
と
小
柄
沢
右
岸
に
数
戸
の
集
落

が
成
立
し
て
い
た
が
、
現
在
、
全
域
に
住
宅
地
が
著
し
く
進
行

し
て
い
る
。

１
近
世

ニ
ッ
屋
に
お
い
て
は
、
発
掘
調
査
お
よ
び
遺
物

中
世
以
前

発
見
の
報
告
な
ど
が
な
い
の
で
、
埋
蔵
文
化
財

に
関
す
る
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
中
世
の
文
献
資
料
も
な
い
の
で
明
ら
か
で
は
な
い
。

近
世
の
村
正
保
郷
帳
で
は
長
左
衛
門
・
四
郎
左
衛
門
新
田

の
概
況
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
二
人
が
村
名
の
由
来

と
思
わ
れ
る
。
村
高
は
す
書
へ
て
伊
豆
島
田
村
の
畑
方
と
な
っ
て

お
り
、
伊
豆
島
田
を
本
村
と
し
て
一
七
世
紀
前
半
に
は
村
が
成

立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
後
の
郷
帳
で
は
二
つ
屋
新
田

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
囲
ま
れ
た
領
域
が
ニ
ッ
屋
で
、
宅
地
化

が
進
ん
で
い
る
の
は
お
も
に
平
松
境
や
佐
野
二
本
松
境
な
ど
で

あ
る
。

第
二
節
歴
史
概
要
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と
見
え
る
。
支
配
は
ニ
ハ
三
二
（
寛
永
九
）
年
以
降
小
田
原
藩
領
、
屋
新
田
と
平
松
新
田
に
移
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
七
○
八
（
宝
永
五
）
年
以
降
幕
領
、
一
七
一
六
（
享
保
元
）
年
以

村
の
教
育
村
の
開
発
先
祖
で
あ
る
菅
沼
家
は
、
三
代
に
わ

者
菅
沼
家
た
り
手
習
い
師
匠
と
し
て
村
の
教
育
に
貢
献
し

降
再
び
小
田
原
藩
領
と
な
っ
て
明
治
維
新
を
迎
え
て
い
る
。

村
高
は
正
保
郷
帳
で
は
一
西
石
余
、
元
禄
郷
帳
で
は
六
石
五
た
。
同
家
の
墓
地
に
は
、
開
祖
か
ら
六
代
目
に
あ
た
る
佐
五
兵

斗
（
こ
れ
は
本
村
で
あ
る
伊
豆
島
田
村
の
高
に
一
部
算
入
さ
れ
た
も
衛
の
門
人
が
造
立
し
た
奉
納
灯
籠
が
あ
り
、
市
域
で
は
最
も
古

の
と
思
わ
れ
る
）
、
天
明
高
帳
・
天
保
郷
帳
は
五
○
石
九
斗
一
升
い
一
七
九
四
（
寛
政
六
）
年
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
佐
五
兵
衛

み
ず
く
ぼ

で
あ
る
。
一
七
七
八
（
安
永
七
）
年
、
水
窪
村
と
伊
豆
島
田
村
が
の
嫡
男
藤
蔵
の
句
碑
、
そ
の
跡
継
ぎ
の
佐
兵
衛
の
墓
碑
や
灯
籠

沼
津
藩
領
に
領
知
替
え
に
な
っ
た
た
め
、
両
村
に
あ
っ
た
十
分
が
同
地
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

一
役
所
は
取
り
壊
し
と
な
り
、
一
七
八
二
（
天
明
二
）
年
に
ニ
ッ
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水
窪
以
外
の
村
々
と
と
も
に
第
一
大
区
三
小
区
に
編
入
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
大
区
小
区
制
も
、
一
八
七
八
（
明

治
十
一
）
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
、
再
び

近
世
以
来
の
ニ
ッ
屋
新
田
に
民
選
の
戸
長
が
置
か
れ
る
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
に
は
戸
長
公
選
制

を
廃
さ
れ
、
戸
長
の
官
選
と
戸
長
役
場
管
轄
区
域
の
改
定
が
な

さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
黄
瀬
川
を
境
に
市
域
は
東
西
に
二
分
さ

れ
、
ニ
ッ
屋
新
田
は
「
佐
野
村
ほ
か
一
二
か
村
」
の
区
域
に
組

い
し
わ
き

み
入
れ
ら
れ
た
。
「
佐
野
村
ほ
か
一
二
か
村
」
は
、
石
脇
・
佐

く
ね
く
も
み
よ
う

野
・
伊
豆
島
田
・
水
窪
・
ニ
ッ
屋
新
田
・
久
根
・
公
文
名
・

い
な
り
ち
や
ば
た
け
む
ぎ
つ
か

ふ
か
ら
い
わ
な
み

稲
荷
・
茶
畑
・
麦
塚
・
平
松
新
田
・
深
良
・
岩
波
の
一
三
か
村

で
、
戸
長
役
場
は
佐
野
村
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
、
町
村
制
の
公
布
に
よ
り
、
翌

と
み
お
か
ふ
か
な
み
こ
い
ず
み

八
九
年
に
須
山
村
・
富
岡
村
・
深
浪
村
・
小
泉
村
と
い
う
四
つ

の
行
政
村
が
誕
生
し
た
。
佐
野
村
ほ
か
一
二
か
村
で
は
、
深

良
・
岩
波
の
二
村
で
深
浪
村
、
ほ
か
二
か
村
に
富
沢
村
を
加

え
た
一
二
か
村
で
小
泉
村
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
行
政
村
内
部

の
旧
村
間
の
確
執
は
容
易
に
解
消
せ
ず
、
小
泉
村
で
は
町
村
制

施
行
後
初
め
て
の
村
会
で
、
茶
畑
・
久
根
・
公
文
名
・
麦
塚
・

平
松
・
稲
荷
の
六
大
字
の
分
離
が
決
議
さ
れ
、
一
八
九
一
（
明

い
ず
み

治
二
十
四
）
年
十
月
に
県
の
認
可
を
得
て
泉
村
が
分
立
す
る
。

こ
の
後
、
ニ
ッ
屋
新
田
は
小
泉
村
の
一
大
字
と
な
る
。

戦
後
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
小
泉
村
と
泉
村
が
合

併
し
て
裾
野
町
が
誕
生
す
る
。
さ
ら
に
、
一
九
五
六
（
昭
和
三

十
一
）
年
に
は
深
良
村
が
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
に
は
須

山
村
と
富
岡
村
が
裾
野
町
に
合
併
し
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十

六
）
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
、
現
在
の
裾
野
市
と
な
る
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調

戸
数
と
人
口

査
」
に
よ
れ
ば
、
家
持
一
四
戸
、
人
口
八
九

人
（
男
四
四
人
・
女
四
五
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
一
八
八
九
（
明
治

二
十
二
）
年
頃
の
「
分
合
見
込
町
村
調
書
（
新
小
泉
村
）
」
で
は
、

一
四
戸
、
二
四
人
（
男
六
四
人
・
女
五
○
人
）
で
あ
る
（
『
市
史
』

四
‐
三
四
七
号
）
。
ま
た
「
小
泉
村
の
人
口
動
向
」
に
よ
れ
ば
、

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
は
一
二
六
人
、
一
九
一
三
（
大
正
十
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二
）
年
に
は
一
三
○
人
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）

年
に
は
戸
数
一
六
戸
、
人
口
一
四
七
人
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
一
六
九

世
帯
、
五
○
二
人
で
あ
る
。
ゞ
｝
れ
は
、
一
八
七
五
年
の
人
口
に

比
、
へ
る
と
約
五
・
六
倍
の
増
加
で
あ
る
。
ま
た
一
九
九
五
年
に

は
、
ニ
ッ
屋
一
区
が
一
六
七
世
帯
、
四
六
○
人
、
ニ
ッ
屋
二
区

が
一
○
九
世
帯
、
三
三
六
人
と
な
っ
て
い
る
。
総
計
二
七
六
世

帯
、
七
九
六
人
と
な
り
、
二
○
年
前
に
比
べ
る
と
世
帯
数
が
約

一
・
七
倍
、
人
口
が
約
一
・
六
倍
の
増
で
あ
る
。
戦
前
ま
で
は
旧

来
の
戸
数
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
、
急
速
に
宅
地
化
が
進
ん
だ
麦
｝

と
が
こ
の
数
字
か
ら
も
読
み
と
れ
る
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調
査
」

農
業

の
職
分
表
で
は
、
農
五
○
人
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
分
合
見
込
町
村
調
書
（
小
泉
村
）
」
に
よ
れ
ば
、
伊
豆

島
田
の
耕
宅
地
一
八
町
一
反
、
山
林
原
野
雑
種
地
二
町
一
反
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
田
一
三
町
七
反
一
畝
一
四
歩
、

畑
三
町
三
畝
一
九
歩
、
宅
地
一
町
三
反
三
畝
九
歩
、
山
林
一
町

一
反
一
畝
二
○
歩
、
原
野
七
反
二
畝
一
三
歩
、
雑
種
地
二
反
九

畝
一
七
歩
で
、
水
田
が
畑
の
約
四
倍
を
占
め
て
い
る
。

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
学
制
が
頒
布
さ
れ
、
二

学
校

ッ
屋
新
田
は
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
水
窪
・
伊

せ
ん
き
ゅ
う
し
や

豆
島
田
・
堰
原
新
田
と
と
も
に
洗
旧
舎
を
創
立
す
る
。
翌
七
六

じ
ゆ
ん
し
ん
か
ん

（
明
治
九
）
年
に
は
、
茶
畑
・
麦
塚
・
平
松
新
田
の
潤
身
館
と
統

お
ん
ち
か
ん

合
し
て
温
知
館
と
な
る
。
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
、
県
の
布

達
を
受
け
て
県
内
の
学
区
が
大
幅
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
竜

か
ん
し
ん
し
や

か
ん
せ
い
し
や

貫
信
舎
（
岩
波
・
深
良
・
久
根
）
、
甘
静
舎
（
公
文
名
）
、
温
知
館
、

せ
い
き
ゅ
う
し
や

さ
の
は
ら

誠
求
舎
（
石
脇
・
佐
野
）
が
統
合
し
て
佐
野
原
小
学
校
と
な
る
。

そ
の
後
、
い
く
度
か
の
制
度
変
更
名
称
変
更
を
経
て
、
現

在
の
裾
野
市
立
西
小
学
校
と
な
る
（
第
一
○
章
佐
野
参
照
）
。

戦
後
の
ニ
ッ
屋
は
、
「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
に

生
業
の
変
化

よ
る
と
、
’
九
六
○
年
の
総
戸
数
五
二
の
う

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活
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図表3 46ニツ屋の字

図表3－47ニツ屋の字一覧

大畑(オオハタ）

落ノ下(オチノシタ）

川原(カワハラ）

久保田(クポタ）

里道(サト ミチ）

大道場(ダイドウバ）

二本松前(ニホンマッマエ）

八反畑(ハッタンダ）

般若塚(ハンニャヅカ）

東桐(ヒガシギリ）

広町（ヒロマチ）

宮ノ上（ミヤノウエ）

宮ノ後（ミヤノウシロ）

宮ノ下(ミヤノシタ）

宮ノ前（ミヤノマエ）

村前(ムラマエ）

屋敷添(ヤシキゾエ）
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ち
総
農
家
数
は
二
、
そ
の
う
ち
専
業
が
二
、
第
一
種
兼
業
が

二
、
第
二
種
兼
業
が
七
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
三
○
年
後
の
一
九

九
○
年
に
な
る
と
、
総
戸
数
は
二
七
八
と
五
倍
近
く
激
増
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
農
家
数
は
七
、
う
ち
専
業
と
第
一

種
兼
業
は
な
く
、
す
べ
て
第
二
種
兼
業
で
あ
る
。
ま
た
作
物
類

別
収
穫
面
積
は
、
稲
が
三
・
○
か
ら
九
・
九
〃
夕
に
、
麦
類
・
雑

穀
が
四
・
九
か
ら
○
・
七
腸
タ
に
と
変
化
し
て
い
る
。
あ
ま
り
増

減
が
な
い
の
は
、
い
も
類
の
一
・
九
か
ら
一
・
四
〃
夕
、
工
芸
作

物
の
○
・
六
か
ら
○
・
七
崎
タ
、
野
菜
類
の
一
・
七
か
ら
二
・
○
〃
夕

な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
花
き
類
は
作
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

一
九
九
○
年
に
は
一
・
二
吟
夕
と
な
っ
て
い
る
。

内
部
区
分
と
一
八
八
九
（
明
治
一
千
二
）
年
以
降
、
小
泉
村

区
の
役
職
と
い
う
行
政
村
の
一
大
字
で
あ
っ
た
ニ
ッ
屋

は
、
戦
後
の
町
村
合
併
で
裾
野
町
と
な
っ
た
後
も
大
字
と
し
て

現
在
ま
で
存
続
し
て
い
る
。
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
に
は
、

役
場
事
務
の
円
滑
な
運
営
を
目
的
と
し
て
、
町
の
業
務
の
一
部

を
執
行
す
る
た
め
に
区
が
設
置
さ
れ
、
ニ
ッ
屋
は
ニ
ッ
屋
区
と

な
っ
た
。
ゞ
）
の
の
ち
戸
数
の
急
増
に
よ
り
、
現
在
は
区
を
二
つ

に
分
け
て
ニ
ッ
屋
一
区
と
ニ
ッ
屋
二
区
と
な
っ
て
い
る
。
ニ
ッ

屋
一
区
に
は
九
つ
の
班
が
あ
り
、
ニ
ッ
屋
二
区
に
は
七
つ
の
班

が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
旧
戸
が
所
属
す
る
の
は
ニ
ッ
屋
一
区
の

一
・
二
・
四
・
五
班
で
あ
る
。
ま
た
、
ニ
ッ
屋
一
区
の
六
’
九

班
と
ニ
ッ
屋
二
区
の
六
・
七
班
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
パ
ー
ト
を

単
位
と
し
た
班
編
制
に
な
っ
て
い
る
。

区
の
役
員
に
は
、
区
長
・
副
区
長
が
各
区
に
一
名
ず
つ
、
協

議
貝
（
兼
会
計
監
査
）
は
二
名
ず
つ
、
自
主
防
災
会
長
が
各
一
名
、

班
長
が
ニ
ッ
屋
一
区
に
九
名
、
ニ
ッ
屋
二
区
に
七
名
い
る
。
な

お
会
計
は
、
公
民
館
や
遊
園
地
の
管
理
の
関
係
上
、
一
・
二
区

共
通
で
一
名
い
る
。
宮
世
話
人
と
体
育
委
員
は
各
二
名
、
子
供

会
会
長
は
ニ
ッ
屋
両
区
で
一
名
、
部
農
会
長
は
ニ
ッ
屋
一
区
に

一
名
い
る
。
ま
た
、
一
・
二
区
合
同
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
あ
る
寿

ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
会
長
が
一
名
い
る
。
総
常
会
は
年
に
一
回
、

一
・
二
区
お
の
お
の
で
二
月
中
に
行
う
が
、
役
員
会
は
合
同
で

年
に
五
、
六
回
行
い
、
新
旧
役
員
の
引
き
継
ぎ
も
合
同
で
三
月
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図表3－48ニツ屋の集落
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ニ
ッ
屋
に
は
浅
間
神
社
が
あ
り
、
境
内
に
は

神
社
と
祭
り

若
樹
神
社
・
稲
荷
社
・
山
神
社
・
北
野
天
神

社
な
ど
四
社
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
。
「
神
社
明
細
帳
」
に
よ
れ

ば
、
浅
間
神
社
の
創
立
は
不
詳
だ
が
、
一
七
一
三
（
正
徳
三
）
年

に
再
建
さ
れ
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
村
社
と
な
っ
た
と
あ

る
。
ま
た
、
若
樹
神
社
の
祭
神
は
不
明
だ
が
一
八
三
七
（
天
保

八
）
年
に
創
立
、
稲
荷
社
は
一
七
九
七
（
寛
政
九
）
年
創
立
、
山

神
社
は
一
七
五
三
（
宝
暦
三
）
年
創
立
、
天
神
社
は
一
七
八
三

（
天
明
三
）
年
に
創
立
さ
れ
た
と
あ
る
。
浅
間
神
社
の
祭
り
は
四

月
四
日
だ
が
、
現
在
は
四
月
の
第
一
日
曜
日
に
行
う
。
午
前
中

の
神
事
の
後
、
午
後
に
は
子
供
会
に
よ
る
子
ど
も
神
輿
二
体
が

の
神
事
の
後
、
↑

組
合
に
属
し
て
い
る
た
め
、
一
三

長
が
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

中
に
や
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
深
良
用
水
関
係
で
は
、
芦
湖
水
利
組
合
議
会
議
員

な
か
ご
う

を
一
名
、
ニ
ッ
屋
新
田
か
ら
選
出
し
て
い
る
ほ
か
、
中
郷
水
利

組
合
に
属
し
て
い
る
た
め
、
ニ
ッ
屋
か
ら
は
協
議
員
と
し
て
区

区
内
を
め
ぐ
る
。

こ
の
ほ
か
、
山
の
神
は
一
月
十
七
日
に
山
の
共
有
権
の
あ
る

旧
戸
の
一
二
戸
の
み
で
ま
つ
る
。
供
物
を
神
前
で
共
食
し
た
後
、

全
員
が
竹
製
の
弓
で
矢
を
放
つ
。
こ
の
あ
と
当
番
の
家
で
直
会

と
な
る
。
な
お
共
有
地
は
売
却
し
、
預
金
を
し
て
共
有
財
産
と

写真3－49浅間神社の子ども神輿

（水1ｺ清文氏所蔵）
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第11章ニツ屋

黄
瀬
川
沿
い
の
唯
念
名
号
碑
は
建
立
年
月
は
不
詳
で
あ
る
。

街
道
や
辻
に
建
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
名
号
碑
で
あ
る
が
、
か

八
月
十
三
’
十
五
日
の
盆
中
か
そ
の
前
の
土
曜
日
に
は
、

一
・
二
区
合
同
の
盆
踊
り
を
中
心
と
し
た
納
涼
祭
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
「
下
十
力
郷
」
で
ま
つ
る
吉
田
さ
ん
の
祭
り
が

あ
る
。
吉
田
さ
ん
は
固
定
し
て
ま
つ
る
神
で
は
な
く
、
神
輿
を

複
数
の
地
区
で
毎
年
順
送
り
し
て
ま
つ
る
神
で
あ
る
。
ニ
ッ
屋

は
か
つ
て
小
村
で
あ
っ
た
た
め
、
隔
回
で
一
九
年
ご
と
に
当
番

を
務
め
て
き
た
。
し
か
し
戸
数
が
増
え
た
た
め
、
二
○
○
五
年

か
ら
は
一
○
年
ご
と
に
当
番
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

庵
跡
に
集
め
ら
石
造
物
は
浅
間
神
社
境
内
と
庵
跡
に
集
め

れ
た
石
造
物
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
黄
瀬
川
沿
い
の
土
手

に
唯
念
名
号
碑
が
あ
る
。
庵
跡
に
は
、
庚
申
塚
か
ら
移
転
し
た

庚
申
塔
が
二
基
、
旧
道
沿
い
か
ら
移
転
し
た
道
祖
神
と
秋
葉
山

常
夜
塔
な
ど
が
あ
る
。
道
祖
神
は
単
体
の
丸
彫
座
像
で
、
一
七

四
四
（
延
享
元
）
年
の
銘
が
あ
る
。

１
し
て
い
る
。

っ
て
の
ゥ
マ
ス
テ
、
ハ
（
馬
捨
て
場
）
に
建
て
ら
れ
て
い
る
珍
し
い

も
の
で
あ
る
。
当
地
は
小
柄
沢
が
黄
瀬
川
に
合
流
す
る
地
点
の

中
州
に
あ
た
り
、
何
ら
か
の
供
養
を
目
的
と
し
て
い
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。

写真3‐50唯念名号碑
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図表3 49伊豆島田の位置
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一
節
地
理
的
概
要

第
一
三
早
伊
豆
島
田

へ

、

、

I

み
し
ま

市
内
最
南
県
道
三
島
・
裾
野
線
沿
い
、
三
菱
ア
ル
ミ
の
工

端
の
地
区
場
の
北
側
に
、
周
囲
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
こ

ん
も
り
と
し
た
木
々
が
茂
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
は
、

工
場
や
住
宅
地
が
密
集
し
、
交
通
量
が
多
い
道
路
沿
い
に
あ
る

た
め
に
、
や
や
整
然
と
し
た
境
内
と
な
っ
て
い
る
熊
野
神
社
の

い
ず
し
ま
た

杜
で
あ
る
。
市
域
の
南
端
に
あ
る
伊
豆
島
田
は
、
県
道
三
島
・

き
せ

く
ぼ
た

裾
野
線
と
黄
瀬
川
の
支
流
、
久
保
田
川
に
挟
ま
れ
た
集
落
で
あ

お
お
せ
ぎ

る
。
ま
た
、
久
保
田
川
に
設
け
ら
れ
た
大
堰
や
三
俣
堰
が
あ
る

せ
ぎ
ば
ら

堰
原
地
区
を
歩
く
と
、
満
均
と
水
を
た
た
え
た
深
良
用
水
が
流

れ
て
お
り
、
ゞ
）
の
地
域
が
重
要
な
取
水
元
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。

地
名
の
由
来
に
は
、
駿
河
国
の
島
田
と
伊
豆
国
の
島
田
と
区

別
す
る
た
め
に
伊
豆
島
田
と
し
た
、
あ
る
い
は
伊
豆
国
の
島
田

と
い
う
一
族
が
こ
こ
を
開
発
し
た
の
で
こ
の
よ
う
な
地
名
に
な

っ
た
、
な
ど
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
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第12章 伊豆島田

み
ず
く
ぼ

伊
豆
島
田
は
水
窪
と
東
西
に
並
列
し
て
、
裾
野
市

位
置

の
南
端
に
位
置
し
て
い
る
。
南
北
約
一
・
八
陪
哩

さ
か
い
だ
い
ば

東
西
約
七
八
○
脳
の
広
さ
が
あ
り
、
東
は
境
川
（
大
場
川
）
を
隔

は
ぎ

む
ぎ
つ
か
ひ
ら
ま
っ

て
て
三
島
市
萩
と
対
し
、
北
は
麦
塚
・
平
松
、
西
は
久
保
田
川

な
が
い
ず
み
か
み
と
が
り

を
境
と
し
て
水
窪
、
南
は
長
泉
町
上
士
狩
と
接
し
て
い
る
。

地
形
と
土
三
島
市
と
の
境
界
を
な
す
境
川
は
、
麦
塚
か
ら

地
利
用
箱
根
山
麓
裾
部
を
深
く
浸
食
し
て
流
下
し
、
字

な
し
の
き

梨
ノ
木
の
不
動
尊
・
淡
島
堂
脇
で
二
叉
に
分
岐
す
る
．
東
側
の

主
流
は
溶
岩
の
河
床
か
ら
滝
と
な
っ
て
深
く
落
ち
込
み
、
蛇
行

し
な
が
ら
南
流
す
る
。
西
側
の
流
れ
は
そ
の
ま
ま
直
線
的
に
約

い
ま
せ
ぎ

六
○
○
脚
ほ
ど
流
下
し
て
、
伊
豆
島
田
南
端
の
今
堰
で
主
流
に

合
流
し
再
び
境
川
と
な
る
。
両
河
川
に
挟
ま
れ
た
地
区
は
、
細

長
い
台
状
の
中
島
と
な
り
畑
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

北
端
に
は
不
動
尊
・
淡
島
堂
と
人
家
、
墓
地
な
ど
が
あ
る
。
こ

の
西
側
の
水
路
は
、
人
工
の
堀
割
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。

ち
や
ぱ
た
け

伊
豆
島
田
の
北
と
東
側
の
三
分
の
一
は
、
茶
畑
・
麦
塚
か
ら

ほ
ん
む
ら

続
く
富
士
溶
岩
の
露
出
地
帯
で
、
集
落
の
あ
る
字
本
村
は
溶
岩

流
の
上
に
立
地
し
、
南
へ
向
か
っ
て
傾
斜
し
て
い
る
。
大
部
分

は
雑
木
林
と
な
っ
て
い
た
が
、
近
年
、
住
宅
地
と
し
て
開
発
さ

れ
て
い
る
。

西
側
地
区
は
、
溶
岩
の
基
盤
の
上
に
富
士
山
の
土
石
流
、
岩

屑
な
ど
が
堆
積
し
て
い
る
。
北
か
ら
南
へ
向
か
っ
て
緩
や
か
な

傾
斜
を
な
し
た
平
坦
地
と
な
り
、
さ
ら
に
久
保
田
川
沿
い
に
は

同
河
川
の
形
成
し
た
小
規
模
な
河
岸
段
丘
が
み
ら
れ
る
。
こ
の

ふ
か
ら

東
側
地
区
を
字
堰
原
と
い
い
、
黄
瀬
川
（
深
良
用
水
）
か
ら
水
を

取
水
す
る
大
堰
と
、
そ
れ
を
三
本
の
水
路
に
分
水
す
る
三
俣
堰

が
あ
る
。
中
央
の
水
路
が
久
保
田
川
の
旧
河
道
で
、
地
元
で
は

中
川
と
か
ホ
ン
セ
ン
（
本
川
）
と
呼
び
、
伊
豆
島
田
南
端
で
境
川

の
水
を
合
わ
せ
て
長
泉
町
方
面
に
流
れ
る
。
三
俣
堰
か
ら
北
は

田
畑
が
半
々
の
割
合
で
、
南
は
三
俣
堰
で
分
水
さ
れ
た
用
水

（
カ
ミ
ャ
ポ
リ
）
に
よ
る
水
田
が
開
け
て
い
た
。
近
年
、
こ
の
地

区
に
大
規
模
な
都
市
計
画
が
実
施
さ
れ
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
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境
川
が
二
叉
に
分
岐
す
る
場
所
に
は
伊
豆
島
田
遊
園
地
が
あ

り
、
不
動
尊
・
淡
島
堂
が
建
つ
。
ゞ
）
こ
は
境
川
が
よ
く
氾
濫
す

さ
い
こ
』
う
じ

る
と
〉
）
ろ
で
あ
る
が
、
道
の
反
対
側
は
廃
寺
と
な
っ
た
西
光
寺

跡
で
も
あ
り
、
多
く
の
石
造
物
が
集
ま
っ
て
い
る
。
集
落
の
南

の
境
を
示
す
場
所
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
堰
原
区
遊
園
地

の
北
側
に
は
三
間
堀
が
あ
り
、
こ
の
脇
で
葬
儀
の
あ
と
の
ハ
マ

オ
リ
（
浜
降
り
）
を
す
る
と
い
う
。
こ
れ
が
、
い
わ
ば
集
落
の
北

の
境
を
示
す
場
所
で
あ
る
。

伊
豆
島
田
の
旧
集
落
は
、
境
川
の
西
側
、
三
島
か

集
落
さ
の

ら
佐
野
へ
と
向
か
う
県
道
三
島
・
裾
野
線
沿
い
に

形
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
堰
原
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
大
堰
と

ぬ
ま
づ
お
や
ま

三
俣
堰
の
周
辺
を
さ
す
字
で
あ
り
、
集
落
は
県
道
沼
津
・
小
山

線
沿
い
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
伊
豆
島
田
は
近
世
に
は
十
分
一

役
所
が
置
か
れ
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
街
道
筋
に
発
達
し
た

し
ゆ
く

農
村
で
あ
り
、
「
伊
豆
島
田
の
宿
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
裾
野

駅
（
佐
野
駅
）
が
で
き
る
ま
で
は
店
屋
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
い

わ
れ
る
。

１
近
世

な
か
そ

墨
書
土
器
が
出
土
し
た
一
九
九
六
年
、
伊
豆
島
田
の
中
曾

伊
豆
島
田
中
曾
根
遺
跡
椴
地
区
で
開
発
工
事
の
た
め
、
事

前
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
六
、
七
世
紀
の
住

居
吐
五
軒
の
ほ
か
、
土
師
器
・
須
恵
器
三
五
○
○
点
が
出
土
し
、

中
に
は
墨
字
の
あ
る
土
器
（
墨
書
土
器
）
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
七
世
紀
代
に
は
す
で
に
人
々
が
生

活
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
の
中
曾
根
遺
跡
は
北

現
在
、
伊
豆
島
田
地
区
内
に
は
裾
野
中
央
自
動
車
学
校
や
エ

ム
エ
ー
ホ
イ
ル
日
用
品
工
場
、
三
島
市
伊
豆
島
田
浄
水
場
な
ど

が
あ
る
ほ
か
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
か
ら
始
ま
っ
た
都
市

計
画
に
よ
っ
て
西
か
ら
南
の
地
区
に
大
型
店
舗
や
分
譲
住
宅
、

ァ
・
ハ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
が
急
速
に
建
設
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

第
二
節
歴
史
概
要
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第12- 伊豆島田

う
え
は
ら
ま
つ
ぱ
ま
ち
だ
い
な
り
う
し
ろ

か
ら
深
良
の
上
原
・
松
葉
・
町
田
・
稲
荷
後
お
よ
び
茶
畑
の
天あ

し

理
と
、
南
へ
連
続
す
る
同
時
代
の
遺
跡
と
し
て
注
目
さ
れ
、
足

が
ら柄

路
と
関
連
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

以
後
、
中
世
ま
で
は
資
料
が
な
い
の
で
明
ら
か
で
な
い
が
、

『
駿
河
記
』
な
ど
に
よ
る
と
中
世
は
佐
野
郷
の
一
部
で
あ
り
、

か
ず
ら
や
ま

中
世
後
半
は
蔦
山
氏
、
後
北
条
氏
の
支
配
地
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

近
世
の
支
支
配
は
、
一
六
三
二
（
寛
永
九
）
年
以
降
小
田
原

配
と
村
高
藩
領
、
一
七
○
八
（
宝
永
五
）
年
以
降
幕
領
、
一

七
一
六
（
享
保
元
）
年
以
降
再
び
小
田
原
藩
領
、
一
七
七
八
（
安
永

七
）
年
以
降
沼
津
藩
領
と
な
り
明
治
維
新
を
迎
え
て
い
る
。
村

高
は
、
正
保
郷
帳
で
は
二
一
七
石
余
、
元
禄
郷
帳
で
二
七
二
石

余
、
天
明
高
帳
で
三
○
七
石
余
、
天
保
郷
帳
で
は
三
○
九
石
余

じ
よ
』
プ
リ
ん
じ

で
あ
る
。
村
内
に
は
熊
野
三
社
と
定
輪
寺
末
の
島
尾
山
西
光
寺

（
除
地
一
石
六
斗
）
が
あ
る
（
『
駿
河
記
』
下
巻
）
。

ご
て
ん
ぱ

伊
豆
島
田
の
伊
豆
島
田
村
は
御
殿
場
と
三
島
・
沼
津
を
結

十
分
一
役
所
ぶ
通
路
の
要
所
に
あ
た
り
、
諸
荷
物
の
継
ぎ

場
で
、
水
窪
村
と
と
も
に
十
分
一
役
所
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
は
、

山
方
の
村
か
ら
三
島
・
沼
津
へ
竹
木
・
薪
炭
な
ど
を
輸
送
、
販

売
す
る
際
、
一
○
分
の
一
の
税
を
こ
こ
で
徴
収
す
る
た
め
の
も

す
ん
と
う
あ
ゆ
ざ
わ

の
で
あ
る
。
一
七
四
五
（
延
享
三
年
の
「
駿
州
駿
東
郡
鮎
沢
庄

み
く
り
や
い
わ
な
み

御
厨
岩
波
村
（
明
細
帳
）
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
建
物
の
規
模
は
、

長
さ
五
間
・
横
二
間
で
あ
っ
た
（
『
市
史
』
三
‐
五
○
号
）
。

あ
し
の
こ

堰
原
大
堰
伊
豆
島
田
村
は
、
箱
根
の
芦
ノ
湖
か
ら
引
水
す

と
三
俣
堰
る
深
良
用
水
掛
か
り
の
村
の
一
つ
で
あ
る
．
井

組
三
郷
と
い
う
水
利
組
合
の
う
ち
、
大
堰
（
堰
原
大
堰
）
か
ら
取

水
す
る
下
郷
に
水
窪
村
と
と
も
に
属
し
て
い
る
。
大
堰
は
、
も

と
も
と
黄
瀬
川
の
ジ
ス
イ
（
地
水
）
を
利
用
し
た
堰
で
あ
っ
た
が
、

深
良
用
水
の
完
成
に
と
も
な
っ
て
改
良
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
取
水
さ
れ
た
用
水
は
、
三
俣
堰
を
は
じ
め
と
す
る
多な

数
の
堰
で
分
水
さ
れ
、
水
窪
・
伊
豆
島
田
（
以
上
裾
野
市
）
、
納

め
り

な
か
と
が
り
し
も
と
が
り
た
け
は
ら

米
里
・
上
士
狩
・
中
土
狩
・
下
土
狩
（
以
上
長
泉
町
）
・
竹
原
・

ふ
し
み
し
ん
し
ゆ
く
し
み
ず

伏
見
・
新
宿
（
以
上
清
水
町
）
の
九
か
村
を
潤
し
て
い
る
。
ま
た

伊
豆
島
田
は
、
黄
瀬
川
中
流
部
の
佐
野
堰
か
ら
取
水
し
て
い
る
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中
郷
に
も
属
し
て
い
る
。

用
水
開
通
以
後
、
井
組
同
士
の
分
水
を
め
ぐ
る
対
立
が
繰
り

返
さ
れ
、
宝
永
・
安
永
期
の
二
度
に
わ
た
る
用
水
争
論
を
経
て

水
利
慣
行
が
制
度
的
に
は
確
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
水
論
は

写真3 51三俣堰

絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
近
世
後
期
に
な
る
と
、
井
組
全
体

を
巻
き
込
む
よ
う
な
大
規
模
な
争
論
は
な
く
な
り
、
井
組
各
郷

内
部
の
対
立
が
目
立
つ
。
中
で
も
、
下
郷
で
は
三
俣
堰
の
取
水

を
め
ぐ
る
水
上
・
水
下
村
々
の
対
立
が
頻
発
し
て
い
る
。
伊
豆

島
田
村
は
、
水
窪
・
納
米
里
・
上
土
狩
村
と
と
も
に
水
上
の

村
々
に
属
し
、
水
下
の
中
士
狩
・
下
土
狩
・
竹
原
・
伏
見
・
新

宿
村
に
訴
え
ら
れ
る
。
一
八
五
二
（
嘉
永
五
）
年
に
は
、
水
上

村
々
が
水
下
村
々
へ
の
分
水
を
阻
止
す
る
た
め
穴
堰
と
三
俣
堰

を
破
壊
し
、
関
係
者
が
沼
津
役
所
か
ら
手
鎖
の
処
分
を
受
け
て

い
る
。
穴
堰
は
三
俣
堰
下
、
水
下
村
々
と
納
米
里
・
上
士
狩
村

と
の
掛
合
堰
で
あ
る
。
一
八
五
七
（
安
永
四
）
年
に
は
三
俣
堰
と

穴
堰
に
定
例
堰
番
の
ほ
か
に
立
会
番
が
置
か
れ
、
そ
の
後
そ
れ

を
廃
し
て
、
一
八
六
○
（
万
延
元
）
年
に
は
水
不
足
の
際
に
水
下

村
々
よ
り
両
堰
に
一
名
ず
つ
の
添
番
を
立
て
る
こ
と
と
な
る
。
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中
曾
根

図表3-5O伊豆島田の字

中
曾
根

堀
上

堰
所 堀

下

山
神
所

山

中
通

中
供
養
塚

堰
原

赤
石
赤
石
西

赤
石

ノ大
『道

豪

水
畑

大
畑

富
士
面

菌山
山
口

山
山
口

穴
畑 畑

勢／彦
惣
k田畑田

桑
木
畑

川窪入
海
面

地田

道
場

新
左
ヱ
門
作

中
曾
根

犬
間

本
村

渡
り
上
り

三
反
田

関
屋
諭

関
屋
前
↑
叩
ｕ

↓

目
柿
田 田j東、

朴

跨

四四一

屋
敷
田
吋

梨
ノ
木

梨
ノ
木

原
'｣
、

Ｉ
Ｌ
房
州
〃

背
戸
田

竹
ノ

Ij

f

宏
的

ノノ

/｣三
五
反
田 花 イ

ｉ
／
Ｉ

〃
木
田

池
’
一
反
田

石
原
田

幸
橋

今
堰

、
Ｔ
ｊ

川
畑
田
円
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図表3-51伊豆島田の字一覧

背戸田(セドダ）

大道場(ダイト≦ウバ）

大道端(ダイト÷ウバタ）

竹ノ花(タケノハナ）

出口(デグチ）

道場（ドウバ）

I|]曾根(ナカソネ）

中通(ナカト．オリ）

永畑(ナガバタ）

梨ノ木(ナシノキ）

二反田(ニタンダ）

tlll田(ハタダ）

原朴田(ハラホウダ）

彦惣畑（ヒコソウバタ）

富士面(フジメン）

卯|上(ホリウエ）

堀下(ホリシタ）

本村(ホンムラ）

松ノ木田(マツノキダ）

屋敷田(ヤシキダ）

IWII下(ヤナギシタ）

山神所(ヤマノカミジョ）

渡り上り（ワタリアガリ）

赤石(アカイシ）

赤石西(アカイシニシ）

穴畑(アナバタ）

池田(イケダ）

石原lⅡ(イシハラダ）

犬間(イヌマ）

今堰(イマセギ）

入海面(イリュウメン）

大畑(オオハタ）

柿田(カキダ）

欠ノ上(カケノウエ）

川窪(カワクボ）

供養塚(クヨウヅカ）

桑木畑(クワキバタ）

小池(コイケ）

幸橋(コウバシ）

五反田(ゴタンダ）

小町(コマチ）

三反I11 (サンタンダ）

新左ヱ門作(シンザエモンヅクリ）

杉崎(スギサキ）

堰所(セギジョ）

堰原(セギバラ）

関屋前(セキヤマエ）

２
近
現
代

行
政
単
位
伊
豆
島
田
も
一
八
八
九
（
明
治
二

の
変
遷
十
二
）
年
の
町
村
制
施
行
ま
で
に

は
、
市
域
の
他
の
村
々
と
同
様
、
そ
の
所
属
が
め

ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
き
た
。

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
大
区
小
区
制
の
導
入

に
よ
っ
て
第
一
大
区
二
の
小
区
へ
と
編
入
さ
れ
、

や
が
て
、
七
四
（
明
治
七
）
年
の
大
区
小
区
制
の
再

編
に
よ
り
、
市
域
の
水
窪
以
外
の
村
々
と
と
も
に

第
一
大
区
三
小
区
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
小
区
の
異
な
る
水
窪
村
が
同
年
八
月
に

伊
豆
島
田
村
と
合
併
し
て
一
村
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
村
名
は
伊
豆
島
田
村
の
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
、

水
窪
村
が
村
名
変
更
を
願
い
出
た
が
許
可
さ
れ
ず
、

大
区
小
区
制
の
時
期
、
水
窪
村
は
「
伊
豆
島
田
村

ノ
内
元
水
窪
村
」
と
し
て
三
小
区
内
に
あ
っ
た
。
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の
ち
に
↑
）
の
合
併
自
体
が
解
消
さ
れ
た
。
そ
し
て
ゞ
）
の
大
区
小

区
制
も
、
’
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ

っ
て
廃
止
さ
れ
、
再
び
近
世
以
来
の
伊
豆
島
田
村
に
民
選
の
戸

長
が
置
か
れ
る
》
）
と
に
な
る
。
し
か
し
、
一
八
八
四
（
明
治
十

七
）
年
に
は
戸
長
公
選
制
を
廃
さ
れ
、
戸
長
の
官
選
と
戸
長
役

場
管
轄
区
域
の
改
定
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
黄
瀬
川
を
境

に
市
域
は
東
西
に
二
分
さ
れ
、
伊
豆
島
田
は
「
佐
野
村
ほ
か
一

二
か
村
」
の
区
域
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
「
佐
野
村
ほ
か
一
二

い
し
わ
き

ふ
た
つ
や
し
ん

か
村
」
は
、
石
脇
・
佐
野
・
伊
豆
島
田
・
水
窪
・
ニ
ッ
屋
新

で
ん
く
れ
く
も
み
よ
う

田
・
久
根
・
公
文
名
・
稲
荷
・
茶
畑
・
麦
塚
・
平
松
新
田
・
深

良
・
岩
波
の
一
三
か
村
で
、
戸
長
役
場
は
佐
野
村
に
置
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
、
市
制
町
村
制
の
公
布
に
よ
り
、

す
や
ま
と
み
お
か
ふ
か
な
み
こ
い
ず
み

翌
八
九
年
に
須
山
村
・
富
岡
村
・
深
浪
村
・
小
泉
村
と
い
う
四

つ
の
行
政
村
が
誕
生
し
た
。
佐
野
村
ほ
か
一
二
か
村
で
は
、
深

と
み
ざ
わ

良
・
岩
波
の
二
村
で
深
浪
村
、
ほ
か
二
か
村
に
富
沢
村
を
加

え
た
一
二
か
村
で
小
泉
村
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
行
政
村
内
部

の
旧
村
間
の
確
執
は
容
易
に
解
消
せ
ず
、
小
泉
村
で
は
町
村
制

施
行
後
初
め
て
の
村
会
で
、
茶
畑
・
久
根
・
公
文
名
・
麦
塚
・

平
松
・
稲
荷
の
六
大
字
の
分
離
が
決
議
さ
れ
、
一
八
九
一
（
明

い
ず
み

治
二
十
四
）
年
十
月
に
県
の
認
可
を
得
て
泉
村
が
分
立
す
る
。

こ
の
後
、
伊
豆
島
田
は
小
泉
村
の
一
大
字
と
な
る
。

戦
後
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
小
泉
村
と
泉
村
が
合

併
し
て
裾
野
町
が
誕
生
す
る
。
さ
ら
に
、
一
九
五
六
（
昭
和
三

十
一
）
年
に
は
深
良
村
が
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
に
は
須

山
村
と
富
岡
村
が
裾
野
町
に
合
併
し
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十

六
）
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
、
現
在
の
裾
野
市
と
な
る
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調

戸
数
と
人
口

査
」
に
よ
れ
ば
、
家
持
五
四
戸
・
借
家
一
戸
、

人
口
二
六
九
人
（
男
一
三
一
人
・
女
一
三
八
人
）
と
な
っ
て
い
る
。

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
頃
の
「
分
合
見
込
町
村
調
書
（
新
小

泉
村
）
」
で
は
、
七
六
戸
、
三
四
五
人
（
男
一
七
六
人
・
女
一
六
九

人
）
で
あ
る
（
『
市
史
」
四
‐
三
四
七
号
）
。
ま
た
「
小
泉
村
の
人

口
動
向
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
は
四
四
五
人
、
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一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
に
は
四
三
六
人
と
な
っ
て
い
る
。
一

九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
に
は
伊
豆
島
田
一
（
現
在
の
伊
豆
島
田
区
）

は
戸
数
三
四
戸
、
人
口
四
四
六
人
、
伊
豆
島
田
二
（
現
在
の
堰

原
区
）
は
戸
数
二
七
、
人
口
一
九
四
人
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
二
八
四

世
帯
、
一
○
○
九
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
八
七
五
年
の
統
計

に
比
、
へ
る
と
約
四
倍
弱
の
増
加
で
あ
る
。
ま
た
一
九
九
五
年
に

は
、
伊
豆
島
田
区
が
三
二
六
世
帯
、
九
四
一
人
、
堰
原
区
が
二

二
○
世
帯
、
六
八
九
人
と
な
っ
て
い
る
。
総
計
五
四
六
世
帯
、

一
六
三
○
人
と
な
り
、
二
○
年
前
に
比
《
、
へ
る
と
世
帯
数
が
一
・

九
倍
、
人
口
が
一
・
六
倍
の
増
で
あ
る
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調
査
」

生
業

の
職
分
表
で
は
、
農
一
七
二
人
、
雑
業
三
人
、
商

業
二
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
分
合
見
込
町
村
調
書
（
新
小

泉
村
）
」
に
よ
れ
ば
、
伊
豆
島
田
の
耕
宅
地
四
四
町
五
反
、
山

林
原
野
雑
種
地
五
町
九
反
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
田

一
七
町
七
畝
一
六
歩
、
畑
二
三
町
六
反
四
畝
五
歩
、
宅
地
三
町

七
反
五
畝
一
二
歩
、
山
林
四
町
一
反
五
畝
一
四
歩
、
原
野
一
町

三
反
二
畝
一
歩
、
雑
種
地
三
反
七
畝
二
五
歩
で
あ
る
。

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
学
制
が
頒
布
さ
れ
、
伊

学
枝

豆
島
田
は
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
水
窪
・
堰
原

せ
ん
き
ゅ
う
し
や

新
田
・
ニ
ッ
屋
新
田
と
と
も
に
洗
旧
舎
を
創
立
す
る
。
翌
七
六

じ
ゆ
ん
し
ん
か
ん

（
明
治
九
）
年
に
は
、
茶
畑
・
麦
塚
・
平
松
新
田
の
潤
身
館
と
統

お
ん
ち
か
ん

合
し
て
温
知
館
と
な
る
。
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
、
県
の
布

達
を
受
け
て
県
内
の
学
区
が
大
幅
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

か
ん
し
ん
し
や

か
ん
せ
い
し
や

貫
信
舎
（
岩
波
・
深
良
・
久
根
）
、
甘
静
舎
（
公
文
名
）
、
温
知
館
、

せ
い
き
ゅ
う
し
や

さ
の
は
ら

誠
求
舎
（
石
脇
・
佐
野
）
が
統
合
し
て
佐
野
原
小
学
校
と
な
る
。

そ
の
後
、
い
く
度
か
の
制
度
変
更
、
名
称
変
更
を
経
て
、
現

在
の
裾
野
市
立
西
小
学
校
と
な
る
（
第
一
○
章
佐
野
参
照
）
。

農
家
戸
数
戦
後
の
伊
豆
島
田
の
農
業
は
、
「
農
業
セ
ン
サ

の
変
化
ス
」
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活
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九
六
○
年
と
三
○
年
後
の
一
九
九
○
年
を
比
較
す
る
と
、
総
戸

数
は
九
七
か
ら
四
二
五
と
四
倍
近
く
激
増
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
総
農
家
数
は
五
一
か
ら
二
八
と
減
少
し
て
い
る
。
）
｝

れ
は
、
都
市
計
画
に
よ
っ
て
住
宅
が
増
え
農
家
が
減
っ
た
た
め

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
作
物
類
別
収
穫
面
積
は
、
稲
が
一
四
・
五

か
ら
二
四
・
○
鯵
夕
に
、
麦
類
・
雑
穀
が
三
一
・
一
か
ら
○
・
四

鯵
タ
に
、
い
も
類
が
七
・
五
か
ら
四
・
三
肪
夕
に
と
変
化
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
大
き
な
変
化
と
し
て
は
、
牛
・
豚
・
に
わ
と
り
を
飼

う
農
家
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

村
内
区
分
と
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
以
降
、
小
泉
村

区
の
役
職
と
い
う
行
政
村
の
一
大
字
で
あ
っ
た
伊
豆
島

田
は
、
戦
後
の
町
村
合
併
で
裾
野
町
と
な
っ
た
後
も
大
字
と
し

て
現
在
ま
で
存
続
し
て
い
る
。
「
裾
野
町
区
長
設
置
規
程
」
に

よ
っ
て
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
に
役
場
事
務
の
円
滑
な

運
営
を
目
的
と
し
て
、
町
の
業
務
の
一
部
を
執
行
す
る
た
め
に

区
が
設
置
さ
れ
、
伊
豆
島
田
は
堰
原
区
と
伊
豆
島
田
区
と
な
り

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
伊
豆
島
田
内
に
は
上
・
下
．

堰
原
の
三
つ
の
モ
ョ
リ
（
最
寄
）
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
堰
原
を

一
つ
の
区
と
し
て
分
け
た
。
そ
の
内
部
は
、
伊
豆
島
田
区
の
場

合
は
こ
の
「
組
」
に
、
堰
原
区
の
場
合
は
八
の
「
班
」
に
区

分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
で
ま
つ
る
山
の
神
の
当
番
の
単
位
と

も
な
っ
て
い
る
。

区
の
役
職
は
、
伊
豆
島
田
区
と
堰
原
区
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ

て
い
る
。
伊
豆
島
田
区
の
場
合
は
、
三
役
が
区
長
・
副
区
長
・

会
計
の
各
一
名
で
、
ゞ
｝
の
ほ
か
会
計
監
査
二
名
、
協
議
員
が
各

組
一
名
ず
つ
の
計
二
名
で
、
以
上
の
役
員
が
区
の
行
政
機
幟

の
分
掌
を
す
る
。
総
務
部
は
三
役
、
建
設
部
は
区
長
・
副
区
長

が
兼
務
、
環
境
衛
生
部
・
防
犯
灯
管
理
部
・
墓
地
管
理
部
・
公

民
館
運
営
部
・
体
育
部
・
広
報
部
・
自
主
防
災
会
を
協
議
員
が

分
担
す
る
。
ま
た
、
組
長
は
各
組
か
ら
一
名
ず
つ
計
二
名
、

区
自
主
防
災
会
に
各
組
か
ら
一
名
ず
つ
に
婦
人
部
か
ら
一
名
の

計
一
二
名
、
体
育
部
に
各
組
か
ら
一
名
ず
つ
計
二
名
（
こ
れ

と
は
別
に
体
育
部
に
は
相
談
役
が
い
る
）
。
神
社
総
代
二
名
、
老

人
会
正
副
会
長
、
婦
人
部
正
副
会
長
、
子
供
会
会
長
、
部
農
会
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郡
会
長
、
区
画
整
理
組
合
理
事
四
名
な
ど
の
役
職
が
あ
る
。
任
期

海
は
一
年
だ
が
、
二
一
役
や
協
議
員
な
ど
は
再
任
を
妨
げ
な
い
。
ま

章
た
、
組
長
な
ど
は
組
内
で
の
輪
番
制
に
な
っ
て
い
る
。
総
会
は
、

２１第
一
月
第
一
日
曜
・
三
月
第
四
日
曜
・
四
月
第
一
日
曜
の
年
に
三

回
で
あ
る
。
一
月
に
は
新
役
員
の
提
案
、
三
月
に
は
事
業
報
告

と
会
計
決
算
報
告
、
四
月
に
は
新
役
員
の
承
認
、
事
業
計
画

案
・
会
計
予
算
案
の
承
認
を
行
う
。
ま
た
、
三
役
と
協
議
員
は

毎
月
第
二
土
曜
に
定
例
会
を
行
っ
て
い
る
。

堰
原
区
で
は
、
区
長
・
副
区
長
・
会
計
・
会
計
監
査
が
各
一

名
、
協
議
員
が
各
班
二
名
の
計
一
六
名
、
班
長
が
各
班
一
名
の

計
八
名
。
伊
豆
島
田
区
と
同
様
、
こ
れ
ら
の
役
員
が
建
設
委

員
・
文
教
委
員
・
防
災
委
員
・
墓
地
委
員
な
ど
を
分
掌
し
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
、
氏
子
総
代
二
名
、
山
委
員
四
名
、
部
農
会
会

長
・
子
供
会
会
長
・
老
人
会
会
長
・
昭
和
会
会
長
各
一
名
、
体

育
委
員
正
副
委
員
長
三
名
、
町
づ
く
り
区
民
セ
ミ
ナ
ー
｜
名
、

箱
根
神
社
代
参
二
名
な
ど
の
役
が
あ
る
．
任
期
は
三
役
・
協
議

員
・
班
長
が
一
年
、
氏
子
総
代
や
山
委
員
は
と
く
に
決
ま
っ
て

伊
豆
島
田
区
に
な
い
役
職
に
山
委
員
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
後

述
す
る
箱
根
山
森
林
組
合
が
持
つ
共
有
林
の
管
理
を
担
当
し
、

年
に
一
回
山
割
り
と
い
う
年
貢
の
配
分
を
権
利
者
に
す
る
。
こ

の
ほ
か
、
山
神
社
の
祭
祀
も
行
う
。
昭
和
会
は
、
昭
和
生
ま
れ

の
男
性
た
ち
が
奉
仕
活
動
か
ら
親
睦
を
目
的
に
結
成
し
た
会
で

あ
る
。
箱
根
神
社
代
参
は
、
箱
根
神
社
の
祭
り
に
班
の
輪
番
制

で
二
名
ず
つ
代
参
に
行
く
役
で
あ
る
。
深
良
用
水
に
関
わ
る
大

事
な
役
割
で
あ
る
。共

有
地
は
、
畑
・
原
野
・
山
林
な
ど
様
々
で
あ

共
有
財
産

っ
た
が
、
現
在
は
公
民
館
や
遊
園
地
、
墓
地
な

ど
が
多
い
。
も
と
は
旧
戸
の
五
八
戸
で
持
っ
て
い
た
も
の
で
、

た
と
え
ば
堰
原
区
の
場
合
は
公
民
館
の
建
設
地
は
区
有
地
だ
が
、

そ
の
北
側
の
遊
園
地
は
こ
の
旧
戸
が
権
利
を
持
っ
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
道
祖
神
や
共
同
墓
地
な
ど
の
敷
地
が
共
有
地
と
な
っ
て

い
る
。

お
お
の
は
ら

富
士
山
麓
の
大
野
原
に
は
か
っ
て
入
会
地
が
あ
り
、
茅
や
秣

1，，
÷

/よ

し、
○
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を
刈
る
の
に
利
用
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
箱
根
山
の
入
会
権
も

持
つ
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
五
七
名
が
箱
根
山
森
林
組
合
に

加
入
し
て
い
る
。
こ
の
組
合
に
は
、
「
三
か
村
組
合
」
と
「
五

か
村
組
合
」
が
あ
り
、
「
三
か
村
」
に
は
三
島
市
・
裾
野
市
・

長
泉
町
・
清
水
町
に
属
す
る
各
地
区
が
、
「
五
か
村
」
に
は
こ

か
ん
な
み
い
ず
な
が
お
か

れ
に
加
え
て
函
南
町
・
伊
豆
長
岡
町
に
属
す
る
各
地
区
が
加
入

し
て
い
る
。
裾
野
市
で
は
伊
豆
島
田
の
み
が
加
入
し
、
全
体
で

約
二
○
町
歩
の
植
林
地
を
管
理
し
て
い
る
。
伊
豆
島
田
区
と
堰

原
区
と
で
箱
根
山
森
林
組
合
議
員
一
名
ず
つ
を
選
出
し
『
「
三

か
村
」
と
「
五
か
村
」
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
を
分
担
し
て
定
例
会

や
臨
時
の
会
議
に
出
席
し
て
い
る
。

も
も

な
お
一
九
○
二
（
明
治
三
十
五
）
年
に
、
愛
謄
山
共
有
地
内
桃

ざ
わ
み
ぼ
ら

沢
以
東
箕
洞
ま
で
の
森
林
を
沼
津
町
ほ
か
一
○
か
町
村
組
合
が

伐
木
す
る
決
議
を
し
た
こ
と
に
対
し
、
取
り
消
す
よ
う
訴
願
す

る
旨
を
小
泉
村
議
会
で
決
議
し
て
い
る
。
愛
麿
山
の
そ
の
地
は
、

富
沢
・
水
窪
・
伊
豆
島
田
が
水
源
酒
養
の
地
で
あ
る
た
め
、
伐

採
す
る
と
水
源
が
枯
渇
し
て
田
用
水
や
飲
用
水
に
害
が
あ
る
と

し
て
反
対
し
た
も
の
だ
っ
た
。

伊
豆
島
田
全
体
で
は
、
熊
野
神
社
を
ま
つ
っ

神
社
と
寺
院

て
い
る
。
「
神
社
明
細
帳
」
に
よ
れ
ば
、
祭

い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
い
ざ
な
み
の
み
こ
と

神
は
伊
耶
那
岐
命
・
伊
耶
那
美
命
、
創
立
年
月
は
不
詳
だ
が
、

一
七
○
六
（
宝
永
三
）
年
十
二
月
に
再
建
さ
れ
て
い
る
。
境
内
社

は
神
明
社
と
社
護
神
社
、
氏
子
は
五
五
戸
で
あ
る
。
祭
ｎ
は
、

例
大
祭
が
十
月
十
五
日
、
風
祭
が
八
月
十
七
日
な
ど
で
あ
る
が
、

現
在
、
例
大
祭
は
十
五
日
に
近
い
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

前
日
の
宵
祭
り
で
は
、
子
ど
も
神
輿
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
余
興

が
あ
る
。
か
っ
て
は
、
青
年
団
が
箱
根
山
の
秣
を
売
っ
て
資
金

を
作
り
、
屋
台
を
買
っ
て
シ
ャ
ギ
リ
を
嚇
し
て
い
た
。
シ
ャ
ギ

リ
は
三
嶋
大
社
の
祭
り
に
呼
ば
れ
て
披
露
し
た
ゞ
）
と
も
あ
っ
た

と
い
う
。
し
か
し
、
屋
台
を
維
持
し
て
い
く
の
が
難
し
く
な
り
、

二
本
松
に
譲
っ
た
。
シ
ャ
ギ
リ
は
、
昭
和
会
の
人
た
ち
が
中
心

と
な
っ
て
三
○
年
ほ
ど
前
に
復
活
さ
せ
た
が
、
ゞ
三
｝
数
年
再
び

中
断
し
て
い
る
。

》
｝
の
熊
野
神
社
に
関
し
て
は
、
そ
の
境
内
に
さ
ま
ざ
ま
な
石
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造
物
が
建
立
さ
れ
て
い
る
た
め
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
こ
れ
ま

で
の
経
緯
が
た
ど
れ
る
。
対
で
建
て
ら
れ
て
い
る
一
七
二
九

（
享
保
十
四
）
年
の
石
灯
籠
に
は
「
熊
野
権
現
」
と
あ
り
、
明
治

以
降
に
熊
野
神
社
と
称
し
た
ゞ
｝
‐
と
が
推
測
で
き
る
。
ま
た
二
基

写真3 52熊野神社

や
し
き

の
記
念
碑
に
よ
れ
ば
、
天
正
年
間
に
創
祀
さ
れ
『
も
と
字
屋
敷

だ

田
に
鎮
座
し
て
い
た
が
、
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
二
月
二

十
日
に
現
在
地
の
山
の
神
と
合
祀
さ
れ
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
神

社
が
所
有
す
る
一
反
三
畝
五
歩
の
宮
田
の
経
緯
と
し
て
、
一
六

七
二
（
寛
文
十
二
）
年
に
若
い
衆
が
発
起
し
て
翌
一
六
七
三
（
延
宝

元
）
年
に
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
若
い
衆

は
、
そ
れ
ま
で
寄
付
で
賄
っ
て
い
た
祭
典
費
を
、
共
同
作
業
に

よ
っ
て
得
た
資
金
で
西
光
寺
の
無
尽
講
を
落
札
し
、
金
三
両
二

朱
で
宮
田
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
青
年
に
よ
っ
て

耕
作
さ
れ
て
き
た
宮
田
は
、
伊
豆
島
田
区
と
堰
原
区
の
氏
子
が

交
替
で
耕
作
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
ほ
か
、
伊
豆
島
田
区
と
堰
原
区
そ
れ
ぞ
れ
で
山
の
神
を

ま
つ
る
。
伊
豆
島
田
区
で
は
一
月
第
一
か
第
二
日
曜
日
に
、
堰

原
区
で
は
一
月
十
七
日
に
祭
り
を
行
う
。

現
在
、
伊
豆
島
田
に
寺
は
な
い
。
曹
洞
宗
定
輪
寺
末
の
島
尾

山
西
光
寺
が
あ
っ
た
が
、
廃
寺
と
な
っ
て
建
物
も
な
い
。
『
駿

ぷ
ん
の
う

河
記
』
下
巻
に
よ
る
と
、
本
尊
は
薬
師
如
来
で
、
開
山
は
分
翁
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し
ゆ
ぞ
ん

守
存
和
尚
。
も
と
は
現
不
動
尊
・
淡
島
堂
よ
り
も
下
手
に
あ
っ

た
が
、
火
災
に
あ
っ
て
、
淡
島
明
神
の
と
こ
ろ
に
と
も
に
ま
つ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
境
内
に
は
、
多
く
の
石
造
物
と
と

も
に
堂
の
建
築
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
碑
文
に
ょ

写真3 53現在の不動尊・淡島堂

れ
ば
、
字
梨
ノ
木
に
間
口
八
間
奥
行
き
五
間
の
堂
が
あ
り
、
不

動
尊
や
薬
師
如
来
を
ま
つ
っ
て
い
た
が
、
一
八
九
八
（
明
治
三

十
一
）
年
に
火
事
に
よ
っ
て
不
動
尊
以
外
は
類
焼
し
て
し
ま
っ

た
。
一
九
○
七
（
明
治
四
十
）
年
に
堂
が
再
建
さ
れ
、
そ
の
後
一

九
二
六
（
昭
和
元
）
年
に
薬
師
如
来
も
奉
安
し
た
と
い
う
。
そ
の

後
、
不
動
尊
・
淡
島
堂
は
一
九
九
二
年
に
境
川
が
決
壊
し
て
床

上
浸
水
し
た
た
め
、
同
年
九
月
に
改
築
さ
れ
現
在
に
至
る
。
堂

内
に
は
不
動
明
王
の
ほ
か
薬
師
如
来
、
十
二
神
将
、
淡
島
明
神

な
ど
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

と
う
こ
『
う
じ

西
光
寺
は
定
輪
寺
の
隠
居
寺
だ
と
い
わ
れ
、
麦
塚
の
東
光
寺

と
対
を
な
す
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
堂
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
棟

札
に
よ
る
と
、
淡
島
明
神
は
一
七
七
三
（
安
永
二
）
年
二
月
に
西

ろ
ざ
ん

光
寺
主
の
明
道
が
御
神
体
を
新
造
し
、
定
輪
寺
現
住
職
の
臆
山

そ
』
フ里
が
棟
札
を
記
し
て
い
る
。
一
八
六
八
（
慶
応
四
）
年
の
棟
札
に

は
、
西
光
寺
前
住
の
大
応
が
金
比
羅
大
権
現
の
再
建
を
し
た
と

ふ
じ
の
み
や

あ
る
。
ま
た
、
富
士
山
の
夏
峰
修
行
を
終
え
た
村
山
（
富
士
宮

市
）
の
法
印
が
、
ゞ
）
こ
に
立
ち
寄
っ
て
火
渡
り
の
行
を
行
っ
た
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り
も
し
た
。

｜
一
一
峯
神
社
の
不
動
尊
・
淡
島
堂
境
内
に
は
三
峯
神
社
が
ま

祭
り
と
講
つ
ら
れ
て
い
る
。
も
と
は
、
伊
豆
島
田
公
民

館
横
に
ま
つ
ら
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
一
九
九
六
年
現
在
地
に

ち
ち
ぷ
お
お
た
き

移
転
し
た
。
三
峯
神
社
は
、
埼
玉
県
秩
父
郡
大
滝
村
三
峯
山
に

鎮
座
す
る
三
峯
神
社
を
勧
請
し
た
も
の
で
あ
る
。
神
の
使
い
で

あ
る
山
犬
（
狼
）
を
信
仰
し
、
豐
作
祈
願
を
す
る
農
耕
神
で
あ
る
。

伊
豆
島
田
で
は
、
七
月
十
日
に
念
仏
講
が
こ
の
一
年
間
の
無
病

息
災
を
感
謝
し
、
今
後
一
年
間
の
無
事
を
祈
る
。
子
ど
も
の
神

と
し
て
信
じ
ら
れ
、
疫
病
を
は
ら
っ
て
く
れ
る
と
い
う
。
か
つ

て
は
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
の
大
山
の
行
者
が
、
祈
祷
し
札
を
配

っ
た
。
疫
病
神
を
ま
つ
っ
て
い
る
た
め
、
よ
そ
の
村
で
病
気
が

は
や
っ
て
も
伊
豆
島
田
は
無
事
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
講
は
伊
豆
島
田
区
と
堰
原
区
で
は
別
の
組
織
に

な
っ
て
お
り
、
伊
豆
島
田
区
で
は
不
動
講
・
淡
島
講
・
三
峯
講

な
ど
が
、
堰
原
区
で
は
観
音
講
な
ど
が
あ
る
。

街
道
に
ま
つ
ら
す
で
に
述
ぺ
た
よ
う
に
伊
豆
島
田
は
街
道

れ
た
石
造
物
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
街
道
に
沿

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
石
造
物
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
南
端
の
三
島

境
付
近
に
は
、
下
原
観
音
と
呼
ば
れ
た
馬
頭
観
音
が
ま
つ
ら
れ

；
一
一 賂

灘

鱗
／

=霊前

声．

畳

噛

迩

“
〆
‐
一

子
四
曲

fW
i,Aぞ

藍毒篭寵
一Z－

鶯蕊暦

写真3－54富士見橋と境川
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野
！
”

あ
ら
し
ぱ
え
ん
つ
う
じ

て
い
る
。
こ
の
馬
頭
観
音
は
、
小
山
町
新
柴
の
円
通
寺
の
本
尊

馬
頭
観
音
を
ま
つ
る
た
め
新
柴
観
音
と
も
い
わ
れ
、
円
通
寺
と

同
じ
く
四
月
十
八
日
が
祭
日
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
不
動
尊
・
淡
島
堂
境
内
に
は
順
礼
供
養
塔
・
名
号

碑
・
馬
頭
観
音
・
道
祖
神
な
ど
多
く
の
石
造
物
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
中
で
も
文
政
期
に
小
田
原
藩
で
布
教
活
動
を
し
た
木
食

ゆ
い
れ
ん

観
正
や
、
幕
末
に
活
躍
し
た
唯
念
な
ど
の
遊
行
聖
が
建
て
た
名

号
碑
が
三
基
も
あ
る
の
が
目
を
引
く
。
西
光
寺
と
と
も
に
こ
こ

が
宗
教
活
動
を
す
る
人
た
ち
の
拠
り
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

鼠錘ざ：

齢
審

瀧: r蝿

籾

lⅡ

『

m

i

や

報
『
峰
叫
一

瀞蕊

ノ

れ
る
。
ま
た
、
同
じ
境
内
に
は
一
七
三
二
（
享
保
十
七
）
年
の
道

ふ
じ
み

供
養
塔
が
あ
る
。
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
境
川
が
富
士
見
橋
上

手
で
二
叉
に
分
か
れ
る
付
近
で
は
、
た
び
た
び
川
が
決
壊
し
て

橋
が
流
さ
れ
る
た
め
、
道
供
養
と
し
て
建
立
さ
れ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
川
の
分
岐
点
に
は
、
そ
の
と
き
の
石
橋
の
一
部
が
残

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
は
、
水
害
の
常
習
地
帯
で
あ
る
と

と
も
に
、
街
道
の
難
所
で
も
あ
っ
た
。

富
士
見
橋
を
渡
る
と
、
右
手
に
「
お
手
つ
き
石
」
と
呼
ば
れ

る
石
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
付
近
に
十
分
一
役
所
が
あ
っ
て
、

燕
こ
ゞ
｝
を
通
行
す
る
荷
に
対
し
て
税
を
徴
収
し
た
場

》
：
》
所
伝
毒
帆
痙
咋
蛎
識
州
悪
野
嘩
母
園
の
脇
に
ま
つ

魂
￥
の

恋
原
ら
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
堰
原
区
と
伊
豆
島
田

錨
堰
区
と
の
境
に
あ
っ
た
。
イ
ボ
を
と
る
た
め
に
祈
願

琳
壊
反
Ｊ

ｙ
鉤
戸
●
ｎ
Ｊ

琿
計
す
る
神
で
あ
る
。
三
俣
堰
の
や
や
上
方
に
は
、
馬

確
零
頭
観
音
に
刻
ま
れ
た
道
標
が
あ
る
。
「
右
い
ま
す

道
左
三
し
ま
か
ち
道
」
と
あ
り
、
こ
ゞ
）
が
沼
津
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と
三
島
へ
向
か
う
分
岐
点
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

堰
原
公
民
館
に
も
、
建
物
の
内
外
に
多
く
の
石
造
物
が
あ
る
。

順
礼
供
養
塔
・
庚
申
塔
・
馬
頭
観
音
・
子
安
地
蔵
な
ど
で
、
順

礼
供
養
に
関
わ
る
も
の
は
四
基
を
数
え
る
。
こ
れ
ら
の
石
造
物

は
、
も
と
は
県
道
沼
津
・
小
山
線
沿
い
の
交
差
点
に
ま
つ
ら
れ

て
い
た
が
、
道
路
拡
張
に
よ
っ
て
現
在
地
に
移
転
し
た
も
の
で

あ
る
。以

上
の
石
造
物
の
も
と
の
位
置
を
結
ん
で
い
く
と
、
か
っ
て

の
街
道
の
姿
を
う
か
が
い
知
る
ゞ
）
と
が
で
き
ょ
う
。
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